




庄山 悦彦

財団法人製造科学技術センター 理事長

（株式会社日立製作所 相談役）

IMS センターは、平成　年（1990 年）4 月に通商

産業省（当時）のご支援のもと、「財団法人国際ロボッ

ト・エフ・エー技術センター（現、財団法人製造科学

技術センター）」の付置機関として活動を開始し、今

年で創立 20 年を迎えることができました。関係各位

のご協力、ご支援に対し厚く御礼申し上げますととも

に、20 年の歩みを記録した本書の刊行にあたり、財

団法人製造科学技術センターを代表して一言ご挨

拶申し上げます。

ご承知の通り、IMS センター事業の中心は、吉川

弘之先生（東京大学工学部長・当時）の提唱による、

先端製造技術分野の国際共同研究「IMS プログラ

ム」の推進です。構想発表後、1995年から10年間の

国際プログラムとして正式にスタートしましたが、わ

が国関係各位の積極的なご支援のもと、欧米を始め

とする多くの国々のご賛同・ご参加もあって、予定期

間を過ぎた 11年目以降も IMSスキームとして継続・

延長され 15年の長きにわたる「IMSプログラム」とな

りました。この間に企画・立案された IMS 研究開発

プロジェクトは 94 件に及び、その多くが世界的な国

際共同研究プロジェクトとして承認され、製造科学技

術センターの中心事業として大きく貢献してまいりま

した。

この IMS 構想が提唱された平成元年ですが、こ

の頃はまさにバブル期の絶頂、経済のソフト化はも

とより、情報通信技術の飛躍的発展を背景に、金融・

経済の国際化、あるいは第三次産業の急速な発展

が喧伝された時期でした。そしてわが国の製造業は、

国内的には 3K などに代表される職場の環境問題、

若者の製造業離れ、あるいはグローバル化が進展

する中での空洞化問題など多くの課題を抱える一方、

国際的には新興国の台頭、地球規模での環境問題

など、構造的にも技術的にも大きな転換期でした。

さらに国際社会は、わが国に対して、自国の利益追

求だけでなく、経済面からの国際貢献を強く求めて

いました。

こうした背景の中で、わが国から提唱・発信したの

がIMSの概念です。無用な競争と重複開発を避け、

技術の高度化・共有化を目指した先端的製造技術

の開発を、ノウハウの垣根を越え、官民の英知を集

めて国際共同研究することで、新しい製造業のあり

方を模索した壮大な試みです。この日本の提案に

対して、米国、カナダ、オーストラリアが賛同、その

後スイス、EU、韓国も加わり、計6カ国と 1地域が参

加しました。IMS センターはその中で、わが国の

IMSの実践･推進機関としての役割を担ってきました。

共有化・共同化が困難で大変厳しい競争下にある

製造技術分野で、異業種の壁を超えて国際共同研

究にまい進した IMSセンターの20年の成果は多大

のものがありますが、それ以上に、センターの取り

組み自体が、国際・国内を含めたサステナブル社会

の構築、地球規模での環境対応などの面で大きな

貢献をしてきたと思っています。そしていま、IMS セ

ンターは20年の区切りを機に、所期の目的を達成し、

今後更に重要となる製造科学技術の新たなる開発

を探求しています。

この「IMS 国際共同研究プログラム 20 年」は、こう

した IMS センター活動のすべてを集大成したもの

です。もちろん産官学をはじめとする関係者多数の

ご参画、ご協力により創られてきた歴史であることは

いうまでもありません。本書の刊行にあたり、寄稿、

編集などに多くの方々から多大なご協力を賜り、貴

重な記録を残すことができましたことにつき、心より

の御礼と感謝を申し上げてご挨拶といたします。

2010年1月吉日
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20年史発刊に当たって

瀬戸屋 英雄

財団法人製造科学技術センター IMS センター所長

1989 年に最初の構想が提案され、その後各国と

の調整を経て 1995 年から国際共同研究プログラム

として正式にスタートした IMSプログラムは、当初10
年の期間が設定されていました。当初の期間終了

後、2005年からは IMS スキームと名前を変えました

が、基本的な仕組みは同一のまま5年毎に見直しを

行いつつ、継続することになりました。

今回、見直しを行うにあたり、我が国では IMS 推

進委員会（吉川弘之委員長）の下に IMS 将来問題

検討委員会（中村道治委員長）を設置して検討を行

いました。その結果、IMS は所期の目標を達成した

として終了を提案し、もし各国が継続を希望する場

合には、我が国としては IMS スキームから退会する

という報告をまとめました。この報告は推進委員会で

了承され、経済産業省もこの方針を了解しました。こ

の報告に基づき、2008 年 10 月に開催された第 27
回国際運営委員会（ISC27）において、提案を行いま

したが、欧州、スイス及び米国は IMS はまだ継続す

べきだということで、少なくとも 2012 年秋までは継続

することになりました。日本は、2009 年 12 月に正式

の退会通知を発出し、2010年4月末をもって退会す

ることとなります。なお、韓国については現時点

（2009年秋）ではまだ最終方針が決まっておりません。

IMS センターは IMS プログラムの推進のため

1990年4月に当時の財団法人国際ロボットFA技術

センター（1997 年に名称を財団法人製造科学技術

センターと変更）の付置機関として設置されましたが、

日本の IMS スキーム参加の終了に伴い、2010 年 3
月末に解散し、業務は製造科学技術センターに引

き継ぐこととしております。

IMS センターでは 1999 年 12 月に IMS センター

創立 10 周年記念式典を開催し、IMS 機関誌の 10

周年記念特別号を発行しました。このたび、IMS プ

ログラムの終了を迎えるにあたり、それ以降 10 年間

の活動をまとめた冊子を作るべきではないかという

ことになり10周年時の内容も一部含め、20年間の活

動の記録を集大成することにしました。幸い調査広

報委員会（荒井栄司委員長）はじめ多数の皆さんの

ご協力でこのような形にまとめることができました。

10年史では、2、3年毎に大きなトピックを取り上げ

ていますが、ここでもこの 10 年間の動きを簡単にご

説明したいと思います。

IMS活動の最盛期、国際事務局日本へ

（2000年～2002年）

この期間は、IMSの活動が最も活発であった時期

といえます。年間約 20 件の国際共同プロジェクトが

平行して走っており、またテーマ発掘のための調査

研究も盛んに行われていました。IMS の議長と国際

事務局は、当初 2 年ごとの持ち回りということでした

が、カナダ、オーストラリアの後、日本ということにな

っていました。2000年3月に国際事務局が日本に移

り、通産省から出向の小川眞佐志さんが事務局長に

就任しました。小川さんは実地経験のため、IMS セ

ンターの栗本部長代理と一緒に 1 年半ほどオースト

ラリアの国際事務局に滞在したこともあり、日本での

国際事務局は大変円滑かつ、効率的に運営されま

した。2000年6月に開かれたISC11からは吉川先生

が ISC 議長に就任され、また韓国の加入が正式に

認められました。日本での ISC は 5 回予定されてい

ましたが、2001 年 11 月に沖縄で開催される予定で

あった ISC14 が 9.11 テロ事件のため中止になった

のは大変残念なことでした。国際事務局は2002年5

IMSプログラムの発展とその終了
これからに向けて



20年史発刊に当たって

月に横浜でISC14を開いた後、米国に移転されました。

この間、2001 年度からは経済産業省から IMS セ

ンターを通じて交付されていた IMS 補助金が

NEDO を通じて交付されることになりましたが、予算

額は年間約13 億円と高い水準を保っていました。

IMS 延長への模索（2003 年～2004 年）

この時期になると、当初のプロジェクトは順番に終

了を迎え、新規提案も少なくなってきましたが、まだ

活発な研究開発活動が行われていました。IMSプロ

グラムは 2005 年 4 月に 10 年の期限を迎えることに

なっていたため、国際的には次期IMSワーキンググ

ループ（NIWG）、国内ではIMSビジョン検討委員会

（古川勇二委員長）が組織され議論が行われました。

国際的には、延長すべきだということに異存はな

く、運営規約（TOR）の改訂の議論が中心でした。し

かし結果的にはいろいろと意見のあった知財権の

扱いや、プロジェクト提案の簡素化等については変

更せず、新規加盟国の参加を容易にすること、期限

を設けず 5 年毎に見直しを行うこと等小幅な変化に

とどまりました。

国内では、延長の可否について様々な議論が行

われましたが、結論としては IMS は大きな成果を上

げており、あと 5 年間は継続する。また産業界主導

の活動に軸足を移していくということで参加の継続

が決まりました。

IMS 予算は 2003 年度からは、経済産業省からの

直接交付に制度が変わりましたが、同時に金額も従

来に比べ 2/3 から 1/2 に減額されました。

なお 2003 年7 月に設立以来務めた林秀行さんか

ら瀬戸屋に IMS センター所長が交替になりました。

IMS 第2 期（2005 年～）

2005 年5 月から IMS は第2 期に入りましたが、そ

の時点では多くのプロジェクトが終了し、日本参加

の国際プロジェクトは 6 件に減少していました。IMS
センターは、原則としてIMSプロジェクトへの参加企

業をメンバーとしていましたが、2005 年度からはそ

れを撤廃し、会費も減額することにより会員数の維

持を図りました。同時に会員サービスとして海外旅

費の補助制度、IMS技術交流サロン、IMS見学会等

を充実させ、また企業と学術会員の協力で新しいテ

ーマの発掘をはかるアイデアファクトリーをスタート

させました。中でもアイデアファクトリーは非常に好

評で 18 件が実施されました。

プロジェクトについては 2005 年度以降予算が大

幅に減額されたこともあり、我が国企業の国際プロ

ジェクトへの本格参加はきわめて低調に終わりまし

た。国際的にもこの間、第 1 期に比べプロジェクトは

実施件数、提案件数とも激減しました。また、カナダ

とオーストラリアは IMS 第 2 期には参加しないことと

なりました。新規メンバーについてもアプローチはし

ていますが現在のところ加盟は実現していません。

ISC では、こうした事態を打開するため戦略ワー

キンググループ（ISWG）を組織して検討を行い、特

定のテーマについて興味のあるメンバーが共同研

究や知財のオブリゲーションなしに情報交換を行い、

場 合 に よ っ て は 次 の 段 階 に 進 め る MTP 
(Manufacturing Technology Platform) という仕組みを

作って、今後の柱としていくことを決定しました。

現在日本の企業、大学から参加している調査テー

マは 3 件のみですが、退会後はその連絡窓口を

MSTC に移管してサポートしていくつもりです。

こうした中、最初に述べたように我が国としては退

会の決断をすることになったわけです。

今、世界の製造業は大きな変革の最中にあります。

グローバル化する経済と中国をはじめとする大マー

ケットの出現により、製造業は国境を越えて活動して

いくことを余儀なくされています。同時に製造業は

地球環境問題とエネルギーの制約という条件を克服

するという課題を負っています。IMS における国際

協力の経験はこれからのこうした問題の解決の一助

になることでしょう。

最後に、この 20 年間に御世話になりました、経済

産業省、参加企業の皆さま、先生方、各国の IMS 関

係者及び IMS センターのスタッフ各位に厚く御礼申

し上げます。
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IMS Forum 2000 
平成 12（2000）年 11 月、

東京全日空ホテル
IMS の現状、IRS の活動、基調講演

及び特別講演などが繰り広げられ、

国内外から約 220 名が参加。写真は

IRS の活動について講演する小川眞

佐志 IMS 国際事務局長。

平成 18 年度 IMS 技術講演会
平成 18（2006）年 11 月

コンファレンススクエア エムプラス
テーマ「ものづくりにおける技術・技能の伝承」のテ

ーマの下、先進的な企業および学術機関から5名を

お招きして、ものづくりの最新の取り組みや技術に

ついてご講演いただきました。

平成 17 年度 IMS 論文賞・成果賞表彰式
平成 17（2005）年 11 月、大手町サンケイプラザ
第 1 回技術講演会に先立ち、IMS 論文審査委員会が選定した平成 17 年度 IMS 論文・成果賞の表彰が行

われました。審査委員長による講評の後、論文賞 8 名、成果賞 6 名に記念の楯が贈られました。

第 3 回 IMS 技術交流サロン
平成 18（2006）年 5 月、IMS センター
「韓国のものづくり戦略と日本のものづくり

戦略」をテーマに、東京大学ものづくり経営

研究センター特任研究員 吉川良三先生に

お話をいただきました。懇親会でも談論風

発、意義深い夕べとなりました。

写真で観るIMS活動の20年



第 4 回 IMS 見学会 
平成 18（2006）年 12 月、ローランドディー.ジー.（株） 都田事業所
大型プリンターやプロッターなどを生産する主力工場で、独自の“デジタル

屋台”生産方式で有名。その製造現場を見学しました。

第 6 回 IMS 見学会
平成 19（2007）年 12 月

（株）小松製作所 大阪工場
大阪工場は、大型ブルドーザと中型油圧ショベ

ル生産工場。また、技術・技能の中心的役割を

担うマザー工場でもあります。世界的建機需要

の高まりの中で、フル稼働下の現場を見学しま

した。

平成 19 年度 IMS 技術講演会  平成 19（2007）年 12 月、虎ノ門パストラル

「わが社のものづくりが目指すもの」というテーマで、日立製作所、日本電気、小松製作所、川崎重工業

の 4 社に、それぞれの戦略、挑戦・活動する「ものづくり体制」を紹介していただきました。

平成 19 年度 IMS 研究成果報告会・アイデアファクトリー総会

平成 19（2007）年 7 月、虎ノ門パストラル
IMSプロジェクト（NEDOの助成事業として推進）6件の研究成果報告、

アイデアファクトリー9 件の活動報告がありました。

平成 18 年度 IMS 海外動向調査報告会
平成 19（2007）年 1 月、虎ノ門パストラル
「EU におけるナノメータ生産技術の動向調査」の報告会。平成

18 年 9 月の 1 週間、ドイツの大学・研究機関及び企業の計 4 カ

所を学術から 1 名、企業から 3 名の調査団で調査しました。

写真は、大阪大学竹内教授の特別講演の模様。

■ 写真で観るIMS活動の20年



写真で観るIMS活動の20年

第 1 回 IIPRC 会議  平成 4（1992）年 6 月 東京

フィージビリティスタディの開始を受け国際 IPR 委員会が開催され、知的財産権の取扱いについて議論が交

わされました。この時起草されたテストケース用の IPR ガイドライン案が後の IPR 規定の基礎となりました。

第 9 回 IMS 国際運営委員会
平成 11（1999）年 5 月 豪州・メルボルン
IMS の旗艦的プロジェクト Globeman21 が最終報

告を行いました。ISC からは研究活動の成功に対

する祝福と、成果の商業化について期待が寄せら

れました。豪州が作成したモデル CCA（コンソーシ

アム協力協定）が承認され、フルプロポーザル作成

時の参考文書として、その後役立てられました。

第 11 回 IMS 国際運営委員会  平成 12（2000）年 6 月 東京

日本の国際事務局が初めて開催した ISC 会議では、吉川弘之議長が持続可能な開発と環境保護の必要性

について論じ、IMS は製造の概念を拡大して時代の急速な変化に適切に応えて行くよう、提案しました。



第 12 回 IMS 国際運営委員会  平成 12（2000）年 11 月 京都

「IMS は新しい製造の課題に対応しつつ、引き続き活動するよう勧告する」との中間評価パネルの最終報告が発表され

ました。韓国は EU の承認手続き完了を待たずして、「事実上の」IMS 参加地域として ISC により認められました。

第 15 回 IMS 国際運営委員会  平成 14（2002）年 11 月 米国・ワシントン

NIWG（次期 IMS ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ）は 2005 年度以降の IMS について議論を開始したことを報告しました。スイスは前回

ISC14 で提案した CCI（Communities of Common Interest ）の進捗を発表し、更なる発展のための協力を求めました。

第 21 回 IMS 国際運営委員会
平成 17（2005）年 9 月 韓国・ソウル
議長国・韓国が主催した初の ISC 会議にお

いて IMS 第 2 フェーズの幕開けを祝いまし

た。翌年ソウルで開催される IMS Vision 
Forum の詳細を論議、決議されました。

■ 写真で観るIMS活動の20年



第 23 回 IMS 国際運営委員会
平成 18（2006）年 10 月 韓国・済州島
IMS 戦略 WG は Vision Forum の成果を盛り

込んで改訂した「IMS Strategy」について報告

し、研究の軸足を競争領域に移すことを提案

しました。また「IMS 准参加地域」という新しい

ステータスを設けて IMS 拡大を目指すことが

合意されました。

第 25 回 IMS 国際運営委員会
平成 19（2007）年 9 月 韓国・ソウル
MTP（Manufacturing Technology Platform）の本格始動に向け、ISC は

適切な文書を準備し、着実なアクションを取っていくことが合意されまし

た。完了プロジェクトの研究成果をまとめた出版物「Global Solutions to
Challenges in Manufacturing」をマーケティング資料として製造業に係

わる法人、図書館などに各地域が配布することが決定しました。

IMS Vision Forum 2006 
平成 18（2006）年 4 月 韓国・ソウル
アジア・欧米から約170人が参加し、製造業が今後取り組むべき課題を

4 つのテーマに分けて講演、パネルディスカッションが 2 日間にわたり

行われました。翌日のプロジェクト会議では、研究成果発表の後に 4 つ

の完了プロジェクトが表彰され、議長より記念の楯が贈られました。

写真で観るIMS活動の20年



26 IMS
20 2008 4

2 IMS 2
ISC 2010

IMS WG
IMS

1 MTP
20 2008 4

5
MTP

2

28 IMS
21 2009 4

ISC27 IMS
EU 3

EU 2012

■ 写真で観るIMS活動の20年

26 IMS
20 2008 4

2 IMS 2
ISC 2010

IMS WG
IMS

1 MTP
20 2008 4

5
MTP

2

28 IMS
21 2009 4

ISC27 IMS
EU 3

EU 2012



IMS 国際共同研究プログラム 20 年

－ものづくり日本の提唱が世界を動かした－
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Prof. Claudio R. Boër 
Chairman 
IMS International Steering Committee 

On behalf of the IMS participating Regions and all those associated with the IMS program, I congratulate the 
IMS Promotion Center on the occasion of its 20th anniversary, for the contribution it has made to the 
development of this unique program. The initiative from Japan to implement IMS was both visionary and 
timely, and the establishment in 1990 of the IMS Promotion Center with its broad ranging advisory 
mechanisms, clearly signalled Japan's commitment to the success of IMS. 

Over its 20 years of operation the IMS Promotion Center has provided a focus for Japanese industry, academia, 
and government participation in the IMS program. The pivotal role of the IMS Promotion Center in furthering 
the IMS vision during the first 10 years of the program may be attributed to the strength of the vision 
enunciated by Professor Yoshikawa and the vigour with which it has been implemented in Phase One by all of 
the Regions making up the IMS program. 

Recognizing a fundamental shift in the drivers of international competitiveness including the rising importance 
of business innovation and in the increasing role of SMEs in generating value added and economic growth, the 
IMS program focus has shifted appropriately from its original pre ‐ competitive R&D focus on longer‐term 
projects to its new focus on Manufacturing Technology Platforms (MTPs) that include research, but also 
product development and technology transfer as the three internationally ‐ recognized pillars of business 
innovation. 

This new vision of IMS is finding solid footing within all current IMS Regions and is increasingly attractive to 
several potential new IMS Regions insofar as they too are focused on business innovation and programming to 
facilitate collaborative co‐creation among SMEs worldwide. At the most recent ISC meeting in Zürich, 
Switzerland in April 2009, I was pleased to see Japanese firms and research institutions demonstrating their 
growing interest in the new MTP programming of IMS by responding in significant numbers to requests to 
participate in newly ‐ launched MTPs originating within other IMS Regions. 

If I am not mistaken, many of the contacts between MTP proponents and potential Japanese partners appear to 
have taken place bilaterally as in all IMS Regions, including Japan and not primarily through Regional 
Secretariats such as the IMS Promotion Center. This chain of events leads me to conclude that a vast array of 
networks has been established worldwide within the first phase of the IMS program and that these networks 
reach far and wide across the industrial fabric of Japan as well as other IMS Regions. 

This legacy of interconnected networks stands as a strong achievement for the IMS Promotion Center and 
means that Japanese firms and research institutions are now well connected to the IMS community. I expect 
that the Japanese partners who responded to the requests to express interest in participating in the MTPs 
originating within other IMS Regions will engage with their respective MTP team and become effective 
partners in furthering the goals of the individual MTP initiative in which they participate. 

I hope that this engagement can occur within an IMS framework that continues to include Japan as a valued 
member and that a new mechanism can be established within Japan to be the interface between the Japanese 
Region and the new IMS program. This new interface would have great potential to be as successful as a 
conduit to the new IMS program as was the IMS Promotion Center with respect to Phase One of the IMS 
program. 
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森田 温

三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 所長

（IMS 運営委員会委員長）

運営委員会は IMS センターの事業運営に関し、

特に重要案件（事業計画、事業報告、収支予算、決

算報告等）について審議、決定を行い、理事会に送

付しています。平成2 年度に第1 回委員会が開催さ

れ、平成 21 年 5 月に第 50 回を迎えました。初代大

野委員長よりスタートし、私は第 48 回委員会にて渋

川前委員長より引継ぎ、第6 代目の委員長となりまし

た。平成21年度の運営委員は賛助会員企業所属の

7名で、委員会では経済産業省からのご出席もいただ

き、IMS の事業運営に関する議論を行ってきました。

20 年前を振り返りますと、私自身は当時、工作機

械の知能化の研究開発に携わっておりました。放電

加工機の熟練作業者のノウハウに基づいた適応制

御の開発に取り組み、熟練作業者のインタビュー、

モデル化、実験を繰り返し、ファジィルールを用い

た定式化により、実用化したことが思い出されます。

日本が得意とする金型加工では多くのノウハウがあ

り、その後も継続的にレベルアップを図って参りまし

た。また、ニューラルネット、遺伝的アルゴリズムなど

学習を標榜した研究開発が盛んに行われており、私

も、ファジィ制御への学習の導入などの研究開発も

行っておりました。

 IMS の国際共同研究プログラムでは、当社は

GNOSIS（知識の体系化：設計及び製造のための構

築システム）でプライムを務めました。私自身は、

LicoPro（製品革新に迅速に対応できる生産システム

のライフサイクル設計）に参画し、東京大学（当時）

の木村先生のご指導の下、生産システムの全ライフ

サイクルを考慮した生産システムの最適化を、実例

をベースに検討しました。製品技術や生産技術ある

いは市場など種々の変化に柔軟かつ迅速に対応し

て、コスト競争力のある、最適化された生産システム

として、従来の専用機を用いたシステムと汎用機を

用いたシステムとの比較検討なども行いました。多く

の企業の方々と活発な議論をさせていただきました

が、IMS でこのような場を提供いただいた事に深く

感謝いたします。

 IMS の国際共同研究プログラムがスタートして 10
年が経過し、当初に計画された第 1 フェーズの終了

を迎える段階になり、IMS の継続に関する議論がな

されました。第1フェーズの総括と第2フェーズに向

けた課題の整理を行う場としてビジョン検討委員会

が開催され、私もその一員として加わりました。その

結果、第 2 フェーズとして 5 年間の枠組みが設定さ

れました。

 生産技術は、製造業にとって競争力の源泉となる

キー技術であり、今後とも継続的に研究開発が進め

られていくことは疑う余地はありません。この 20 年間

の環境変化などによりIMSスキームはその役割を終

了することになりますが、IMS が継続的にこの場を

提供してきた事の意義は大きく、種々の場において

今後の礎となり研究開発が進展することを期待します。
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林 秀行

（初代 IMS センター所長）

 IMS センターを離れて 6 年が過ぎ、当時の記憶も

ずいぶん薄れてしまったが、思い起こすと、IMS が

スタートするまでの黎明期のことを一番よく覚えている。

 私が神田・岩本町にあった IROFA（MSTC の前

身）に着任したのは90年2月で、この時期には既に

内外に IMS の第１次構想が発表されていた。着任

の挨拶や引継に加えて当時全盛期であった MAP
の世界連合会議（米国）にも出席しなければならず、

IMS への関わりは 3 月に入ってからであった。通産

省も参加して吉川先生を囲んで開催されていた朝

食会や、古川先生が主査を務められていた IMS 検

討委員会WGに出席したのが最初である。翌年の5
月頃まで 1～2 週間の間隔で続いた朝食会では、内

外の反響や各種問い合わせへの対応、さらには今

後の進め方などを打ち合わせた。私にとっては IMS
に対する認識を短期間で高めることに非常に役立っ

たが、この席で議論された話題は日々増加し、職員

には資料準備のため何度も徹夜をお願いしたことも

ある。同時に、IMS 推進の核として新組織の設立が

急務で、事務所選定、職員採用などを短期間で行

い、4 月 1 日に IROFA 内に IMS センターを設立し

た。事務所については国際協力の推進に相応しい

場所という要請もあって赤坂の地を選んだ。しかし、

残念ながら事務所開設の１日には、必要な備品類

等の納入が間に合わず、事務所スペースの床に数

台の電話機があるのみで、新規採用職員の中には

将来に対する不安から採用を辞退する者まで現れ、

苦いスタートとなった。

 こうした中、IMS に対する欧米の理解をさらに深

め、早期に実現する方策が朝食会で議論され、5 月

の連休を活用して、通産省の伊佐山課長、稲垣課長

補佐、古川先生と米商務省など、引き続いて古川先

生とEC委員会などへ IMS構想の説明に出かけるこ

ととなった。このとき、米商務省ではいくつかの疑問

点が指摘され、伊佐山課長からの説明で理解しても

らったことが思い出される。結果としては、このミッシ

ョンが功を奏し、IMS が国際的に動き出すきっかけ

となり、急遽5 月14 日にブラッセルで日・米・欧政府

による初めての三極会議が開催されることとなった。

どのような議論になるか不安の中で当日を迎えたが、

EC からその場で対案が出されるなど積極的な意見

交換が行われ、「IMS は知識や研究開発の重複回

避に非常に有効」などの諸点に合意し、次回を日本

で開催することを決めた。1 泊 4 日の強行軍ではあ

ったが、大きな前進に今後への期待を膨らませ帰国

の途につくことができた。このときの itinerary だけは

今だにパスポートに挟んで保管している。この三極

会議の成功がIMSプログラム実現への第1歩となっ

たのである。

 第2 回三極会議は、11 月に東京で開催され、加、

豪、スイスも初めてオブザーバで参加した。ここでは、

IMS の目的が整理されるとともに、競争の激しい製

造技術分野で国際共同研究が本当にうまく成立す

るのか、仕組みはどうあるべきかなどを研究するた

め、まずフィージビリティ・スタディを行うことが合意

された。このFSは湾岸戦争などの影響もあって1年
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ほどスタートが遅れたが、ISC(国際運営委員会)、

ITC(国際技術委員会）、IPRC(知的財産権委員

の 3 委員会体制で 92 年 2 月から各 6
され、順調に進んだ。とりわけ、議長報告のまとめ

回開催

に深夜まで時間を要したが、 IMS
けた「京都宣言」をの推進を決定づけた「京都宣言」を

の推進を決定づ

採択した桜満開の宝ヶ池での第 4 回 ISC 京都会議

（93 年 4 月）およびハワイアンブルーの海岸を眼下

にしながら開催されたカウアイ島での第 6 回 ISC ハ

ワイ会議（94年1月）が印象に残っている。

 また、FS 終了までの間には、通産省や古川先生

の協力を頂いて国内各地で IMS セミナーを開催し

たり、仏、英などから IMS ミッションが来日しその対

応に追われたほか、AUTOFACT での IMS セッショ

ンやNCMSの年次総会で、日本のIMS構想や国際

的な進捗状況について講演したことも、今では懐か

しい。

 IMS は日本が初めて世界に向かって提案した大

規模な国際共同研究開発で、正式にスタートしたの

は95年4月にトロントで開催された ISCからである。

その提案から実現までに 5 年という長い年月を要し

た。FS を先導し、IMS スタート後も各種のプロジェク

トの提案、実施に提案国としての役割を果たすこと

が出来たのは、通産省の支援のもと、IMS に賛同し

て頂いた企業、大学の皆様の強い熱意と協力に支

えられてのものであった。

 吉川、古川両先生をはじめ、多くの大学の先生お

よびコアメンバー企業の皆様に本当にお世話にな

った。特に、今は故人となられた東芝の青井会長、

東洋エンジニアリングの上床社長には、正式スター

ト後も ISC ほか重要な会議に出席して頂き、IMS 推

進に大変ご尽力を頂いたことは未だ忘れられない。

会）
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■ IMSのあゆみ

日本における IMS の発展

1989 年 6 月、通商産業省機械情報産業局のもと

に設置された｢FA ビジョン懇談会（座長：吉川弘之東

京大学工学部長）｣は、21 世紀に向けての FA
（Factory Automation）の将来展望に関する報告書を

とりまとめた｡その中で懇談会は製造業の国際協力

を目的とした IMS（Intelligent Manufacturing Systems：
知的生産システム）を確立し、生産技術分野におい

て日本が世界に貢献することが最重要課題であると

提言した｡（名称・役職等は当時。以下同様）

同年 8 月通産省では本提案の重要性から、その

具体的方策を詳細かつ早急に検討するため、（財）

国際ロボット･FA 技術センター（1997 年製造科学技

術センターに改称）に委託調査を依頼した｡これを

受けて財団では IMS国際プログラム検討委員会（委

員長：吉川教授）および同 WG（主査：古川勇二東京

都立大学工学部教授）を設置して具体的検討に入り、

10 月初めには IMS プログラム構想の原案をとりまと

めた｡

本構想の実現には欧米の賛同が不可欠であるこ

とから、ミッションの派遣、関係機関へのコンタクト等、

積極的な広報活動が展開された。同時に先進各国

の在日商工会議所や大使館に対しても説明会を開

催してIMS理念への理解を促し、翌年1月には通産

省公報により国内外に向け研究課題の「企画書」募

集を開始した。

IMSプログラム構想は国内において多くの企業の

賛同と支援を得て、1990 年 4 月その推進母体として

IMS センターが(財)国際ロボット FA 技術センターの

付置機関として設立された。設立直後から 5 月にか

けては、海外での促進を図るべく、通産省の協力の

もと、関係機関との意見交換、広報を目的としたミッ

ションを数回に分けて欧米に派遣した｡

このような通産省をはじめとした精力的な交渉が

実り、日米欧政府間の合意により 5 月にブリュッセル

において第 1 回三極会合が開催されることとなった。

この成果を受け、国内では翌6月に東京でIMSシン

ポジウムを開催すると同時に、IMS センター設立の

披露を行った。また約半年をかけて、北海道から沖

縄まで全国8都市でシンポジウムを開催し IMS創設

の趣旨と目的の国内周知に努めた。

第 2 回三極会合は 1990 年 11 月通産省において

開催され、カナダ、オーストラリア、EFTA もオブザ

ーバとして参加した｡本会合では、参加者にとって真

に有効な国際協力を実現するため、フィージビリテ

ィ･スタディ（F/S）を行い、その体制、技術領域、資金

支援体制、知的財産権（IPR）の扱い等について詳

細に検討するとともに、その期間中にテストケースと

していくつかのプロジェクトを実施することが合意さ

れた。米国が作成を約した F/S 用運営規約（TOR：

Terms of Reference）は、勃発した湾岸戟争の影響も

ありやや遅れての提出となったが、原案通り全会一

致で承認された。これを受け 1991 年 12 月スイスで

F/S準備会合が開催され、詳細な事前打合せが行わ

れた｡

 この間、IMS センターは、推進委員会を設置する

とともに企画調査委員会、技術評価委員会、IPR 委

員会の 3 委員会を編成した｡6 月初めには各委員会

の活動が本格化し、第 2 回三極会合に提案する日

本案の具体的検討に入った｡また同年末には F/S 実

施の決定に従い、提唱者である日本として充実した

提案を行うため、IMS の概念の明確化、技術課題の

深掘り等を目的として、約半年にわたって募集選別

した企画書をベースに｢事前調査研究｣が開始され

2. IMS センターの設立と三極会合

（1990～91 年）

1. IMS センター設立の前史（1989 年）



23IMS 20年史

日本におけるIMSの発展

1991

1991 7
F/S

IMS

17

1992 2 EC
EFTA 1

F/S 2

IPR

1993 4 4

1994 1 F/S
IMS IPR

IMS
TOR IMS

IMS
10

1992 12 3

11 5 1

IMS 1991

F/S

7
IMS

IMS
1 1992 3 2 1993 3

3 11

IMS
2 2009

IMS

1994 F/S
IMS IMS

TOR
EC

EU

4
1

ISC1 The 1st IMS International Steering 
Committee Meeting 1995 4

EU
IMS

5
F/S

9 ISC2 Globeman21
NGMS 2

IMS
IPR

IMS

1996 5 ISC3 EU

IMS

3. IMS 1992 94

4. IMS 4 1995

5. EU IMS
1996 99



24 IMS 20年史

■ IMSのあゆみ

EU 1997 4
1 ISC5

1996 8 1 IMS
ICE International Committee for 

Experts IMS
IMS

1997 5
IMS

ICP International Coordinating Partners

ISC6
ISC

IMS
4 1999 16

12
400

100
30

ISC8 IMS 
Vision 2020 Forum 2000 2

50 2020

TOR 8 IMS 5
2000 IMS

IMS 1 IMS
MTRP Mid-Term Review Panel

MTRP IMS
2000 9

IMS 12

IMS

ISC

2000 3
IMS

IMS
Annual contributions

ISC 6
IMS 7

ISC13

ISC11
ISC14 2 3 4 ISC
1 HOD Heads of Delegation 
Meeting 1

ISC11
CIWG

Chair s Initiative Working Group
CIWG IMS

IMS
ISC

IMS

IMS

IMS

7. IMS
2000 02

6. IMS IMS
2000



25IMS 20年史

日本におけるIMSの発展

研究費総額の半額を各企業に配分し、残額は企業

の負担で委託事業を行っていた。しかし 2000 年頃

からのいわゆる「公益法人制度改革」により、公益法

人による国の予算の配分は不適当ということになり、

2001 年度からは新エネルギー産業技術総合開発機

構（NEDO）が IMS センターに替わって業務を引き

継いだ。その後2003、4 年度には、中央省庁再編後

の経済産業省が企業に直接IMS研究開発費を交付

する方式をとったが、2005 年度からは再び NEDO
の助成金となった。

IMS 第 1 フェーズの終了を 2 年後に控えた 2002
年 11 月、議長国となった米国が初めて開催した

ISC15 において、次期 IMS ワーキンググループ

（NIWG：Next-Phase IMS Working Group）が設置さ

れた。当 WG の主目的は IMS が第 2 フェーズで取

り組むべき課題を明確化し、TOR を詳細に検討して

適切に改訂するというものである。議長 Stuart 
McCormack 弁護士（カナダ）のリーダーシップの下、

各地域2名で構成されたWGは改定案を取り纏め、

2004 年5 月 ISC19 において「IMS スキーム（第2 フ

ェーズ）のための TOR」として ISC に提出、採択され

た。新 TOR は、新規加盟に関する規程を緩和した

以外は、基本的に旧 TOR の理念を承継するもので

ある。

一方、国内においては推進委員会の下部組織ビ

ジョン検討委員会が第 1 フェーズの成果を評価する

と同時に、第 2 フェーズにおける国内支援と国際貢

献のあり方、今後の課題などを検討し、報告書「第 2
フェーズ IMS プログラムに向けて」を作成、推進委

員会の承認を受けた。この中で「IMS プログラムの

存在価値は大きいが、将来は産業界中心の組織へ

移行することが望まれる」という提案がなされている。

日本はこの英訳版を 2004 年 9 月 HOD 会議に提出

し、日本の立場と見解を他地域に示した。

4 つの参加地域が新 TOR を批准したことを受け、

第 2 フェーズは 2005 年 5 月、韓国が議長国を引き

継いだと同時にスタートした。オーストラリアは「自国

産業界にとっての IMS の意義を検討する期間」とし

て 1 年間のみ参加するという独自の立場を取ったが、

最終的には政府の理解を得られず2006年7月に正

式に退会した。カナダは当初オブザーバのステー

タスを保持したが、資金提供団体の予算打切りを理

由に 2007 年 1 月退会した。一方 EU は第 1 フェー

ズ同様、域内手続きに長期間を要した後、2007 年末

に正式に参加した。

第 2 フェーズに入っても IMS は従来通り「国際プ

ロジェクトの創出」を活動の柱と位置づけ、2006 年 4
月にはソウルで大規模な IMS ビジョンフォーラム

2006 を開催して一定の成功を収めたが、その成果

をプロジェクト活性化につなげることはできなかった。

我が国においては、第 1 フェーズの間、年間 10 億

円程度で推移していた IMS補助金が2005年度から

は NEDO の「エコマネジメント生産システム技術開

発」の助成金として数千万円台に縮小され、実質的

に継続テーマ以外への適用が困難となったこともあ

り、第 2 フェーズにおいては我が国からの新規提案

はおろか、各国提案への参加も実現しなかった。ま

た、国際的にも IMS プロジェクトの策定手続きや知

財権の扱いの問題等もあって、第 2 フェーズにおけ

る新規プロジェクトの成立は 2 件にとどまった。

IMS の新機軸を開拓する目的で設置された IMS
戦略ワーキンググループ（ISWG：IMS Strategy
Working Group）は議論を重ねた結果、IMS の新た

な枠組み「MTP（製造技術プラットホーム）」を提案し、

2007 年9 月 ISC25 において承認された。MTP は従

来のIMSプロジェクトとは異なり、比較的簡便な手続

きと MOA（同意書）の署名だけで、共同研究のネッ

トワークを組み、迅速に活動が開始できる枠組みで

あり、全地域の期待と支持を得てスタートした。

議長国がスイスに移った後、2008年4月ベルンで

開催された ISC26 では、第1 回MTP ワークショップ

が開催され、Sustainability、Energy Efficiency、Key
Technologies、Standards、Educationの5つのテーマに

8. IMS 第2 フェーズに向けた国内外の活動

（2003～04 年）

9. IMS 第2 フェーズ開始と MTP の提案

（2005～07 年）

10. MTP の活動（2008 年～）
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分かれてディスカッションが行われた。ISC26 より日

本首席代表は中村道治（株）日立製作所執行役副社

長、代表は木村文彦東京大学大学院教授となった。

その後も MTP ワークショップは ISC 会議と日程を

合わせて、第 2 回（2008 年 10 月モントルー）、第 3
回（2009 年 4 月チューリッヒ）、第 4 回（同年 11 月ジ

ュネーブ）と開催され MTP イニシャチブの発表が活

発に行われている。従来の IMS プロジェクトは事実

上廃止され、実施中および提案済みのプロジェクト

は MTP イニシャチブとして活動するよう ISC28 で勧

告された。ただ、我が国からのMTP提案はいくつか

なされたものの、成立したものはなく、他国提案へ

の我が国の参加もわずか 1 件にとどまっている。

これは MTP の出口イメージが非常に曖昧である

こと、MTP の暗黙の前提として国内プロジェクトの存

在が予定されていることによるものである。

2010 年 4 月末に予定されている IMS 第 2 フェー

ズの見直しに関して、日本は集中的議論の開始を

ISC26 で提言するとともに、IMS センターに IMS 将

来問題検討委員会を設置して、日本 IMS の今後の

方針について整理することとした。検討委員会は 4
回にわたり率直かつ熱心な意見交換を行い、「IMS
スキームは所期の目的を達したという認識に基づき、

IMS は 2010 年4 月をもって終了すべき」との結論を

導き出した。この内容は報告書にまとめられ 2008 年

8 月 IMS 推進委員会に提出、承認された。またこの

英訳版を日本代表団は ISC27 に提出し、他地域の

理解を促した。報告書の要点は以下の通りである。

• 製造業における国際共同研究スキームとして

の IMS は、所期の目標を達成した。また世界

における製造業の構造は大きく変化しており、

IMS だけが共同研究の場ではなくなっている。

• したがって、IMSスキームは2010年4月をもっ

て終了するのが適当である。

• しかし、他地域が継続を希望する場合にはそ

の意思を尊重する。その場合日本は退会する。

• IMS 活動で培われた人的ネットワークを生か

すため、IMS の別次元への展開を検討するこ

とが可能である。

これを受け ISC は、IMS 戦略ワーキンググループ

（ISWG：IMS Strategy Working Group）を設置し、全

参加地域の意見をとり纏めることとなった。2009 年 1
月ブリュッセルで開催された ISWG 会議では、MTP 
プログラム、日本提案の国際製造ソサエティ（IMS：

International Manufacturing Society）、EU 提案の

IMS2020 ロードマップ活動などを踏まえて、新しい

IMS スキームのあり方を論議した結果次の事項が提

案された。

• 2010年5月以降も、EUが議長任期を満了する

2012年末まで、MTPを中心に IMSスキームを

継続する。

• MTPの手続きその他に関する文書を充実させる。

• カナダとオーストラリアの再加入とブラジルな

ど新規の加盟国の勧誘に積極的に取り組む。

• 日本と韓国が IMS スキームの参加を継続する

か否かは2009年11月のISC29とMTP Meeting
の開催終了後に行うこととし、回答期限を 2010
年1 月まで延長する。

この ISWG提案は2009年2月ISCの電子投票に

掛けられ ISCに承認された。日本は期限までに日本

政府（経済産業省製造産業局）より各国政府機関及

び ISC 議長宛てに書簡を発送して退会することとなる。

米国、EU、スイスは、2010 年5 月以降も少なくとも

EU が ISC 議長期間を満了する 2012 年末まで参加

していたが、ISC29 において参加継続の意思を表

を継続する意向を ISC28 で表明した。同会議で韓

国は、今後政府の IMS 支援は厳しいものになると

明した。ただ、MTP といういわばボランティアな結

びつきだけで国際共同研究を進められるのか、

また新規加盟国の勧誘に成功するのかなど、継

続したとしても今までのIMSとは大きく変質したもの

我が国における IMS 活動の終了に伴い、IMS セ

ンターもその活動を終了し、必要な業務は（財）製造

科学技術センターで引き継ぐこととなる。

11. IMS 終了の提案と我が国における活動の終了

（2009 年～）

となろう。
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H2（1990）.1.13、日本経済新聞

H4（1992）.6.24、日経産業新聞

H3（1991）.9.6、日本経済新聞
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H12（2000）.3.22、日刊工業新聞H17（2005）.11.2、日刊工業新聞

H17（2005）.3.15～21、日刊工業新聞IMS優秀報導賞受賞
H17（2005）.3.15～21、日刊工業新聞
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IMS がもたらしたもの

山崎 和雄

日刊工業新聞社 論説委員

◆地球生産性の向上を◆

はじまりは21 年前の「FAビジョン懇談会」だった。

座長を務めた吉川弘之東京大学工学部長（現・産業

技術総合研究所最高顧問、科学技術振興機構研究

開発戦略センター長）は「製造企業間の国際的な競

争は地球生産性を向上させる要因であるが、その競

争を効果的に促進するためには、協調が行われな

ければならない」という“テクノグローバリズム”の持

論を懇談会で披露した。

地球生産性とは、地球上の製品の総量とその製

品がライフサイクルにわたり地球に与える負荷の比

である。地球環境問題が今ほど喧伝されていない時

代に、持続可能なモノづくりを提唱した卓見である。

吉川氏は国際企業間の過剰な競争が地球生産性

との間の不整合を生じており、これを解決するひと

つの方法として「研究開発の協調」があるとした。協

調は競争と矛盾せず、本来、競争領域ではない部

分の協調は従来の競争の持つ問題を解決しつつ、

競争を正常化する」と主張した。

欧米との貿易摩擦の対応に追われていた通商産

業省（現・経済産業省）がこれに乗った。日本から国

際共同研究開発プログラムを欧米に向けて発信し、

国際貢献をアピールして貿易摩擦を解消しようと狙

ったわけだ。通産省はさっそく予算要求し、1990 年

度予算に計上されて、IMSプログラムが制度化された。

それから 20 年。世界と日本の状況は大きく変化し

た。経済のグローバル化が進展し、地球温暖化が深

刻さを増した。一方で、日本ではバブル経済が崩壊

して「失われた10年」と称される長期の不況に陥る。

こうした変化の中で、IMS プログラムは日本の政府、

企業、そして学術界に何をもたらしたのか、IMS 活

動を通じて何を得ることができたのか、関係者のイン

タビューを通じて探った。

◆輸出攻勢で貿易摩擦◆

1987 年、東芝機械ココム違反事件が明らかになっ

た。米国防総省がソ連の潜水艦のスクリュー音が小

さくなり探知が難しくなったのは東芝機械が高精度

の工作機械と数値制御（NC）装置を対共産圏輸出

統制委員会（ココム）の協定に違反して輸出したこと

が原因として日本政府に調査を要請した。

東芝機械の親会社である東芝の佐波正一会長、

渡里杉一郎社長が辞任、東芝が米国から輸出禁止

の制裁を受けるなど大事件に発展した。この事件は

表面的にはココム違反であるが、実は米国の巨額の

対日貿易赤字による貿易摩擦が背景になっていると

いうのが定説になっている。

日本はモノづくりにより、諸外国から「奇跡」といわ

れる高度経済成長を遂げた。その後も 1960 年代後

半の水俣病やイタイイタイ病、四日市大気汚染など

に代表される深刻な公害問題、1970 年代の 2 回の

オイルショック、1985 年のプラザ合意による急激な

円高など、多くの困難に直面したが、そのたびに製

品の高度化、製造現場の技術、技能、改善に磨きを

かけ、モノづくり力を一段と強化することによって乗

り越えてきた。

その結果として輸出が増え、欧米、中でも米国と

の間で貿易摩擦が絶え間なく起こった。繊維、鉄鋼

の貿易摩擦は1960年代から。1970年には日米繊維

交渉、第2次鉄鋼輸出自主規制が始まった。1977年

には日米カラーテレビ市場秩序維持（OMA）協定が

締結される。

■ IMSのあゆみ
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米国製造業の本丸である自動車は 1970年代から

貿易摩擦が始まり、1981 年には対米自動車輸出自

主規制が実施された。当初、3 年間の期限だったが、

実際は 13 年にわたり自主規制が続けられた。自動

車部品でも摩擦が起こり、系列取引が不明朗な取引

だと米国から非難された。

半導体は1985年に米半導体工業会（SIA）が日本

市場の閉鎖性を理由に通商法第 301 条（各国政府

の不公正慣行等）に基づいて米通商代表部

（USTR）に提訴。1986 年と 1991 年の 2 度の日米半

導体協定で、日本における外国製半導体のシェア

まで保障させられる事態となった。さらに 1987 年に

は工作機械の対米輸出自主規制が始まった。

◆業種横断のFAビジョン◆

通産省は貿易摩擦の対応に追われる一方、1980
年代後半から 21 世紀をにらんだ日本の産業のあり

方を探る「ビジョン」づくりを進めていた。当時、情報

技術、ネットワーク化などの急速な進展を受けてコン

ピューター統合生産（CIM）に代表されるように、企

業活動全体を統合しようとする概念が生まれていた。

そこでファクトリー・オートメーション（FA）を製造現場

の自動化から受注、設計・開発、販売、サービスも含

めた企業活動全体に拡大して議論しようと、「FA ビ

ジョン懇談会」を設置した。1988年秋のことである。

従来、工業会単位でビジョンをつくっていたが、

FAビジョン懇談会は制御装置、ロボット、工作機械、

建設機械、プラント、電機など多様な産業分野を業

種横断的に集めて議論し、ビジョンをつくる初めて

の試みだった。同懇談会を担当した通産省機械情

報産業局産業機械課の福島洋係長（現・経産省製造

産業局化学物質管理課長）は「FA というキーワード

で横串を刺してビジョンをつくるやり方は新鮮で、お

もしろかった」という。

FA ビジョン懇談会は吉川氏を座長に据えてスタ

ートした。懇談会で吉川氏はテクノグローバリズムの

持論を展開した。懇談会の事務方を務めた通産省

機械情報産業局産業機械課の稲垣謙三技術班長

（現・技術研究組合超先端電子技術開発機構専務理

事）は「最初は理解できなかったが、中世の錬金術

を例にした説明でよく分かり、発想の次元がすごく

高いと衝撃を受けた」と述懐する。

稲垣氏が衝撃を受けた吉川氏の提案は概略次の

ようなものだった。「錬金術は人々が仕組みを分から

ないからマジックみたいに驚くが、学問のメスを入れ

て体系化すれば、仕組みがわかって再現性がでる。

製造技術にはノウハウが詰まっていてよく分からな

いと思っているが、それは学問的に体系化できてい

ないからだ。競争以前の領域に学問のメスを入れ、

体系化すれば、多くの企業が競争を効率化でき、資

源、エネルギーの使用も最小限に抑えられ、人類の

幸福を最大にすることができる。この部分を国際的

に共同研究しよう」。

稲垣氏は「当時は企業経営者も役人も日本が製

造技術に優れているのは、ノウハウが製造ラインに

埋もれていて、それがえもいわれぬ強みとなってい

るせいだ。学問なんかで体系化するのは無理だ。こ

のノウハウを握っていれば日本はずっと勝てると思

っていた」という。特に企業経営者からは「ノウハウを

白日の下にさらしては、海外企業を利することにな

る」との反発が強かった。

◆自由な貿易維持のために◆

稲垣氏は「テクノグローバリズムにかけてみよう。

製造技術は人類共通の財産というのをなんとか政策

として実現しよう」と決断する。背景は「当時の通産

省のプライオリティの一番上にあった」（福島氏）貿

易摩擦だ。繊維、鉄鋼、自動車、半導体、工作機械

と「まるでモグラたたきのように摩擦が起こる。対症

療法ばかりで根本的な解決にならない。日米が敵対

ではなくウィン・ウィンの関係になる仕組みはできな

いか」（稲垣氏）と考えていたときだった。

産業界の反対意見が多い中で、東芝の青井舒一

社長やファナックの稲葉清右衛門社長など賛同する

声も上がってきた。FA ビジョン懇談会メンバーの中

でも「欧米の“基礎研究ただ乗り”批判、日本バッシ

ングに対応するには製造ノウハウをある程度出して、

国際貢献しなくては、ずっとたたかれっぱなしにな

るとの危機感もあった」（福島氏）ようだ。

FAビジョン懇談会に関わった通産省の産業機械
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課は桑原茂樹課長（現・日本クレジット協会副会長・

専務理事）、梅原克彦総括班長（前仙台市長）、稲垣

技術班長そして福島係長の陣容だった。欧米で輸

出自主規制の強要など保護主義的な動きが強まる

よりは自由な貿易を維持したいという雰囲気が強く、

吉川提案に沿って貿易摩擦問題での活路を見出そ

うとまとまった。桑原氏の後任の伊佐山建志課長

（現・カーライル・ジャパン会長）も「国際色を濃くした

プログラムにしようと積極的に指示した」（福島氏）そ

うだ。

通産省と FA ビジョン懇談会の事務方を補佐した

国際ロボット・エフ・エー技術センター（IROFA、現・

製造科学技術センター＝MSTC）で具体化に取り掛

かった。福島氏と IROFA に出向していた清水建設

の谷岡雄一氏（現・清水建設エンジニアリング事業

部情報ソリューション本部本部長）が名称を検討し、

桑原、梅原、稲垣の 3 氏に相談して Intelligent 
Manufacturing Systems（IMS＝知的生産システム）の

名称が決まった。

1989 年春に発表された FA ビジョン懇談会の報告

書「21世紀に向けてのFAビジョン」には提言の項目

にニューワードとしてIMSが提唱され、「IMS技術国

際化プログラムの推進」が提案された。これに基づ

いて通産省は予算要求を行い、1990 年度予算に調

査費1億1000万円が計上された。これによってIMS
プログラムが制度化され、初めての日本発国際共同

研究プロジェクトがスタートした。

当時の新聞記事には「日米欧で次世代生産シス

テム」、「10 年間に 1500 億円投資」、「IMS で製造業

復活！」といった見出しが躍った。本文には「通商摩

擦を解決し、自由貿易を堅持する立場からわが国が

提案」、「日本が優位に立っている技術を欧米に公

開…貿易不均衡是正に役立てる狙いもある」といっ

た記述が見受けられた。

 

◆また技術を盗むのか◆

通産省はさっそく欧米に IMS プログラムへの参加

を呼びかけに回った。米国でも 1980 年に産学連携

を促す知的財産の取り扱いを規定したバイドール法

を制定、1985 年には科学技術・イノベーション政策

に影響を与えたヤング・レポートを発表、また 1989
年には日米欧の産業競争力に関する「メード・イン・

アメリカ」をまとめた。

稲垣氏は「相手国をたたくだけでなく、状況を真

摯に受け止め、学んで競争力を強化しようという人

たちが出てきた。こうした日米の心ある企業人、学者

の橋渡しをしよう」と米国に出向いた。

主に通産省の伊佐山、稲垣の両氏と吉川氏、東

京都立大学の古川勇二教授（現・雇用・能力開発機

構能力開発総合大学校長）の 4 人が中心になり、

1500 億円の投資額の 6 割を日本が負担し、米国と

EU で 2 割ずつ負担してほしいという提案を携えて

欧米を行脚した。

「伊佐山さんとゼネラル・エレクトリック（GE）を訪ね

て、ジャック・ウェルチ CEO に説明するなど主な企

業と大学を回った」（稲垣氏）ところ、おおむね好意

的な反応だった。ところが「われわれの根回しが米

商務省の知るところとなり、局長のデボラ・ウィン・スミ

ス女史が猛烈に反発してきた」（同）そうだ。

女史いわく「あの猿真似の日本が国際貢献だって。

自分の製造技術を公開するなんてことを絶対にやる

わけない。そんな甘いことを言いながら米国の技術

を盗みにきたのだ。その証拠に日本が費用の6割を

負担するということは権利を全部持っていくというこ

とだ」。

稲垣氏によれば「IMS はトロイの木馬」とまで言わ

れたそうだ。夜になって木馬の中から兵隊が出てき

て米国の技術を持って帰るという意味だ。欧州連合

（EU）に対してもスミス局長が「MITI（通産省）の伊佐

山と稲垣が動き回っているから注意するように」と警

告を発したようで、EU でも米国と同様に疑惑の目で

見られたそうだ。

日本側は技術を盗むつもりはないので、費用負

担は日米欧で 3 分の 1 ずつ平等に負担するなど方

針を変え、粘り強く説得に当たった。そのうち米国や

欧州の企業から IMSをやってみたいという声があが

り、実際に共同研究の話し合いをする企業も出てき

た。「スミス局長は最後まで納得していないようだっ

た」（稲垣氏）が、既成事実の積み重ねの前に折れ、

企業や大学が研究開発コンソーシアムを組み、そこ
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にそれぞれの政府が資金を供給するという IMS 国

際共同研究プログラムがスタート台に立つことがで

きた。

◆製造は富の主たる創造者◆

日米欧3局の合意後、IMSの組織、運営方法、プ

ロジェクトの具体的な進め方、知的財産の取り扱い

などに関する協議が行われた。この段階で IMS 国

際共同研究プログラムが固まっていく。1992 年 2 月

のカナダのトロントで開かれた第 1 回の旧国際運営

委員会で「取り決め事項（TOR）」が合意された。さら

に1993年4月に京都で開かれた第4回の旧国際運

営委員会では「京都宣言」が採択された。

京都宣言は TOR を引用し「製造は富の主たる創

造者であり、経済成長のための健全な基礎を確立

するために不可欠である」との理念を明示。さらに

「地球環境問題、資源の有効利用、就業生活におけ

る質の向上、生産活動のグローバル化への対応、

次世代へのモノづくりにかかわる知識体系の円滑な

継承といった国際的な共通課題に対して、今こそ行

動を起こすときである」、「IMS プログラムは共通課

題解決のための効果的なメカニズムを提供し、また、

世界的な市場の育成・拡大にも資することになろう」

と宣言した。

こうした準備活動を経て、日本、米国、カナダ、オ

ーストラリアの 4 カ国の参加で、国際プロジェクトの

第1フェーズ 10年間が正式に始まるのは 1995年。

1996年にスイス、1997年にはEU再編などの事情で

参加が遅れていた EU（その後、ノルウェーを含む）、

2002 年からは韓国が参加し、7 カ国・地域の国際共

同研究開発の枠組みが整備された。

TOR の締結により、1992 年 12 月には国際プロジ

ェクトのフィージビリティスタディが承認され、翌年か

ら開始された。一方、日本では1990年度から事前調

査研究として 5 テーマが動き出し、1991 年度からは

国内先行研究開発として 17 プロジェクトがスタート

するなど国際共同研究プロジェクトに向けた準備が

着々と進められた。

◆30歳台で得がたい経験◆

第1フェーズの10年間を通して42件の国際共同

研究プロジェクトが遂行され、世界の企業約700社と

約 300 の大学・公的研究機関が参加した、このうち

日本が参加したプロジェクトは 35 件、延べ 154 の企

業、大学、公的研究機関が参加した。日本のメンバ

ー企業は「早く海外企業と協調したいという夢を抱い

ていたので、当初は勢いがあった」（古川氏）という

ように、初期の国際共同研究プロジェクトの多くは日

本の主導により行われた。

第 2 フェーズの 5 年間は、継続も含めて 20 件の

国際共同研究プロジェクトが実施された。日本から

の参加は 17プロジェクトで、延べ 75の企業、大学、

公的研究機関が参加した。ただ第2フェーズでは日

本から新規プロジェクトの提案は行われておらず、

日本が参加したプロジェクトのほとんどは第1フェー

ズからの継続であった。

国際共同研究プロジェクトの運営は必ずしも順調

ではなかったようだ。3 カ国・地域の参加という条件

の中で、国民性の違いもあり、入り口で時間がかか

ることも少なくなかった。「機械加工プロセス最適化

用センサー融合知能化監視システム（SIMON）」の

プロジェクトリーダーを務めた三菱マテリアルの増根

昭洋氏（現・三菱電線工業開発本部長）は「最初は

パートナー探しに苦労した。大学の先生方に協力し

ていただき国際生産技術者会議（CIRP）でのプレゼ

ンテーションなどをして呼びかけた」そうだ。

プロジェクトが始まると、「契約問題が大変でした。

各国政府がからんでいるので企業同士の論理だけ

ではことが進まない。知財の扱いを IMSの雛形どお

りにつくっても、米国は認めないのです」（増根氏）と

いう。

SIMON は機械加工の状況を、人間でいえば目、

耳…という具合に、複数のセンサーを使って監視す

ることにより、自動化を図ろうというプロジェクト。人工

知能（AI）やニューラルネットワークといった最先端

のコンピューター技術と高感度センサーの開発を合

わせて行うという「いま考えるとかなり目標の高い欲

張ったプロジェクト」（増根氏）だった。
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「研究内容自体もコンピューターを使った工場の

生産効率の向上という自分の仕事に結びついてい

たので、議論で触発される部分はあった。それに加

え 30 歳ちょっとのときに海外の人たちと片言の英語

でやりあった経験が大きかった」という。

「事前に各国の幹事と懸案事項をひとつずつチェ

ックしながら根回ししているにもかかわらず、会議で

顔を合わせると違うことを言い出す。これは日本と違

った。何回も『ちくしょう』と思ったことがありました」。

各プロジェクトのリーダーは、ある意味で得がたい

経験を IMSにさせてもらったということだろう。

◆時代を先取りしていたが◆

学術メンバーは IMS のプロジェクト活動をどうみ

ていたのだろうか。IMS 発足時に機械振興協会技

術研究所のシステム課長だった福田好朗氏（現・法

政大学教授）は最初から IMS とかかわり続けている

一人だ。同協会技術研究所内に製造工程自動化の

通信手順（MAP）やCIMの実験施設をつくって東洋

エンジニアリングや豊田工機、清水建設、大成建設

などの企業とともに研究していた。

そのグループが IMS 発足とともに二つの国際プ

ロジェクトを立ち上げる。ひとつは「21 世紀を指向し

たグローバル生産のための企業統合

（Globeman21＝幹事：東洋エンジニアリング）」、もう

ひとつは「グローバル分散企業の設計、計画及び運

用のためのモデリングとシミュレーション環境に関す

る研究（MISSION＝幹事：清水建設）」だ。

Globeman21はプラントや工場を建設するときに世

界中の有能な企業を通信で結んで、あたかもひとつ

の企業体のようにふるまうバーチャルエンタープラ

イズを構成する研究。これは GLOBEMEN という国

際プロジェクトに引き継がれ、6 年間行われた。「新

しいインターネット環境を活用し、世界中で大きなプ

ラントや工場建設が受注できるのではないかと考え

た」（福田氏）そうだ。

MISSION は工場建設のときに使うシミュレーター

が当時は人の動きやロボットの腕の干渉など、米国

の別々のシミュレーターメーカーからばらばらに市

販されていた。これらを全部つないで連動させ、仮

想工場をつくろうというコンセプト。

福田氏は両プロジェクトを通じて「コンセプトを具

体的な研究活動に落とし込む作業が大変だった」と

いう。「バーチャルエンタープライズみたいな漠とし

た概念的な話はみんな考えていることが違うから、

会議のたびにひっくり返されるというのがしんどかっ

た」そうだ。

また、会議で否決されたアイデアでも同席してい

たほかの企業が製品化するようなことが可能性とし

てはある。そのため、会議を秘密にしようというと、別

のところで同じような内容が出てそっちで製品化す

るかもしれないから、秘密の会議は出ないという外

国企業もあったそうだ。「日本人の感覚だとそういう

ことはなかったので、びっくりした」（福田氏）という。

Globeman21 が目指したバーチャルエンタープラ

イズは、今では通信環境がブロードバンドになり、ソ

フトウエアはマイクロソフトがデファクトスタンダード

になってしまい、それほどの苦労がなく可能になり

つつある。一方のMISSIONが目指した個別シミュレ

ーターの統合は、米国が企業の買収（M&A）により

個別シミュレーターが統合され、1 社で仮想工場を

提供できるようになった。

福田氏は「両プロジェクトとも私どものコンセプトは

時代を先取りするという意味で間違っていなかった

のですが、結局、メンバーに米国のソフトウエアメー

カーを加えられなかったことなどもあって先を越され

たという感じです」と話す。

◆現場そのものの研究も◆

IMS の研究プロジェクトは企業の競争領域以外が

中心のため、概念的なテーマが多い。ただ第 1 フェ

ーズの後半には製造業の具体的なニーズに対応す

るテーマも採択され、「熱処理プロセスのモニタリン

グと最適化のための仮想熱処理ツールの構築

（VHT）」や「成形加工シミュレーションの統合 CAE
システム化への基盤技術（3DS）」といったモノづくり

現場そのものの研究も実施された。

VHT 国内幹事の日産自動車パワートレイン技術

開発試作部工法開発グループの渡辺陽一主担（現・

宮城工業高等専門学校教授）は「自社開発でブラッ
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クボックスにすれば競争力は増すが、1 社ではとて

もできないので IMSを活用した」という。

歯車などの浸炭焼き入れによる熱処理変形は「や

ってみないと分からない」（渡辺氏）やっかいな世界。

今は熟練工が一つひとつ修正している。VHT は材

料、加工法などによって、どの部分がどのくらい変

形するかを解明し、コンピューターで予測するシス

テムを開発する。

日産のほかコマツなど日本7機関、欧州5カ国11
機関に韓国、カナダが参加する大所帯。①従来に

比べ計算速度が 10 倍のシミュレーションソフト②材

料や冷却油などの物性値データベース（DB）③熟

練工のノウハウをデジタル化した DB の骨格―を開

発する成果を上げた。渡辺氏は「提出書類が煩雑で

苦労したが、枠組みができていたので国際間の連

携が取りやすかった。また欧州で情報収集する際の

キーマンなどとの人脈形成に IMSが役立った」そうだ。

3DS はプレス金型の設計製造で、成形不良の発

生予測、原因究明、対策まで一貫して行えるコンピ

ューター支援エンジニアリング（CAE）の実現が目標。

現状では成形後の不具合情報を金型にフィードバ

ックし、熟練者が経験と勘で金型を修正している。金

型製作でコスト低減や納期短縮のネックになってい

るこの戻り作業の解消を目指す。

幹事会社のシムトップスのほか東京大学などの日

本勢に加え、欧州 5 カ国からダイムラークライスラー、

ルノーなどの自動車会社が参加。①シミュレーショ

ン精度向上のための材料モデル②成形不具合評価

ベンチマークテストの標準化③スプリングバック、面

歪みなどの新しい成形品評価手法―を開発している。

シムトップスの森尚達顧問（現・エムアンドエムリサ

ーチ代表取締役）は「曲率に着目してプレス成形品

の評価をだれでも定量的にできるところまできた」と

いう。次はシミュレーションで金型をなおすデータま

で出すこと。「1 回も試作しなくてよい金型を作ること

が理想」（伊藤耿一東北大学名誉教授）だ。

森氏は「企業がライバルと共同研究をやるには契

約書の作成だけでも大変だが、IMS は枠組みがあ

るのでやりやすい」と評価する。また「経済の国際化

が進んで、IMS は今の方が重要性を増している」と

プロジェクトの経験をもとに話す。

◆環境技術は競争と補完で◆

「生産地域における高度環境監視システムの研究

（AEMS）」は土壌・地下水汚染の早期発見のために

現場でリアルタイムに汚染物質を検知できるセンサ

ーを開発し、適切に設置して早期の対策を実現する

のが目的。すでに人の細胞膜を模擬した脂質膜を

使い、トリクロロエチレンといった揮発性有機塩素化

合物などの毒物を ppb（10 億分の 1）レベルの高感

度で検知できるセンサーの試作に成功した。

AEMS は清水建設を幹事に東芝や大学など、海

外からカナダ、EU、豪州、米国が参加。興味深いの

は日米英カナダの 4 カ国が違った仕組みで同じ目

的のセンサー開発を進めていること。いわば競作だ。

清水建設土壌環境本部技術計画部の毛利光男グル

ープ長（現・清水建設土壌環境本部洗浄プラント部

主査）は「相互に刺激しあって開発し、実験で互い

の長所と短所を把握、うまく組み合わせれば多くの

有害物質をカバーできる。IMSの趣旨に沿った競争

と補完の関係ではないか」と語る。

「環境対応次世代接合技術の開発（EFSOT）」も環
境に正面から取り組んだプロジェクト。鉛フリーはん

だに関し①次世代材料とプロセス開発②構成金属

の生物影響評価③ライフサイクル全体にわたる環境

負荷評価④リサイクル技術開発―の 4 分野を進め、

それぞれ一定の成果を上げた。

特にライフサイクル統合評価では生物影響、資源

問題、リサイクルなどの要素を織り込み、鉛の問題

だけでなく、総合的にみて鉛フリーはんだの方が環

境負荷が小さいことを実証した。最終的には種類に

よる使いやすさなどを加え「環境に一番やさしい鉛

フリーはんだを明らかにしたい」（日立製作所生産技

術研究所の芹沢弘二主管研究員）という。EFSOT は

日立を幹事に日本からは富士通などや大学・研究

機関、海外はEUと韓国が参加した。

芹沢氏は「鉛フリーはんだ構成金属の候補だった

ビスマスの環境影響を欧米が指摘していた。国内で

データを出しても、なかなか世界的な合意が得られ

ないので国際的にやろうと考えた」と IMS に提案し
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て国際標準化を目指した。また「製造業の中国移転

などで生産技術に危機感があり、環境技術で突破し

たいと思った。国際共同研究で得た成果を実用化し

ていく過程で日本は世界をリードしていけるだろう」

と成果を強調する。

◆余裕失う日本企業◆

この 20 年間、世界と日本の状況は大きく変化した。

経済のグローバル化が進展し、世界のモノづくりは

中国を中心とする新興国のウエートがぐんと高まっ

た。また情報通信技術の飛躍的な進歩はモノづくり

企業の製造現場にとどまらず、経営システムをも大

きく変えつつある。さらに地球温暖化が進み、資源・

エネルギーの制約がはっきりしてきた。

一方で、日本ではバブル経済が崩壊して、深刻

な金融危機に見舞われ、モノづくり企業にとっても

「失われた 10 年」と称される長期の不況に陥る。緩

やかながらも経済成長軌道に乗ったかと思われた

矢先に、米国のサブプライムローン問題に端を発し

た金融危機、リーマンブラザーズの破綻による世界

同時不況が輸出依存の日本のモノづくり産業に打

撃を与えている。

増根氏は「バブル崩壊のちょっと前、大学の先生

や他社の人たちと交流して広い考え方を身につけ

ろという感じだった。今はターゲットを決めてから開

発する方向に比重が移って、役立つかどうかわから

ないけれど、おもしろそうだからやってみようという

のは企業では難しくなってきた。IMS は各社の利益

というよりも、出せるものは出し合って世の中に役立

てましょうという考え。残念ながら今はそういう余裕が

ない」と語る。

福田氏は「製品開発で目新しいターゲットがあれ

ば、企業が国際的に連携したり、M&A をしたりして

いく環境ができた。国際共同研究の枠組みよりも自

社が生き残るためにどこかと組んで研究する形に変

わってきた。公知の事実みたいなものをつくって人

類のために残しましょうという余裕が日本企業になく

なっている」という。

現実に 1990 年度の日本企業のコアメンバー69 社、

サポートメンバー17 社が第 1 フェーズ終了の 2004 

年度にはコア 35社、サポート 1 社に減った。第2フ
ェーズが始まる 2005年度には IMSセンター普通会

員21社、2009年度は 14社になっている。

◆基礎的成果を社内展開すれば◆

企業経営者の見方は厳しい。川崎重工業副社長

で、2000年度から4年間、IMS運営委員長を務めた

須清修造氏は「運営面では協力したけれども、プロ

ジェクトでやっている技術内容が迅速に産業に役立

つかどうかについては疑問に思っていた」と話す。

その理由として須清氏はいくつかの点を挙げた。

第 1 に「研究内容がハードウエアを開発する世界と

異なり、抽象的、概念的かつ参加企業・課題ともきわ

めて多様で、絞込みができていなかった」、第2に
「概念的なテーマを掘り下げて新しい歴史を創造す

るには非常にエネルギーが必要だが、それに見合

う資金と人を投入できなかった」、第 3 に「こうした難

しいテーマは独裁的に進めなければならないが、

国際共同研究ということで、仕組みや手順などの約

束事がタイトで自由に動けなかった」。第4に「ネック

ポイントというか課題をはっきりさせ、これをつぶせ

ばこうなるといった、ネックポイントのつかみ方が議

論されていなかった」。

そして「研究成果をビジネスに生かそうという場合、

マーケットが問題になる。IMS のプロジェクトは技術

屋だけでなく、実際に商売をやっている人を入れる

べきではなかったか」という。さらに「時代が変わっ

て、やり方も変わらないといけなかったと思う」と経営

者としての問題点を挙げた。

とはいえ、須清氏もIMSの20年を否定しているわ

けではない。「歴史の一こまだから元禄時代や明治

維新の初期のような黎明期・不安定期があってもよ

い。経済戦争ばかりやっているわけにいかない」と

時代の要請が IMS をつくったが、企業がマーケット

と密接にかかわる部分で研究していく時代に変わっ

たと主張したいようだ。

「参加者の意識がかみ合って、うまくいったプロジ

ェクトもあるが、成果を持ち帰って現場に生かすまで

には何ステップも必要だ。ファンダメンタルな成果を

持ち帰って社内展開すれば、人材の育成確保ととも



36 IMS 20年史

■ IMSのあゆみ

に少しずつ浸透していくという意味で、将来、役立っ

たものはあると思うけれどね」とし、IMS からの新し

い展開（進化）には「よい区切りかと思う」と語った。

 

◆長期的には国益になる◆

IMS の 20 年を関係者はどう評価しているのだろう

か。まずは通産省サイドから。稲垣氏は「IMS プログ

ラムにつながった吉川先生の理念は今でも正しい。

日本企業がもっと謙虚な気持ちで国際アライアンス

に取り組んでいれば、海外でも成功していただろう。

ここまで経済が落ち込まなくてすんだ」という。

つまり経済のグローバル化が進展した結果、品

質・価格・納期（QCD）が優れているだけでは世界市

場で成功できなくなっている。知財、標準化などの

要素をクリアするためには海外との連携は不可欠。

ガラパゴス化しているといわれる携帯電話を筆頭に

電機メーカーが海外で苦戦しているのがよい例だ。

「バブル崩壊後、景気低迷が長引くと、政府も国

会も内向きになって日本の産業の国際競争力強化

を言い出す。海外はライバルだという意識になる。

だから、それ以降、IMSのような枠組みはできない。

『そんなことをやっている場合か』となる。そういう中

で IMS が 20 年も残っていたのは奇跡的。通産省の

見識だと思う」と評価する。

福島氏も「当初の理念が間違っているとは思わな

い。思ったより長く続いた」と稲垣氏と同じ考えだ。

「今からみると、企業間競争の中で基礎研究はアラ

イアンスを組んでやっていく、それを日米欧でやろ

うというのは壮大な計画。理念と現実のつなぎのとこ

ろにもうちょっと工夫があるとよかったのかなという気

もします」という。

現状では「企業ごとの連携にしても企業が独自に

海外企業と手を組む時代、国が引っ張っていくとい

うのは影が薄くなっている」と情勢の変化を指摘する。

ただ「製造技術のような舞台で、国際協調するという

のは必要なことなので、世界の企業と大学の先生な

どが意見交換できるような場がこれからもあったほう

がよい」と語る。

稲垣氏は「日本は国内だけでは生き残れない。国

際協調の中で市場を広げ、競争力を強めていくしか

ないと思っていますから」と、専務理事を務める超先

端電子技術開発機構では IBM やインテル、サムス

ンなどを受け入れ、国際共同研究を実施している。

「長期的に見れば、それが国益になる」と断言。ここ

には IMS の理念が引き継がれている。

◆国際人脈が生きる◆

学術側から福田氏は「コンセプトをブレークダウン

し、それぞれに割り振って進捗を確認しながら進め

ていく作業はきつかった。IMS でこうしたプロジェク

トをまとめていく技術を身につけたことが大きい。企

業の人も同じだと思う」と評価する。言葉も環境も違う

人々が作業を分担し、その成果を持ち寄ってデモ

ンストレーションできるところまで持っていくには「今

までの『なあなあ』の世界ではなく、きちんとフェー

ズを分けていく運用方法は勉強になった。ISO など

ほかのプロジェクトにも生かしている」そうだ。

もうひとつは「英語を話す度胸がついたこと」。プ

ロジェクトの最初の会議には日本から通訳を連れて

行ったが、2 回目からは「度胸だけで通訳なしに話

をするようになった」という。

学術的には福田氏が手がけた二つのプロジェクト

を土台にして 4 人が論文を書き、博士号を取得する

成果を上げた。GLOBEMENでオムロンの森健一郎

氏、MISSIONでは機械振興協会技術研究所の日比

野浩典氏、デンソーの小島史夫氏と光行恵司氏の 4
人だ。

福田氏は「IMS で企業レベルの情報が得られこと

と国内外の人脈ができたのも成果だ」という。

GLOBEMEN で付き合ったスイス工科大学チューリ

ッヒ校の先生に頼まれて福田氏が MBA コースの日

本側の受け入れ窓口になっている。オーストラリア

の先生とも情報交換しており、日本に来たときは必

ず会っているそうだ。

プロジェクトによる人脈の広がりは増根氏も同様に

指摘する。「ドイツのアーヘン工科大学にいた人が

ドイツの工作機械メーカーに就職して日本に来ると

連絡があって話をする。またスペインの工作機械メ

ーカーの技術者との付き合いも続いている」。
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◆花の咲くタネ～取材を終えて◆

IMS の 20 年を振り返ってみると、その理念が今こ

そふさわしいように感じる。すなわち経済のグルー

バル化、情報通信技術の飛躍的な発展、資源・エネ

ルギーの制約を顕在化させた地球温暖化の深刻化

など、この 20 年間の変化は地球・人類という視点を

抜きに物事を考えることができなくなっている。この

ことこそが IMS の理念の正当性を物語っているとい

えよう。

また日本におけるバブル経済の崩壊、米国のサ

ブプライムローン問題に端を発した金融危機と、

IMS の 20 年、日本の産業界は 2 回の経済危機を経

験した。いずれも『カネがカネを生む』との幻想に踊

らされ、何も生み出さなかったばかりか、実体経済

に甚大な影響を及ぼした。2 度の経験に照らしてみ

れば、「製造は富の主たる創造者であり、経済成長

のための健全な基礎を確立するために不可欠であ

る」との理念は輝いてさえいる。

問題は IMS の各プロジェクトが理念と現実のギャ

ップを埋めることができたかどうかである。現実という

のは企業同士が日々、世界市場で戦っているという

事実である。いきおい国際共同研究のテーマは競

争の領域以外の部分、あるいは単独ではできない

が、複数国の企業と組めば実現でき、それぞれが持

ち帰って有効に使える技術というように限定される。

このため、IMS のプロジェクトではすぐに企業経

営に貢献しうる研究成果が少ない。これは当然のこ

とである。ところが、バブル崩壊後の不況で、研究開

発のターゲットを目先の製品開発やコストダウンに

すぐつながる製造技術に集中した日本企業から「使

える成果が出ない」という声が上がるようになった。

コアメンバーの減少が象徴的だ。

ただ、そのことによって IMS プロジェクトを低く評

価することは当たっていないのではないだろうか。

プロジェクトの研究成果の中には、すぐには企業に

役立たなくても、長期的視野に立てば、次のステッ

プへの礎になるものがあるに違いない。

また、育った環境、考え方、感性の異なる海外の

企業や大学の人たちと一つの目的に向かって議論

を交わし、段取りをつける、大きなプロジェクトを運

営する、そして人脈をつくる…普段では得がたい経

験をした人材が企業に戻って、こうした経験をじわじ

わと浸透させていくことは、企業の風土を国際化す

るのに必ず役に立つだろう。

現在は政府が枠組みをつくらなくても、日本の個

別企業が海外の企業や大学と連携できるようになっ

た。必要と思えば、M&A も可能だ。広い意味ではこ

れも IMS のような大規模な国際共同研究プログラム

を実施した成果といえるかもしれない。また海外企

業や大学と連携して研究開発に当たる場合にも

IMS の経験が生きるはずである。

そして今後、経済のグローバル化はますます進

むだろう。日本企業が国内だけでは立ち行かないと

すれば、海外企業との連携は不可避である。地球温

暖化も深刻さの度合いを強めていくだろう。エネル

ギーや資源をできる限り使わないモノづくりの技術

は競争力ではあるが、地球益、人類全体の幸福を

考えると、優れた技術を共有する必要もある。その

意味でも海外企業との環境技術のやり取りも頻繁に

なるだろう。

IMS プログラムの枠組みはともかく、IMS の理念

が今こそ求められているのである。IMSの20年で経

験し、学んだことを発揮するチャンスがきた。IMS は

バブルに咲いたあだ花ではなく、20年先を見越して

蒔いた実のなる花のタネだったのではないだろうか。
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IMS活動年表（平成6年度～平成10年度）
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IMS活動年表（平成11年度～平成15年度）
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IMS活動年表（平成16年度～平成21年度）
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IMSプログラムの評価
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■ IMSのあゆみ

・ 特に問題とすべき点はないが、強いて述べる

とすれば、事業化・実用化に対する運営方法

を改善することを期待したい。

・ アンケート調査やヒアリング調査の中で「成果

が見えにくい、評価がしにくい」とのコメントが

あるが、プロジェクトに参加した個々の企業で

は成果が得られたかもしれないが、当初のプ

ログラムの目的にどう貢献したかが見えにくい

印象がある。

・ これは①政策目標が曖昧なこと、②国内にお

ける政策的位置づけが曖昧なこと、が原因して

いると考える。「非競争領域」「国際貢献」「国際

共同研究」という3要素を踏まえて、改めて①と

②を明確にすることが必要と考える。

・ なお、今後本制度を継続させていく上では、中

国、インド、ブラジルといった新興諸国との連

携をどう担保していくかも念頭に置く必要があ

るように思う。特に、環境・エネルギーといった

問題を、国際的枠組みを通じて解決していくに

は、先進諸国だけでは限界がある。

・ 「非競争領域」を前面に出すのであれば、国際

標準に的を絞ったプログラムにスキームを変

更するという考え方もあると思う。関係者からも

テーマが「総花的」との指摘があり、本プログラ

ムで扱う領域を戦略的に絞り込む必要もあると

思う。

・ 知的財産の取り扱いに大変苦労したとの指摘

が多々あり、米国研究機関は知的財産権共有

の条件下では参加できないため見送りとなっ

たという記述がある。プログラムがスタートした

当時と比べて、知的財産をとりまく国際環境は

大きく変化しており、本来「非競争領域」とされ

る標準化を進める段階においても知的財産の

問題を避けて通ることができなくなっている。ス

キームの見直しを図る際には、こうした領域の

専門家の意見も踏まえる必要があると考える。

・ 参加企業が減少している。テーマ選定に自由

度を与え、参加企業の増加を図るべきである。

要旨（エグゼキュティブ・サマリー）

IMS は、その 20 年にわたる歴史の中で競争前段

階または競争後段階の製造技術に関するマルチラ

テラル方式の先進国間の国際共同研究スキームを

提供し、多くのプロジェクトがそれを活用して実施さ

れ、結果としてそのスキームは国内外で高く評価さ

れてきた。

しかし IMS 発足当時に比べ製造業のグローバル

化は急速に進展し、中国を始めとする BRICs のシェ

アは急速に拡大して先進国のみのスキームには無

理が生じ、この間、製造企業は、投資、提携、合併、

買収などにより国境を越えた活動を行うようになって

きている。結果として今日、製造企業間の国際的な

技術協力はコマーシャルベースで日常的活動とし

て行われるようになってきている。

こうした製造環境の激変下にあって、マルチでの

共同研究テーマの発掘、パートナー探しと研究実施、

研究コンソーシアムメンバー間での新規知的財産を

自由に商業化活用可能など、1980 年代後半のテク

ノグローバリズム思想の勃興期には理想とされた

IMS スキームは、今日、時代の要求とはマッチしな

いものとなってきていると思量される。

その意味で、IMS スキームは、製造における研究

開発を通じたテクノグローバリズムの実現という当初

の目的を十分に達成したが、今日の製造ビジネスの

グローバル化にはそぐわないものになってきている

と判断せざるをえず、当初の発信国としては誠に遺

憾ながら国際共同研究の枠組みとしての IMS スキ

ームは第2 期 IMS スキームの最初の 5 年の終期で

IMS 推進委員会報告書（IMS 将来問題検討委員会報告書）

－2010 年以降の IMS スキームへの取り組みについて－ （抜粋）

平成 20（2008）年 8 月 6 日 発行
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ある 2010年4月をもって終了するのが適当であると

考えられる。

ただ、IMS スキームは当初の使命を達成したと考

えられるものの、グローバル経済体制下にあって、

製造科学技術および製造企業が抱える共通課題に

ついて広く情報交換を行うべきであるとの声は、こ

れまでの IMS関係者のみならず製造科学技術関係

者には国内外を問わず一様に強いものがある。また、

これまで 15 年間の IMS 活動によって形成された研

究者や企業、研究所のネットワークは貴重なもので

あり、こうして培われてきたネットワークを基礎に新し

いニーズに応えていくために、これまでの IMS スキ

ームを別次元に展開していく必然があると考えられ

る。

具体的には、経済界におけるダボス会議のように、

毎年または2年に1回程度、世界の製造科学技術に

関する産業界及び学術関係者が一堂に会して最新

の製造科学技術に関する意見交換を行い、製造科

学技術のあり方についての国際的コンセンサスづく

りの場を提供していくべきであると考える。このため、

例えば IMS の略称を活かして International 
Manufacturing Society という名称のオープンな会議

を定期的に各国、地域が持ち回りで開催することを

提案する。これまでIMSに関係していた各国の機関

が持ち回りでボランタリーに事務局となり必要な経費

は参加費でまかなうことは、十分に可能であると考

えられる。

ただし、その際、我が国としては、他の参加国に対

し、国際的信条を失すること無きよう慎重に働きかけ

るべきであり、各国が我が国の退会後も共同研究ス

キームとしての IMSの継続を希望する場合には、当

然のこととしてそれを拒むべきではない。
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■ IMSプロジェクト

IMS プロジェクト
－提案から実施まで－

IMSが創設されて以来約 15年間にわたり 45の IMS国際プロジェクトが実施され、参加地域から約720
の企業、約320の研究機関がパートナーとして研究活動に取り組んできた。日本はその内34のプロジェク

トに参加し、16 プロジェクトでは国際コーディネーティングパートナー（ICP）を務めて国際共同研究の取り

まとめを行った。

TOR で規定された IMS プロジェクトの提案から実施までの手順は以下の通りである。

（任意段階）： アウトラインプロポーザルの提出→全地域に配布

第 1 段階： アブストラクトプロポーザの提出→全地域に配布→評価→承認

第 2 段階： フルプロポーザルの提出→全地域に配布→評価→承認

第 3 段階： IMS プロジェクトの実施

アウトラインは提案の概要を1～2ページにまとめたもので、提案者の地域事務局にいつでも提出するこ

とができる。地域事務局はこれを国際事務局（IRS）に提出し、そこから各地域に配布してパートナーを募

る。この段階を飛ばしてアブストラクトの提案から始めることも可能である。

アブストラクトには提案の目的、研究活動の計画と手法、国際協力による付加価値、費用見積りと期間、

3地域以上のパートナーのコンタクト先などの情報を約2ページにまとめなければならない。日本において

は、すでに国内で研究が始まっているプロジェクトを国際プロジェクトに発展させるためにアブストラクトを

提出する場合もある。ICP が地域事務局に提出したアブストラクトは全地域に配布され、評価を受ける。全

地域に承認されればフルプロポーザルの作成に着手できる。

フルプロポーザルにはプロジェクトの概要、目的、背景、活動計画、展望、管理、技術移転と普及、成果

の利用、3地域以上のパートナーのコンタクト先などを約 20ページにまとめて記さなければならない。これ

に知的財産権（IPR）規定に関する各パートナーの正式な同意書、コンソーシアム協力協定（CCA）を添え

なければならない。アブストラクトと同様、国際事務局が配布したフルプロポーザルは各地の評価を受け、

それを国際事務局が纏め、全地域が承認すれば、コンソーシアムは IMS 国際プロジェクトを開始すること

ができる。

上述の IMS プロジェクトは 2009 年 2 月 ISC が行った電子投票により事実上の廃止が決議された。これ

に替わり、MTP（Manufacturing Technology Platform）が構築され、この枠組みの中で研究開発プロジェクト

を簡便な手続きで推し進めて行く。
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■ IMSプロジェクト

日本が参加した IMS プロジェクト

No. 略称 プロジェクト名
国際 PJ

実施期間
日本パートナー

1 Globeman21 
Global Manufacturing in the 21st Century 
（21 世紀を指向したグローバル生産のための

企業統合研究）

1995/10～

1999/3 

東洋エンジニアリング

（ICP:国際幹事）

三井造船、他

2 GNOSIS 

Knowledge Systematization: 
Configuration Systems for Design and 
Manufacturing 
（知識の体系化：設計及び製造のための構築

システム）

1996/1～

2000/3 

三菱電機（ICP:地域幹事）

鹿島建設、他

3 MMHS Metamorphic Material Handling System 
（メタモルフィック搬送システムの研究）

1996/11～

2000/3 

鹿島建設（ICP）

日産自動車、他

4
NGMS

(Phase I & II) 
Next Generation Manufacturing Systems 
（次世代生産システム）

1995/12～

2005/11 

日本は 2003/3 

まで参加

Phase I: 

富士電機（RCP:地域幹事）

川崎重工業、他

Phase II:  

川崎重工業（RCP）

ホンダエンジニアリング、他

5
HMS

(Phase I & II) 
Holonic Manufacturing Systems 
（ホロニック生産システム）

1995/12～

2006/3 

日本は 2004/3 

まで参加

安川電機（RCP）

ファナック、他

6
IF7

(Phase I & II) 

Research on Innovative and Intelligent 
Field Factory 
（革新的・知的フィールドファクトリーの研究／

知的部品化建設システムの研究開発）

1997/5～

2005/3 

Phase I: 

日立造船（ICP）

鹿島建設、他

Phase II: 

清水建設（ICP）

日立造船情報システム、他

7 GCO

Delivering the power of component 
software and open standard interfaces 
in computer- aided process engineering 
(Global CAPE-OPEN) 
（化学プロセス解析技術の高度化）

2000/4～

2002/3 

三菱化学（RCP）

日揮、他
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No. 
PJ

8 HUMACS 

Organizational Aspects of 
Human-Machine Coexisting System 1997/2 

2002/3 

ICP

9 TES

Recycling for Composite Material Waste 
by Thermal Elutriation System 2000/3

2002/3 

ICP

10 MISSION 

Modelling and Simulation Environments 
for Design, Planning and Operation of 
Globally Distributed Enterprises 1997/12

2002/2 
ICP

11 SIMON 

Sensor Fused Intelligent Monitoring 
System for Machining 1999/10

2002/1

ICP

NTN

12 HARMONY 

Coping with the Complexity of Business 
Innovation 1998/11

2002/12 RCP

13 HUTOP 

Human Sensory Factor for Total Product 
Life-Cycle 1997/9

2003/3 

ICP

RCP

14 GLOBEMEN 

Global Engineering and Manufacturing in 
Enterprise Networks 2000/1

2003/3 RCP

IBM

15
3DS

(Phase I & II) 

Digital Die Design 
CAE

1997/5
2006/1 

ICP

16 IRMA 

A Configurable Virtual Reality System For 
Multi-Purpose Industrial Manufacturing 
Applications

2000/6

2004/2 

RCP

17 HIPARMS 

Highly Productive and Reconfigurable 
Manufacturing System 1999/9

2004/3 

ICP

RCP

18 GEM Global Education in Manufacturing 2002/4

2004/11 

RCP
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No. 略称 プロジェクト名 期間 日本パートナー

19 EFSOT 
Next Generation Environmentally Friendly 
Soldering Technology 
（環境対応次世代接合技術の開発）

2003/7～

2005/10

日立製作所（ICP）

日本電気、他

20 ROBUST

Systematization of Quality Engineering 
and Development of Software for its 
Application
（品質工学のソフトウエア開発と整備体系化に

関する研究）

2000/7～

2006/1 

ミネベア（ICP）

富士ゼロックス、他

21 CHEM

Advanced decision support system for 
Chemical/Petrochemical manufacturing 
processes 
（プラント操業における高度エンジニアリング

手法の研究）

2002/12～

2006/1 

日本は 2005/3 

まで参加

横河電機（RCP）

三井化学、他

22 AIM 
Acceleration of Innovative ideas to Market
（プログラム・マネジメント支援システムの研究

開発）

2003/5～

2006/3 

清水建設（RCP）

住友電気工業、他

23 RPD Rapid Product Development 
（迅速な製品開発）

1997/1～

2007/8 

日本は 2001/3 

まで参加

山武（RCP）

クボタ、他

24 AEMS 

Advanced Environmental Monitoring 
System for Production Facilities 
（生産地域における高度環境監視シテスムの

研究）

2002/10～

2008/3 

東芝（ICP）

清水建設、他

25 PROMISE 

Product Embedded Information System 
for Service and EOL 
（製品の全ライフサイクルを考慮した統合的設

計支援システムのためのモデリング環境の研

究）

2003/4～

2008/10 

トヨタ自動車（RCP）

東京大学、他

26 VIPNET Virtual Production Enterprise Network 
（仮想企業体ネットワーク）

2005/4～

2009/2 

日本は 2008/3 

まで参加

AIE Research（RCP）

東京大学

27 SINCPRO 

Self-learning Model for Intelligent 
Predictive Control System for 
Crystallization Process 
（バッチ晶析プロセスの設計と制御の高度化）

2003/9～

2009/4 

日本は 2005/3 

まで参加

三菱化学（RCP）

月島機械、他

28 VHT

Virtual Heat Treatment tool for monitoring 
and optimizing HT process 
（熱処理プロセスのモニタリングと最適化のた

めの仮想熱処理ツール）

2006/4～

2009/4 

日本は 2008/3 

まで参加

日産自動車（RCP）

福山大学、他

注 1：プロジェクトが Phase I、II、III と展開した場合も 1 件のプロジェクトとして扱う。

注 2：日本パートナーの何れもが IMS センター会員でないプロジェクトは除外した。
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日本が参加したIMSプロジェクト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IMSプロジェクト概要
個別研究テーマとその成果
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■ IMSプロジェクト

Globeman21
Global Manufacturing in the 21st Century 

21
PJ 1995 10 1999 3

21

Globeman21

4

1 VME

PROMINENCE WISE

3
α, β, γ γ

γ
2

Flexibility Evaluation 
Trial FET

3D-CAD
ARC: 

Autonomous assembly Robot Cell

Hybrid

3

1998
VRIDGE Workbench

 BHP Pty Co., Farley Cutting Systems Pty Ltd, Moldflow Pty Ltd, Telecom Australia, Griffith University,  
Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 

 Dafasco, Northern Underwater Systems, Telecommunications Research Laboratories,  
Axion Spatial Imaging, Simon Fraser University, University of Toronto, University of Alberta 

EU & EFTA Ahlstrom Corp.(Finland), BICC (UK), Logistics Support Consultants, Intracom SA (Greece),  
Odense, Partek (Finland), Pirelli, YIT ( Finland), SINTEF, AT&T METIS (Norway),  
University of Karlsruhe (Germany), IIA-Research Centre Helsinki University of Technology (Finland), 
Royal Institute of Technology (Sweden), Bremen Institute of Industrial Technology (Germany),  
IPA, Fraunhofer -Institute for Production Technology and Automation (Germany),  
Fraunhofer Gesellschaft -Institute for Production Techniques and Design  
Technology (Germany), Institute for Machine Tools and Manufacturing Technology (Germany),  
VTT Automation (Finland) 

 Newport News Shipbuilding, Ahlstrom Kamyr Inc., Pyropower Corporation, Deneb Robotics,  
Carnegie-Mellon University, University of Virginia 
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Globeman21

OZ 1
VRIDGE Workbench

4
Operations Support and 

Renewal

Neo-Kaizen G-OSR
Generic Operation Support and Renewal

Globeman21

Globeman21 1999 3 1999 5 ISC9
3 1996/3  1999/3

50
IMS ToR CCA IPR 53

1995 7

EC
Globeman21

Work Package

3

Globeman21 VE Virtual Enterprise
ISC Over

Ambitious
Globeman21
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GNOSIS
Knowledge Systematization: Configuration Systems 

 for Design and Manufacturing 

PJ 1996 1 2000 3

20

1

2 3

1

2

3

ECO Eco-parts
Emerald, Xemerald

EU ILOG, ADEPA, ABB, Tehdasmallit Ly, Schroff, Tampere University of Technology, Ecole des Mines, 
d'Ales, Otto-von-Guericke-University of Magdeburg, Lulea University of Technology, DemoCenter,  
Fraunhofer Institute IPA, Technical Research Centre of Finland VTT 

EFTA Alusuisse, ETH Zurich, Swiss Federal Institute of Technology 

 University of Calgary 
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GNOSIS

GNOSIS

IMS Gnosis

IMS Gnosis Knowledge
Systematization: Configuration for Design and Manufacturing

VTT EU
EPFL EFTA 3 3 3

IMS
IMS Gnosis

Web

IMS Intelligent Manufacturing Systems

2000 Gnosis Gnosis-2
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■ IMSプロジェクト

MMHS
Metamorphic Material Handling System 

PJ 1996 11 2000 3

MMHS

4

WP-1

WP-2

WP-3

MMHS
WP-4

1 WP-1

AGV

2 WP-2
AGV

MHS
AGV

AGV

3 WP-3

1999

Prof. Langevin Prof. Riopel 

4 WP-4

E U De Montfort University, IMS Ltd., Daimler Benz AG, Windhoff AG, Fraunhofer Institute,  
SalomonAutomation, Profactor Produktionsforschungs, Sipa Automated Production Systems,  
ISA-DTA, University of Padua 

Swiss Federal Institute of Technology, ETH Zurich, Telecom PTT, Pitney Bowes AG 

 Purdue University, Iowa State University, University of Illinois 

 Ecole Polytechnique Montreal, Poly-Bro Inc., Les Roues Bleutec Inc. 
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MMHS
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■ IMSプロジェクト

NGMS (Phase I & II) 
Next Generation Manufacturing Systems 

PJ 1995 12 2005 11
2003 3

Phase I
NGMS Phase II

Phase
Phase I 1

2

Agile 
Manufacturing The Fractal Company

BMS

ADMS 4
Phase II Phase I

Phase I

Phase I

Phase II

Phase I

 Queensland Manufacturing Institute 

EU &  ABB Asea Brown Boveri, CAM-I Europe, Fraunhofer Society, IVF of Sweden, Kocklums AB,  
Karsruhe University, Limerick University 

 Caterpillar, CAM-I, Deneb Robotics, Eastman Kodak, Lockheed Martin Energy System,  
Arizona State University, Ohio State University, Stanford University, University of Iowa,  
University of Southern California, Virginia Polytechnic University 

Phase II

EU &  CAM-I Inc., IVF, Technology Transfer System of Milan 

 CAM-I Inc., Boeing, Caterpillar Inc., Ford Motor Company, General Motors Corporation, Honeywell,  
Lockheed-Martin, MEMC Electronic Materials, Rockwell Communications Caterpillar, CAM-I,  
Deneb Robotics, Eastman Kodak, Lockheed Martin Energy System, Arizona State University,  
Ohio State University, Stanford University, University of Iowa, University of Southern California,  
Virginia Polytechnic University 
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NGMS

/

Phase I

Phase II

SOM

3D

NGMS

NGMS 1999 2000 5 NGMS 2
Executive Committee Member / 3 6 5 NGMS

NGMS R&D
2 11 6

Cultural Expert Fee International Development Fund
NGMS

2
/
NGMS

2

NGMS

2
/

Swindon Cultural 
Events

IMS
/

Swindon
2 5
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■ IMSプロジェクト

HMS (Phase I & II) 
Holonic Manufacturing Systems 

PJ 1995 12 2006 3
2004 3

agility
flexibility

reconfiguration

1995
2000 3 Phase I 2000 4

2004 3 Phase II

1  HMS J2

2  HOPES HMS

3  HPS

1  2003 2 HMS J2
2003 3

HMS J2

2  HOPES

 The Broken Hill Proprietary Co. Ltd, Centre for Robust and Adaptive Systems,  
Commonwealth Scientific & Industrial Research Organisation, General Motors Holden,  
Holden Engine Company, Royal Melbourne Institute of Technology, University of South Australia 

 Alberta Research Council, DuPont Canada Ltd, Queen’s University, Simon Fraser University, 
University of Calgary 

EU & EFTA Softing GmbH (Germany), AEG Schneider Automation (Germany), ANAYAK (Spain),  
Fraunhofer Institut (Germany), Katholieke Universiteit (Belgium), Mercedes-Benz AG (Germany),  
Nestle (UK), Profactor, Austria, RAUTARUUKI (Finland), TEKNIKER Research Association (Spain), 
 University of Hannover (Germany), University of Keele (UK), VTT (Finland) 

 Rockwell International, National Center for Manufacturing Sciences, United Technologies,  
University of Connecticut 
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HMS

3  HPS

AGV

J2

3 2004 3

IMS

IMS 1990

IMS

1993
Allen-Bradley Holonic Manufacturing Systems 

(HMS)
IMS

1 2

3 IMS IMS

IMS
IMS

IMS Terms of Reference

IMS
IMS
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■ IMSプロジェクト

IF7 (Phase I & II) 
Research on Innovative and Intelligent Field Factory 

PJ 1997 5 2005 3

IF7 1995
4 2001 3 Phase I 2001 4

2007 3 Phase II Phase I

3K
Phase I 3

WP 1
2

3

Phase II

Phase II 1 2
3 4
4 WP

Phase I 
1  I

2 SI

3

4

V&R-Coms

5

Phase II 
1

 Canam-manac, Concordia University 

EU & Norway British Steel, Building Research Establishment, Construct IT, Imperial College, Lancaster University, 
Unisys Construction Solutions, Carlos III University of Madrid, Dragados, Raurtaruukki, City University,  
TU Munchen, Dykerhoff & Widmann AG, Royal Institute of Technology, Slavenburg’s Bouwbedrijven, VTT 



71IMS 20年史

IF7

2

3

3D-CG

4

5

6  3D-CAD

7

IF7

British Steel
2

SI
British Steel IF7 SI

2400
1 IF7
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■ IMSプロジェクト

GCO
Delivering the power of component software and open  

standard interfaces in computer-aided process engineering 
(Global CAPE-OPEN) 

PJ 2000 4 2002 3

GCO

CAPEOPEN:CO 97/1 99/6

2

1  GCO

2

1996
CALS

1999 2000

GCO

1  GCO

2

2001

E U IFP, BASF, BP, ELF Aquitaine, ICI, Norsk Hydro, DTU, Imperial College, INP Toulouse,  
Trondheim Univ., RWTH.LPT, RWTH.IS, Uni. Pol. Catalunya, Aspentech UK, Hyprotech SP, 
Dechema 

 DOW, UOP, Air Products, Carnegie-Mellon Univ,  Massachusetts Univ., Virginia Univ, 
ASPENTECH, SIMSCI, Protesoft, Honeywell Hi-Spec Solutions 

 Hyprotech 
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GCO

GCO

GCO CAPE Computer Aided Process Engineering
EU CAPE-OPEN

WEB

EU 97/10 98/3
EU 98/10
99/7 01/12 EU 99/7

EU 99/12 00/4
EU

EU
00/11

01/9 Toulouse
EU

01/12 CAPE
02 3 EU

IMS
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■ IMSプロジェクト

HUMACS 
Organizational Aspects of Human-Machine Coexisting System 

PJ 1997 2 2002 3

HUMACS 

WP-1:

WP-2:

WP-3:

VR-CG 
Collaboration

Design & Modeling

Concurrent & Participative
Simulation

Human Modeling & Ergonomics

PLATFORMPLATFORM

Advanced ICT

Socio-Technique

Human Science

BACKBONEBACKBONE

Human-Factors
Centered

Manufacturing EnterpriseNetwork
Motivate

Improvement
Creation

Innovation

Humans
Design & Modeling

Concurrent & Participative
Simulation

Human Modeling & Ergonomics

PLATFORMPLATFORM

Advanced ICT

Socio-Technique

Human Science

BACKBONEBACKBONE

Human-Factors
Centered

Manufacturing EnterpriseNetwork
Motivate

Improvement
Creation

Innovation

Humans

HUMACS

EU Ekono Building Engineering, ABB Flakt, ABB Installation, Ahstrom I-valo, Digital, E.Hiltunen Inlook,  
Ensto-Automation, ESMI, Extor, Fickars Power Systems, GWS Systems, Halton, Helvar, Honeywell,  
ISS Servisystem, Kone Cranes, Landis & Gyr, Nokia Aluminium, Parmaco, Puolimatka, Rautaruukki,  
Sarlin, Satel, Telecom Finland, Telepoint 

 CIRANO, Ecole Polytechnique de Montreal 

 Deneb Robotics, Inc., SRI International 



75IMS 20年史

HUMACS

WP-1  Info-Ergonomics Modeling

Scenes of success 

WP-2
Production Auction System

WP-3  CG-
CG-

DB

WP-3

Collaboration Interface Model
MCM CLM

Navigator Converter

HUMACS

2002 3 HUMACS 40

ESPRIT

PSIM
PSIM HUMACS

99 2 PSIM

PSIM

PSIM

ER-2001
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■ IMSプロジェクト

TES
Recycling for Composite Material Waste by Thermal Elutriation System 

PJ 2000 3 2002 3

WP-1
1

2

3

4

5
WP-3

1

2

WP-4
1 PENTAM 

2

3

WP-5
1

2

E U PE /ICT, AGR, ECOS, Ebara UK Ltd. 

 Airvac, Sankyu USA 
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TES

3

WP-7
1

LCA
2

TES

1997

TES

IMS
3 3

3
3

2

1
IMS

TES
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■ IMSプロジェクト

MISSION
Modelling and Simulation Environments for Design, Planning and 

 Operation of Globally Distributed Enterprises 

PJ 1997 12 2002 2

FA/CIM

Mission Modeling Platform MMP

4 WP

WP-1  MMP

WP-2  MMP MMP

WP-3

WP-4  MMP

E U IPK-Berlin Fraunhofer-Institut (Germany), BOSCH (Germany), CASA (Spain), Datalde S.A. (Spain),  
vr-architects (Austria), ProSTEP GmbH (Germany), Loughborough University (UK) 

 National Institute of Standards and Technology, Deneb Robotics, Pritsker/Symix, University of Maryland, 
Virginia Polytechnic Institute and State University, Defense Modeling and Simulation Organization,  
Black & Decker, TRW Corporation, University of Kentucky, Florida International University,  
Arizona State University, North Carolina A&T State University, University of Wisconsin,  
University of Tennessee, Nyamekye Research and Consulting Firm, University of Illinois,  
PennsylvaniaState University, ProModel Corporations, Autosimulations, Inc.,  
Micro Analysis & Design, Inc., Tecnomatix Technologies, Inc., Systems Modeling Corporation,  
Iowa State University, Air Force Research Laboratory Wright-Patterson Air Force Base,  
Engineering Animation, Inc. 
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MISSION

1  MMP
MISSION

MMP

2 WP MISSION

3

3

Production  10,000/M ( First 6 month)
      Volume   50,000/M ( 7 12 month)

100,000/M (13 month 
Shift Plan 1 shift ( Sub Assembly line )

    2 shift ( Machining line )
    3 shift ( Shipping )

Space 7,000  ( 140 m 50 m )

MISSION
Product

EU
US

JP

BOSCH
M

S Assy

CASA

DENSO
M

S Assy

B&D
M

F Assy

EU

JP

US
SCM

MISSION
Global Distributed Enterprise

MISSION Factory

MISSION
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■ IMSプロジェクト
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IMS 8
1994

1995 1996
IMS-MISSION
1997 2001

4
WG

4
IMS-MISSION DoD

HLA High Level Architecture
HLA

HLA
9.11

HLA

IMS-MISSION
2001 10 DC 2001 9 11

NIST
DC 6:00

2 2

IMS-MISSION IT 2002
IMS

2003 IMS
IMS

IMS-MISSION
NIST

IMS

IMS

1996
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■ IMSプロジェクト

SIMON
Sensor Fused Intelligent Monitoring System for Machining 

PJ 1999 10 2002 1

SIMON

5

-1
-2
1

2

3

-3
1

-4
1
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SIMON

2

-5
1

2

3

IMS-SIMON

IMS-SIMON Sensor Fused Intelligent Monitoring System for Machining
7 19

IMS

4

1 4
2

ESPRIT EU-SIMON 4
3

9
3
IMS-SIMON

4

IMS-SIMON
IMS-SIMON IMS



84 IMS 20年史

■ IMSプロジェクト

HARMONY
Coping with the Complexity of Business Innovation 

PJ 1998 11 2002 12

EFN

OS

WP-1 WP-4 4
WP-1 WP-2

WP-3

WP-4

4
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HARMONY

1  EFN
WP-4

WP-1
WP-2 3

WP-1
2 HARMONY

3  WP-2

4  WP-3
DRAS

5  WP-4
6

HARMONY

HARMONY 12
14 IMS

SOFAST & SPACE
DyACON REASON

HMS
HARMONY

5
IMS

IMS
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■ IMSプロジェクト

HUTOP 
Human Sensory Factor for Total Product Life-Cycle 

21

HUTOP

HUTOP

5 WP
WP-1

HUTOP
WP-2 WP-3 WP-4

WP-5
HUTOP

PJ 1997 9 2003 3



87IMS 20年史

HUTOP

1 WP-1

WP
2 WP

I/F

I/F

3  WP-5 WP
WP

4 WP-3
HUTOP

1995

IMS

1996 HUTOP HUTOP proposal

1995

HUTOP proposal

HUTOP proposal HUTOP proposal
CSEM HUTOP

1997 HUTOP proposal
Standing ovation

HUTOP 2004
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IMS

IMS 1990

IMS

IMS

IMS International Forum 

2004

NGMS 1996 4 3

20 IMS

IMS

IMS

IMS

1999 AGV AGV AGV

1995

IMS

IMS

RFID

IT

IMS

1996

10

20 IMS
AGV
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WP1
Sales and
services

WP1
Sales and
services

WP2
 Inter-enterprise 

delivery mgt

WP2
 Inter-enterprise 

delivery mgt

WP3
Distributed
engineering

WP3
Distributed
engineering

WP4
Integration

WP4
Integration

WP5 Dissemination & exploitationWP5 Dissemination & exploitation

Specifications of missing methods & toolsSpecifications of missing methods & tools

Proposed procedures & practicesProposed procedures & practices

Scenarios & use casesScenarios & use cases

Industrial prototypesIndustrial prototypes

Industrial requirementsIndustrial requirements

WebsiteWebsite Industry
promotion
Industry

promotion WorkshopsWorkshops Papers &
presentations

Papers &
presentations

Exploitation plansExploitation plans

StandardsStandards

VME
guidelines

VME
guidelines

DemonstrationDemonstration

Info package to
dissemination

Info package to
dissemination

Generic
architecture

for VME

Generic
architecture

for VME

I n d u s t r y   s p e c I f I c Generic

Figure 4.1 Overview of work plan

 CRC-IMST, CSIRO, Griffith University, Tenix 

EU YIT Corporation, Fortum Engineering Ltd., EPM, Technology AS, Baan, NTRACOM S.A., VTT,  
Technical Univ. of Denmark 

 Bühler AG , ETH - BWI 

Overview of work plan 

GLOBEMEN 
Global Engineering and Manufacturing in Enterprise Networks 

PJ 2000 1 2003 3

21

Virtual Enterprise-VE

Global 

Extended Manufacturing Enterprise

■ IMSプロジェクト
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■ IMSプロジェクト

6
WP

WP-1

WP-2

WP-3

WP-4 WP-3

WP-5
Web

WP-6

VE
VERAM Virtual Enterprise Reference 
Architecture and Methodology VE

VERA Virtual 
Enterprise Reference Architecture

VERAM VE

EPC
VE VE

VERAM
VERA VE

Function Information
Organization Resource

VE
VE

VE

VE
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GLOBEMEN

GLOBEMEN

GLOBEMEN Globeman21
19 3 2000/1-2002/12 Sales & Support

Inter-enterprise management Distributed engineering 3

2000 1 Saariselka 3 4
&

ISBN 951-38-5739-5
GLOBEMEN

Work Package WP
GLOBEMEN Mission-Vision-Objectives WP
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■ IMSプロジェクト

3DS (Phase I & II) 
Digital Die Design 

CAE

PJ 1997 5 2006 1

FEM
CAE

CAE

Digital Die Design System 
3DS

Phase I 3
WP-1

CAD/CAE/

WP-2

WP-3

Phase II

3

Phase I

EU ARCELOR (France), Cockerill Sambre (Belgium), DaimlerChrysler AG (Germany), ESI Group (France),  
Pechiney CRV (France), Renault Automobiles (France), UTS (Italy),  
Volvo Car Components Corporation (Sweden), CNRS-LPMTM (University of Paris Nord),  
FCTUC (Portugal), FEUP-DEMEGI (Portugal) 

AutoForm Engineering Gmbh (Switzerland) 
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3DS

Phase II Phase I

3DS

3DS CAE
2000 EU 22 2005

IPR IMS

EU 2 3

IMS
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■ IMSプロジェクト

IRMA 
A Configurable Virtual Reality System For Multi-Purpose 

 Industrial Manufacturing Applications 

PJ 2000 6 2004 2

4
WP - 

3 WP-4

WP-1

WP-2

WP-3

VR
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IRMA
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■ IMSプロジェクト

HIPARMS
Highly Productive and Reconfigurable Manufacturing System 

PJ 1999 9 2004 3

1
HV-FMS

E U University Hannover, Krause & Co.(Austria), Rover Group Ltd.(U.K.), FASTEMS,  Finn-Power(Finland), 
Eisenor, Etxe-tar, Tekniker(Spain), Univ. of Tech., Aachen, University Hannover(Germany),  
Tampere University of Technology(Finland) 

 Schneeberger, Powersoft 
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HIPARMS

1 HV-FMS

2

3  HV-FMS MC 
1/5

4  MC

5

HIPARMS

HIPARMS

3 15 13
HIPARMS 8 9 11

1 + 1G 60m/min
dN 250

2001 ICE
3
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IMS

IMS 20

JIT kanban kaizen TQC

GM NUMMI 1984

IMS

IMS

IMS

20 1989

1980 G. IPK

90 IT

GM
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GEM
Global Education in Manufacturing 

PJ 2002 4 2004 11

GEM

1

2

IT Web
IMS

3  GEM 7

22 556
7

E U SINTEF(Norway), Alfamicro(Portugal), CIMRU(Ireland), BIBA(Germany), NTNU(Norway) 

 EPFL 

 Lehigh University, Arizona State University, George Mason University 

 IRIS 

■ IMSプロジェクト
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■ IMSプロジェクト

A

 B 

 C 

 D 

 E 

 F CIT

 G 

Model for training at engineer update level
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GEM

GEM MOT

H17 2005 IMS GEM
Global Education in Manufacturing MOT Management of Technology

H14 2002 MOT
H17

MOT
H14 IMS GEM 3

MOT
H15 2003 1 10 MOT

H15 3 MOT
4 5 2 MOT

H15 4 GEM MOT

MOT H17 MOT
2 H15

1
GEM MOT IMS H3 1991 3

IMS
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■ IMSプロジェクト

EFSOT
Next Generation Environmentally Friendly Soldering Technology 

PJ 2003 7 2005 10

Pb 10

RoHS (Proposal for a 
Directive of the European Parliament and of the 
Council on the Restriction of the Use of Certain 
Hazardous Substances in Electrical and 
Electronic Equipment) 2006 7

Pb
NCMS (National center for 

manufacturing sciences) NEMI (The National 
Electronics Manufacturing Initiative)
IDEALS (Improved Design Life and Environ- 
mentally Aware Manufacturing of Electronics 
Assemblies by Lead-Free Soldering) 

NEDO

Pb

2000 IMS 2003
2
2004 3 5

Pb

Sn-Zn

Pb

Pb

Pb
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EFSOFT

Sn-Ag-Cu

Sn-Zn Sb
Pb

IMS

EFSOT IMS 2000 5

IMS

3 EU
5

データ開示、情報共有、技術公開

・Pbフリー化への国際的コンセンサス形成

・技術レベルへの均一化と開発効率化

・世界的なPbフリー化促進

・持続可能な社会システムの構築

・技術発展加速、量産効果による低コスト化

・環境への取組みのモデルケース提供
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■ IMSプロジェクト

ROBUST
Systematization of Quality Engineering and Development 

 of Software for its Application 

PJ 2000 7 2006 1

IMS

3 WP-1
WP-3

WP-1
WP-2

WP-3 I-CAMPS

3

1

2

3 I-CAMPS
1 2

4
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ROBUST

ROBUST

12 7 3
17 3 5

IMS 6

ROBUST

EU IMS IVF
EU-ROBUST

15

ASI
CAM-I

IMS
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■ IMSプロジェクト

CHEM
Advanced decision support system for  

Chemical/Petrochemical manufacturing processes 

PJ 2002 12 2006 1
2005 3

1

2

3

E U Universitat Politecnica de Catalunya (Spain), Lund University (Sweden), USTL-LAIL (France),  
Universitat de Girona (Spain), Institut Français du Pétrole, Gerth, Thalès (France),  
Gensym BV (Netherlands), VTT Industrial Systems, UPM-Kymmene (Finland),  
Computas AS (Norway), Corus-British Steel Limited (UK), Teesside Technology Centre,  
Metso Automation (Finland) 

 Seoul National University, Pohang University of Science and Technology, Dongguk University,  
AID Corporation, LG Chemical Ltd., Research Park, Samsung General Chemicals CO, Ltd.,  
LG Institute of E.S.&H. 
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CHEM

CHEM

IMS CHEM

8
REP

1998 VTT Tampere Finland Wollongong University
Wollongong

Sydney CHEM
Australia VTT

IMS 2000 CHEM
2000

2000 Paris 2001 Singapore 2002
Teeside 2003 Gerona 2004 Ulsan

2004
50

SICE IEEE IFAC
CHEM

5

IMS
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■ IMSプロジェクト

AIM
Acceleration of Innovative ideas to Market 

PJ 2003 5 2006 3

2003 2004 2

1

2

2

3
SH

TR GP BV
PMSS Program Management Support System

4 PMSS

2

5
MS-PROJECT BV

E U LABEIN (Spain), S-L (Germany), CTOOLS (UK), MBES (UK), Sema (Spain), ATB (Germany) 

 ICSL, ACC 

 Korea Institute of Industrial Technology, Electropia, Co. Ltd. 
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AIM

6 AIM

AIM PROMINENT

NPO

(PrgM)
90 PrgM

PrgM

IMS AIM/PROMINENT

4
PrgM IMS/AIM

03 04

(PrgM)
TR GP SH BV

4 Program Management Support System (PMSS)

BP
BP

WEB
2007 2 6

4
12

BP
http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/article/building/column/20061207/501520/ 
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■ IMSプロジェクト

RPD
Rapid Product Development 

PJ 1997 1 2007 8
2001 3

3

1 (DPL)

2 (RWDB)

3  MCM(Multi-Context Map) / CLM (Collabo- 
rative Linkage Map) 

1

/
3 5

2
IDEF

3

4
RWDB

 Queenland Manufacturing Institute, Advanced Rotomoulding Technology Pty Ltd,  
Complas Industries Pty Ltd, Dex Australia Pty Ltd, Linpac Polycast Pty Ltd, Seahaven Marinas Pty Ltd,  
Team Poly Pty Ltd, HPM Industries Pty Ltd, CSIRO Manufacturing Science & Technology,  
University of Queenland 

 Universite de Quebec 

EU & Norway Fraunhofer Institute for Manufacturing and Automation IPA, Bombardier-Rotax GmbH,  
Daimler-Benz AG, Ensinger, Materialise N.V., Styles Precision components Ltd., Wiba AB,  
De Montfort University, Danish Technological Institute, Centre for Product Development,  
Institutet for Verkstadsteknisk Forskning 
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RPD

5
ICCEE Integrated Collaboration and 

Concurrent Engineering Environment
IDEF MCM/CLM

GPSS

RPD 12
HUMACS

RPD

HUMACS 96
HUMACS RPD

RPD

RPD
HUMACS

HUMACS
CCA RPD 99 5

11

1 IMS
1 RPD RPD

HUMACS
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■ IMSプロジェクト

AEMS
Advanced Environmental Monitoring System for Production Facilities 

PJ 2002 10 2008 3

AEMS

AEMS

WP-1
WP-2

WP-3 WP-1
WP-3

AEMS 1 3

1

2

3

AEMS

 CadhamHayes Systems, Inc. 

E U Cranfield University, MedSci Consultants Ltd., ICI Paints Global SHE Department 

 Oak Ridge National Laboratory 

Monitoring well
Production facilities

Plume

Environmental
telemetry system

Artificial Toxin-Biosensor

Environmental monitoring center
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AEMS

1

WP-2

2

3

AEMS

AEMS
1997 2007 10

AEMS
AEMS

AEMS

2003
CCA 1 2004

IMS
IMS 10
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■ IMSプロジェクト

PROMISE
Product Embedded Information System for Service and EOL 

PJ 2003 4 2008 10

1

2

3

4

5

6

1
5

CVT
CVT

EPFL; ENOTRAC; Bombardier Transportation 

E U BIBA, Cambridge University, CATERPILLAR, Centro Ricerche Fiat, CIMRU, COGNIDATA GmbH,  
FIDIA SPA, Helsinki University of Technology, Indyon GmbH, Infineon Technologies,  
InMediasP, INTRACOM S.A., ITIA-CNR, MTS Group S.p.A., POLITECNICO DI MILANO, SAP AG,  
SINTEF, STOCKWAY Oy, WRAP S.p.A. 

 University of Cincinnati, Wisconsin-Milwakee, Stanford University; University of Michigan. 

 IRIS-Swinburne University of Technology, MRI Pty Ltd., AEEMA 

 Korea Aerospace University, KITEC, KAIST, Seoil Industrial Co. Ltd. 
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PROMISE

2

3

4

5 RFID

RFID Web 

6

Relations between workpackages 

W P 1
S ystem  req u irem en ts an d  sp ecificatio n s

W P 2
S ystem  M o d elin g  &

In p lem en tatio n

W P 3
L o g istics  an d

d ec is io n m akin g

W P 4
P ro to typ es  an d  D em o n strato rs

W P 5
S ystem  testin g  an d  evalu atio n

W
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 Im
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■ IMSプロジェクト

PROMISE

PROMISE
I. C. International Coordinator EU

4 3 I.C.
EU I.C. IMS

1
IMS 1 2

1 2
1 3

IMS
PROMISE

EU

IMS
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VIPNET
Virtual Production Enterprise Network 

PJ 2005 4 2009 2
2008 3

3 WP

WP-1
GPM: Generic 

Product Model

( )
GPM-DWH

WP-2

WP-3

 UQO, NRC-IMTI, UWO, Timelog International 

 IAE, KAIST 

 EPFL, Maillefer, Bombardier 

■ IMSプロジェクト
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■ IMSプロジェクト

VIPNET

Virtual Enterprise Network; 
VIPNET VIPNET 12 19 7

16 3 VIPNET

VIPNET CAD

1
( ) (

)
(

)
(

2 3
)
Generic Product Model GPM

2D CAD 3D CAD
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VIPNET

2D 3D
GPM DWH

2D 3D PC Enterprise Java Java Web Start

GPM DWH

AIE IMS

2 4 12 17 4 VIPNET
International Coordinating Partner (ICP)

Regional Coordinating Partner (RCP)
IMS

IMS
KAIST Han EPFL Pouly VIPNET

KAIST PWR 2D 3D CAD
EPFL GPM

18 VIPNET 19 ICP KAIST
VIPNET

IMS
3 18 VIPNET

2 VIPNET 3 VIPNET
18 12
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■ IMSプロジェクト

SINC-PRO
Self-learning Model for Intelligent Predictive Control System  

for Crystallization Process 

PJ 2003 9 2009 4
2005 3

70%

1

2

IMS

3

4

5
L

D

6
HF

7

8
FBRM

Insitu

EU IPCOS, DSM, ISMC, Purac, Kemira, Danisco, Roquette, TUD, UR, Labor, Innova 

Roche Vitamins, Mettler Toledo, ETHZ 
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SINC-PRO

9

10

1 GAS Gas
Anti-Solvent

11

12

DP

IMS SINC-PRO

IMS 13

5
IMS

IMS
4

4

IMS
IMS
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■ IMSプロジェクト

VHT
Virtual Heat Treatment tool for monitoring and optimizing HT process 

PJ 2006 4 2009 4
2008 3

(metallo-thermo-mechanics)
COSMAP
( DB)

DB
KBS

DSS
22

WP-1 Technical 
specifications WP-2 Design of 
the KBS DB WP-3 KBS 
development (collection of knowledge, real 
industrial cases and FEM input) DB 

WP-4 Databases development DB
WP-5 FEM adaptation

WP-6 Integration in the DSS 
of the KBS databases and FEM controls
DB 

WP-7 Industrial validation of 
the DSS
WP-8 Project management

1 COSMAP
COSMAP

Computer Simulation of Manufacturing  
Process

2 DB JIS 
SCr420H SCM420H S45C SUJ2 4 DB

SCM420H SCr420H

3 DB

(
)

4

E U Sciences & Computer Consultant, EMIT-Etudes Metallurgiques et de Traitement Thermique,  
Industeel, Metallografica, Centro Ricerche FIAT, SCANIA, Ecole des Mines a’Albi-Carmaux,  
Institut National Polytechnique de Lorraine, IWT, IVF 

 Yonsei University, DONG WOO, Pusan National University 
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VHT

5

6 DB

7 DB

8

9

IMS-International IMS
IMS-IF14

2002 9 IMS Virtual heat treatment tool for 
monitoring and optimising HT process=VHT

EU Lyon IMS
NEDO IMS

COSMAP NPO

MATEQ

IMS 2
Bremen

IWT IMS
EU
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■ IMSプロジェクト

IMS プロジェクトから MTP へ
－新しい枠組み－

IMS 活動の中心は IMS プロジェクトであるが、その提案から実施までには煩雑な手続きが必要なこと、

また知的財産権の取扱いは IMS の厳格な規定との合致が義務づけられることにより、近年計画の遅れや

プロジェクトの不成立が生じ、プロジェクトパートナーのみならず地域事務局からもその改善を求める声が

様々な会合で報告されてきた。また第 2 期に入るとプロジェクト成立は僅かに 2 件と大幅に減少した。

こうした背景のもと、2007 年 3 月 ISC24（韓国・釜山）において米国首席代表 Mr. Robert Kiggans は IMS
戦略の再検討を提案するとともに、5 つの新しい技術分野、名付けて“MTP: Manufacturing Technology 
Platform”を提示して地域の検討を求めた。5 つの MTP 分野は以下の通りである。

Sustainability 
Energy Efficiency 
Key Technologies 
Standards 
Education 

同年 8 月アンケート結果とその後の意見交換を米国が取りまとめ、MTP の定義と条件を示した“MTP 
Program”最終版を作成・配布した。当文書には MTP 提案者が利用できるよう MOA: Memorandum of 
Agreement のひな形が添えられた。MTP イニシャチブ（プロジェクト）が提案の条件を満たし、それぞれの

パートナーと地域事務局がMOAに連署すれば即時活動が開始できる、というのがMTPプログラムである。

MTP は IMS プロジェクトと異なり、その成果として期待されるのは共同の出版物、新しい研究開発計画の

実現、標準化、政策提案などであり、情報交換の色合いが濃くなっている。MTP プログラムは事実上、ISC
が当文書を承認したことを受けスタートした。2009 年 2 月に行われた ISC 電子投票により、従来の IMS プ

ロジェクトの新規発足は停止され、以降 MTP イニシャチブが IMS の活動の柱として位置づけられた。

これまで EU の提案を中心に 4 回の MTP ワークショップが ISC 会議と同時開催された。日本からは IMS
センターの企業・学術メンバーに加え ISC 代表団も参加し、発表、基調講演などを行った。

第 1 回： 2008 年 4 月 24 日（ISC26 前日） スイス・ベルン

第 2 回： 2008 年 10 月 2 日（ISC27 前日） スイス・モントルー

第 3 回： 2009 年 4 月 27 日（ISC28 前日） スイス・チューリッヒ

第 4 回： 2009 年 11 月 9-10 日（ISC29 前 2 日間） スイス・ジュネーブ
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IMSプロジェクトからMTPへ

2009 12 MOA IMS MTP
3

IMS2020 MTP
CO2PE
INTERCOATINGS

IMS
MTP 4

IMS MTP
IMS  MTP

IRS 4 ISC 2

IRS 6 ISC 8 IRS

3 MOA

3

20

2

MOA

NDA

MTP
NDA:

Nondisclosure Agreement

MTP
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IMS

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
2007

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17
H19

1

2 8 3

3 9 5

4 16 6

5 14 5

1 1

2 0

7 16 0

8 12 1

9 2 0

10 6 3

11 4 0

12 2 0

13 8 3

5 2

8 3

NGMS NGMS 12 7

NGMS- 6 5

REPP 7 1

POEM-DESC 3 2

CHEM 3 2 2002.12

16 2 3

HUMACS 10 5 1997.2

3 1

5 1

18 SIMON 4 3 1999.10

10 2

Globeman21 21 11 5 1995.10

GLOBEMEN 7 5 1999.10

20 2 2

6 4

4 4

3DS- 3 4

6 4

MISSION 9 6 1997.12

5 0

HIPARMS 8 7 1999.9

24 2 2

25 4 4

IF7 5 4

IF7- 3 5

27 3 1

1997.5

1997.5

1995.9

14

23

26

21

15

17

19

22

6

No.

CAE
3DS

■ IMSプロジェクト
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1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005
2007

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17
H19

5 0

GNOSIS 8 8 1996.1

12 0

MMHS 12 2 1996.11

7 6

3 6

HUTOP- 2 3

11 6

5 3

5 4

5 5

5 6

HMS-II 4 6

5 1

ROBUST 4 5 2000.7

33 RPD Rapid Product Development 3 3 1997.1

34 AMSS 2 1

35 TES 3 1 2000.3

5 3

2 2

37 SLAPS 2 1

38 GCO 2 0 2000.4

39 CAO 1 0

3 0

3 1

41 IRMA 2 2 2000.6

VIPNET
MATRIX 4 4

VIPNET 2 1 2005.4

43 EFSOT 7 11 2003.7

44 PROMISE
Prominence 4 3 2003.4

45 SINC-PRO 2 7 2003.9

46 LicoPro 5 1

47 VHT 4 4 2006.4

48 e-Com 3 1

49 GTEC 3 1

50 UMARK 1 0

AIM 2 2

AIM/
PROMINENT 2 2

52 GOMES 2 1

53 SATE 2 2

54 1 2

5 17 28 22 21 20 17 18 18 23 21 21 21 21 13

2003.5

1998.11

2002.10

1995.12

1997.9

28

29

42

31

32

36

40

No.

HMS

30

51

AEMS

HUTOP

HARMONY
DYNAS

IMS国内プロジェクト 
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日刊工業新聞に掲載され
た「IMS」の成果と将来
を展望した社説
（2009年11月13日（金）付）



事業活動記録

・ 委員会活動

・ IMS 国際運営体制と参加地域の変遷

・ IMS 国際運営委員会の記録

・ IMS 国際シンポジウム・フォーラム・技術講演会

・ IMS 技術交流会・技術交流サロン

・ IMS 研究成果報告会

・ IMS 見学会

・ IMS 海外動向調査および報告会

・ 国際会議等参加支援

・ アイデアファクトリー

・ 成果公開論文一覧

・ 研究成果報告書一覧

・ 広報活動

・ 表彰
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■ 委員会活動（平成元年度～平成11年度）その1
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■ 委員会活動（平成元年度～平成11年度）その2
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■ 委員会活動（平成12年度～平成21年度）
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■ 事業活動記録

IMS

 IMS

IMS ISC

ICP

RS
Japan

RS
EU

Norway

RS
USA

RS
Korea

RS
Switzerland

ISC: International Steering Committee
IRS: Inter-Regional Secretariat
RS: Regional Secretariat
ICP: International Coordinating Partner IMS
IIPRG: International Intellectual Property Rights Group

IIPRG

1995 4 1997 6
1997 7 2000 2
2000 3 2002 5
2002 6 2005 4
2005 5 2007 10
2007 11 2010 4

EU 2010 5

IRS

IMS

 IMS

2 IMS1 IMS

MTP

TOR

2010200920082007200620052004200320022001200019991998199719961995
2 IMS1 IMS

MTP

TOR

2010200920082007200620052004200320022001200019991998199719961995

TOR TOR

MTP (ISC25)

EU

EU + 

2010 1
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IMS

 IMS ISC HOD
ISC1 1995 4 ISC28 2009 4

ISC 1 1995 4
IMS IMS

EU EFTA
IRS IMS International

IMS 25 EU EFTA

ISC 2 1995 9
IMS Globeman21 NGMS ISC
IMS ISC ISC4

IMS IRS
ISC

ISC 3 1996 5

IMS IRS

ICE International Committee of Experts

1 WG
NGMS Globeman21

ISC 4 1996 11

IMS

HMS GNOSIS

■ 事業活動記録
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■ 事業活動記録

ISC 5 1997 5
EU

IMS ISC
Airaghi EU

WG
Globeman21 NGMS

ISC 6 1997 11
IRS

Airaghi WG ISC
HMS MMHS RPD

ISC 7 1998 5
Prof. Danielmeyer

IMS WG ISC8
NGMS HUMACS Globeman21

ISC 8 1998 11
IMS
IMS WG 1999 2000

50%
GNOSIS MMHS INCOMPRO

ISC 9 1999 5
IMS 5

CCA
Globeman21 HUMACS IF7

ISC 10 1999 11

WG
IMS IMS

RPD HMS INCOMPRO
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IMS国際運営委員会の記録

ISC 11 2000 6
IRS

CIWG Chair’s Initiative WG IMS

SIMON GNOSIS MMHS

ISC 12 2000 11
IMS

CIWG
IIPRG International IPR Group Letter of Intent

CCA
NGMS MISSION HIPARMS

ISC 13 2001 5
CIWG 4 10

9
IMS EU 20

12 5
IF7 3DS

HOD Narita  2002 2
9.11 ISC14 HOD

IPR
EU

ISC 14 2002 5

CCI Communities of Common Interest CCI
IMS TOR

2005 IMS IMS WG NIWG
GCO HUMACS

ISC 15 2002 11 DC
IRS

IRS IMS
CCI 1 MDDM
ICP EU
ROBUST
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■ 事業活動記録

HOD Seoul  2003 2
Prof. Claudio Boer CCI CCI

IRS CCI TOR
GEM
IMS EU

ISC 16 2003 5
NIWG TOR IRS

ICP IMS 2004 5
IMS

2 IMS 2005
4

GEM

HOD Montreal 2003 8
CIRP CCI Prof. Boer CCI

CCI
IMS IRS
NIWG Stuart McCormack

ISC 17 2003 12
Prof. Boer CCI
NIWG TOR IMS Strategy Working Group: 
ISWG IMS 2
IMS  Prof. Marco Taisch

IRMA

HOD Tokyo  2004 3
DMDM OOONEIDA n-ABLE CCI
IMS 2 HOD
EU IMS

ISC 18 2004 5
“ToR for Governance of the CCI” ISC

Prof. Asbjorn Rolstadas GEM project ISC
NIWG Stuart McCormack TOR
ISWG Dan Shunk 2

2005 5 1 30 IRS
GEM
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IMS国際運営委員会の記録

HOD Washington DC  2004 9 DC
CCI
Dan Shunk ISWG
Stuart McCormack NIWG

TOR HOD

ISC 19 2004 11
IMS 1 2005 4 30

IRS 2005 5 1
CCI Dr. Paul Kidd CCI ISC20
ISC NIWG TOR

TOR
GEM

HOD Seoul  2005 2
2 TOR

IRS IRS
“CCI Executive Summary”
IMS

ISC 20 2005 3 DC
4 2 IMS TOR

Manufacturing Engineering Education WG EU 11
Network of Excellence 1

2
ISC

ISC 21 2005 9
IRS

4
KRW25,000,000

ISC
IMS

IRS 2007 11 1
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■ 事業活動記録

HOD Seoul  2006 2
2 EU 85%

IMS Vision Forum 2006

ISC 22 2006 4
IMS Vision Forum 2006

IMS IMS Associate
Vision Forum ISWG

HOD HOD

ISC 23 2006 10
6 IMS Tony Strasser

IMS

“Procedures for Admission and Participation of IMS Associates” TOR
IMS

ISC 24 2007 3
IMS ISC EU IMS

TOR
“Project Procedure Manual”

Bob Kiggans ISWG

ISC 25 2007 9
IMS
225,000 2 CHF140,625 

1 CHF

ISWG MTP Manufacturing Technology Platform MOA
Memorandum of Agreement

6 -EU Fraunhofer Institute IPK Prof. 
Frank-Lother Krause



143IMS 20年史

IMS国際運営委員会の記録

ISC 26 2008 4
IRS

EU IMS
MTP Prof. Dimitris Kiritsis

Prof. Rolstadas EEWG Education Engineering Working Group
IMS MTP

2010 IMS ISC

ISC 27 2008 10
 ”Report of IMS Future Review Panel” EU

IMS International Manufacturing Society IMS

2010 IMS ISWG Mr. Kiggans
EU “IMS 2020” 2 IMS IMS

ISC MTP
MTP Prof. Kiritsis

IMS

ISC 28 2009 4
MTP MTP

EU 2010 5 IMS 11
MTP 2010 1

EU

ISC 29 2009 11
3 SEC52

ISC
IMS ISC

MTP
2 MTP
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■ 事業活動記録

ISC

ISC 1 1995 4  ( )

ISC 2 1995 9  ( )

ISC 3 1996 5  ( )

ISC 4 1996 11  ( )

ISC 5 1997 5 ( )

ISC 6 1997 11 ( )

ISC 7 1998 5 ( )

ISC 8 1998 11 ( )

ISC 9 1999 5 ( )

ISC 10 1999 11 ( )

ISC 11 2000 6 ( )

ISC 12 2000 11 ( )

ISC 13 2001 5

ISC 14 2002 5

ISC 15 2002 11

ISC 16 2003 5

ISC 17 2003 12

ISC 18 2004 5

ISC 19 2004 11

ISC 20 2005 3

ISC 21 2005 9 ( )

ISC 22 2006 4 ( )

ISC 23 2006 10 ( )

ISC 24 2007 3  ( )

ISC 25 2007 9  ( )

ISC 26 2008 4  ( )

ISC 27 2008 10  ( )

ISC 28 2009 4

ISC 29 2009 11  ( )

ISC 30 2010 4 ( ) ( ) ( )
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IMS国際運営委員会の記録

1 IMS
2005 3 20 IMS ISC20 1

1 10 IMS
ISC Robert Cattoi

IMS 1
5

7 17 IMS

IMS

IMS

IMS IPR IPR

IMS IMS IMS
ICP GNOSIS HIPARMS

IMS IMS IMS IMS
CIRP IMS IMS

HMS SIMON

IMS IMS IMS IMS IMS

IMS ISC19 IMS Manufacturing Prize IMS

5000

HUMACS MISSION RPD IF7
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■ 事業活動記録

2005 3 15 5 IMS 2

 IMS
20 12 IMS

2001 2007 IMS

IMS IMS Claudio Boer

校長

校長
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IMS

IMS 1990 12
FS 1992 2007

ISC25 IMS
IRS ISC 2

IMS 20
20

IMS

FS
IMS IPR

1994 1 FS 6
IMS TOR

20
HoDs

ISC
IT

IRS
IRS

IRS

IMS
ISC
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■ 事業活動記録

IMS

2 IMS IMS

IMS IMS IMS
5 IMS Forum IMS

2 17 IMS
IMS

2 6 4 13 00 17 00 

 TEPIA

 200

1990
2

1 IMS

4 3 16 17

322

1991
3

1
IMS

1 IMS Prof. N. P. Suh M.I.T.
2 Prof. H. V. Brussel Leuven
3 CIM

2

Prof. R. N. Nagel Lehigh

Prof. F. Jovane Politecnico di Milano Prof. Brussel
IMS Prof. G. Sohlenius Royal Insti. of Tech.

Prof. H. A. ElMaraghy McMaster
IMS Prof. G. Arndt Woollongong

Brussel Sohlenius Nagel ElMaraghy
Arndt
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IMS国際シンポジウム・フォーラム・技術講演会

2 IMS
1 IMS
2 21

5 3 29 30

 150 1 2

1992
4

1
1 IMS

IMS
Dr. R. Brown Director, Cooperative Research Center, IMS&T

IMS
Mr. K. Harrigann Former Chairman of Ford Canada

IMS
Ms. K. Tierney Commission of EC Ms. P. MacConail

USA IMS
Mr. S. D. Ricketts Center of Manufacturing Competitiveness

IMS IMS
2 IMS

UTC IMS
Dr. R. Herman Vice President, United Techno. Co.

IMS

ABB IMS
Dr. J. Pylkkanen Vice President, ABB Corporate Research Finland

Dr. P. Stelmaszyk Head of Industrial 
Feasibility Studies & Commercial Support, ITMI/Cap Gemini Sogeti

2

ESPRIT EUREKA Ms. K. Tierney 
Mr. S. D. Ricketts 

UTC Dr. R. Herman 
NAFTA Mr. K. Harrigann 

21 Prof. R. Nagel Lehigh

Dr. R. Brown 

3 IMS
5 11 30 12 1

 178

1993
5

1
International Collaboration in Intelligent Manufacturing Systems 

Policy Perspective
Chairman Mr. Bryan Smith (ICI) 
EC Ms. Patricia Maconail (EC) 
USA Dr. Phyllis G. Yoshida (DOC) 
Japan MITI

Industry Perspectives
Chairman Mr. Massimo Mattucci (COMAU) 
A US View Mr. David Mitchell (Rockwell International) 
A Canadian View Mr. Jack Purchase (Ainsworth Automation) 

IMS Test Cases 
The Experience of International Collaboration

Chairman Mr. Michael Parker 
Test Case2 Mr. Peter Davidson (ICI) 
Test Case6 Mr. Jim Carter (United Technologies) 

Factors of Success in Global Cooperation Prof. Luke Georgiou ( )
Panel Discussion IMS Feasibility Study Mid-term Assessment and Perspective 

Chairman Prof. Francesco Jovane (CNR) 
Panelists Mr. Bryan Smith (ICI) 

MITI
Mr. Jack Purchase (Ainsworth Automation) 
Mr. David Mitchell (Rockwell International) 
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■ 事業活動記録

2
21st Century Manufacturing 

Visions from Academia
Chairman Prof. Gerfriend Zeichen

Prof. Eero Eloranta
Prof. Roger Nagel

Industrial Needs
Chairman Prof. Gerfriend Zeichen
A European View Mr. Peter Harris (British Aerospace) 
A US View Mr. Bud Hyduk (EDS) 
A Australian View Mr. Edwin Van Lccuwon (BHP) 

Issues and Perspectives
Chairman Prof. Hans-Jurgen Warnecke (Fraunhofer Society) 

Mr. Richard Jackson (NIST) 
Mr. Helmut List (AVL) 
Mr. Tadashi Naito

IMS Forum 94
International Collaboration Toward The 21st Century 

6 3 9 10 00 17 40 

 262

1 IMS
IMS

IMS
2 F/S 

FTC1
FTC3 21
FTC4
FTC6 GNOSIS

3
Fundamental research in Robotics Prof. T. J. Tarn Washington
Concurrent Engineering of Computer Based Systems Prof. R. Lauber Stuttgart

IMS Forum 94 OSAKA 
6 11 2

 95

1994
6

IMS IMS

IMS IPR

IMS Forum 95
7 2 2 9 30 17 45

 235

1 IMS
IMS IMS

IMS
IMS

Mr. W. H. Terry IMS
2

Session 1: Total Product Life Cycle Issues 
Agile Manufacturing in the Semi-conductor Industry

Dr. John B. Campanale (Managing Director, Texas Instruments) 
Total Product Life Cycle Issues from an Australian Viewpoint

Mr. John C. Rowland (General Manager, Moldflow Pty. Ltd.) 
Session 2: Process Issues 
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IMS国際シンポジウム・フォーラム・技術講演会

Dr. Gregg Baiden (Superintendant, Automation and Robotics Inc.) 
Session 3: Strategy/Planning/Design Tools 

The Superhighway to a new Industrial Revolution
Dr.ch. de Sainte Marie (Research Engineer, ITMI APTOR) 

Session 4: Human/Organization/Social Issues 
The Organizational Human and Social Aspects of the AICIME Project in the Context 

of IMS Virtual World Dr. Alvaro de Oliveira (General Manager, Alfa Micro) 
Session 5: Virtual/Extended Enterprise 

Virtual/Extended Enterprise and the Flow of Knowledge Value
Dr. Steve Ricketts (Director, NCMS) 

Virtual Enterprise STEP
3 IMS

IMS Forum 95 Autumn 
Lift-off, IMS!! !!

7 11 29 9 30 18 00 

 303

1995
7

IMS

IMS
IMS IMS

Ms. Sue Bird EC DGIII

IMS Prof. Nam P. Suh

CALS IBM  CALS
IMS

CALS IMS

IMS Forum 96
8 11 1 9 30 17 40 

 279

1996
8

IMS
IMS IMS
IMS ISC Mr. W. Terry IMS

21

IMS IMS
IMS

HMS  Globeman21
GNOSIS  SIMON
NGMS  RPD

AIT Dr. T. Armastroff Daimler Benz
21 Dr. R. Jackson Director, NIST

Virtual Mining using Teleoperation and Automation Technologies
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■ 事業活動記録

IMS Forum 97
9 11 27 9 30 17 00 

 291

1997
9

IMS
IMS Dr. Don Williams

IMS IMS
EU IMS Dr. Willy Van Puymbroeck EU

IMS IMS
MMHS  IF7
HUMACS  MISSION
3DS  HUTOP

Prof. Leo Alting

IMS Forum 98
10 11 26 9 30 17 00 

 253

1998
10

IMS
IMS IMS

EU
EU Ms. Dietlind Jering EC XII IMS

IMS

21 IMS

 Woody Noxon CAM-I, President

Dr. Richard L. Kegg

IMS Forum 99
11 12 1 9 30 16 15 

 333

1999
11

Visionary Manufacturing Challenges for 2020
Dr. Bruce Kramer NSF

21
Research on Production for the Next Century

Prof. Dr. J.K. Tönshoff
IMS

MMHS GNOSIS NGMS
HMS



153IMS 20年史

IMS国際シンポジウム・フォーラム・技術講演会

IMS Forum 2000 

12 11 30 13 30 17 25 

 221

2000
12

Cooperative Research and Development between Universities and Industries
David Dornfeld

Collaboration between universities and industries in Europe
Flitz Klocke
IMS

IMS Forum 2001 

13 12 12 9 30 16 30 

 120

2001
13

From R&D to Commercialization
Dr. Paul J. Jorgensen Executive Vice President, SRI International

Setting up University  owned Companies at Cranfield, UK
Prof. Pat McKeown Cranfield University

Models of Participative Research and Engineering between University,  
Research-Institutes and Industries

Prof. W. Westkamper University of Stuttgart

IMS Forum 2002 

14 12 6 9 30 16 45 

 167

2002
14

IMS
MISSION
HMS Dr. James H Christensen Rockwell Automation

Experience and future of IMS  a European partner’s view
Mr. Martin Ollus VTT Industrial Systems

IMS Forum 2003 

15 11 21 9 30 17 00 

 158

2003
15

DaimlerChrysler’s Strategy and Response to the Environmental Challenge
Dr. Udo Hartmann DaimlerChrysler AG

Honda
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■ 事業活動記録

The Potential and Future of Environmental Technologies - Overview of EU 
Policies, Activities and Opportunities

Dr. Frédéric Gouardères European Commission -DG Research Industrial Technologies

IMS Forum 2004 

16 11 30 9 30 17 05 

 133

2004
16

New Paradigm for Mechanical Engineering Education: A Perspective from USA
Professor Dr. Masayoshi Tomizuka University of California, Berkeley

Engineering Education in Korea
Professor Dr. Byoung Kyu Choi Korea Advanced Institute of Science and 
Technology

An Overview of the GEM (Global Education in Manufacturing) Project
Professor Asbjørn Rolstadås Norwegian University of Science and Technology

17  IMS

17 11 29 13 10 17 00 

 125

2005
17

18  IMS

18 11 30 13 30 17 00 

M+

 126

2006
18

CEO
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IMS国際シンポジウム・フォーラム・技術講演会

19  IMS

19 12 4 13 30 17 25 

 133

2007
19

SCM

“Global Kawasaki”

20  IMS

20 12 2 13 30 17 25 

 111

2008
20

Innovation in Monodzukuri to Contribute to a More Sustainable World
Prof. Claudio R. Boër Chair of IMS International Steering Committee

COOL EARTH 50

3
 CSR

21  IMS
 IMS

22 2 4 15 00 17 40 
2009

21

IMS
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■ 事業活動記録

IMS

IMS

IMS 2

3 1212
17 20 13

1 IMS
3 11 29 10 30 17 00 

 40

1991
3

CIM

2 IMS
3 12 19 13 00 17 00 

 67

3 IMS
4 1 23 13 30 17 00 

 64

MAP
1

FAS FMS
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IMS技術交流会・技術交流サロン

4 IMS
4 2 14 13 00 17 00 

 122

CAD

FA

5 IMS
4 11 13

 57

1992
4

6 IMS
4 12 17

 35

IMS IMS

7 IMS
5 2 10 14 00 18 30 

 112

AUTOFACT’92 

EFTA

8 IMS
5 10 18 10 30 16 00 

51

1993
5
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■ 事業活動記録

9 IMS
6 1 19 13 40 16 40 

RITE

 24

 75

RITE

10 IMS
7 3 16 13 00 15 20 1994

6

IMS

EU RPD
Prof. Reiner Anderl

11 10 14 13 00 17 40 

 180

 53

1999
11

Micro and Precision Manufacturing with Conventional Cutting Procedures
Dr. Robert Hilbing IPT 

The Clear and Bar-Free Micro Surface Structure by Mechanical Machining on a 
Friction-Free Nano Machine

The Current Developments of Modern Machine Tools
Dr. Robert Hilbing IPT 

13 2 2 13 00 16 40 
2000

12

LCA
 LCA

Mr. H. Mueller BOSCH )
Dr. B. Karpuschewski
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IMS技術交流会・技術交流サロン

1 IMS
17 6 30 17 30 20 00 

 39

2005
17

2 IMS
18 1 26 17 30 20 00 

 IMS

 26

3 IMS
18 5 30 17 30 20 00 

 IMS

 23

2006
18

4 IMS
18 8 28 17 30 20 00 

 IMS

 24

IMS
18 11 1 15 00 18 00 

 IMS

 20

Patrick Grosshenning
Torsten Fiege

5 IMS
18 11 6 17 30 20 00 

 IMS

 24

TPS IT

6 IMS
19 2 13 17 30 20 00 

 IMS

 18
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■ 事業活動記録

7 IMS
19 5 16 17 40 20 15 

 IMS

 21

2007
19

8 IMS
19 8 30 17 30 20 05 

 IMS

 21

9 IMS
19 11 16 17 30 20 00 

 IMS

 23

10 IMS
20 2 6 17 30 20 00 

 IMS

 21

11 IMS
20 5 29 17 30 20 00 

 IMS

 18

2008
20

12 IMS
20 8 29 17 00 19 30 

 IMS

 19

13 IMS
21 2 20 17 30 20 00 

 IMS

 15
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■ 事業活動記録

IMS

IMS 1 IMS
9 CD-ROM

192

3 1991.9.25 5 2 G1
G5 5

4  1992.6.9 10 17 3 IMS

5  1993.6.10 11 23 4 IMS

6  1994.6.8 9 22 FS 5

1995.7.20 3
1995.9.5 3

1995.10.19 3
1995.11.16 3
1995.12.21 3
1996.1.23 3

7

1996.2.15 3

6
21

7 7

1996.7.11 5
1996.8.28 5
1996.9.30 5

8

1996.11.28 5

7
20

8 4

9  1997.9.10 11 24 17
10  1998.7.2 3 24 18
11  1999.7.14 15 24 18
12  2000.7.11 12 24 23
13  2001.7.10 11 24 21
14  2002.7.17 18 24 21
15  2003.7/23 24 24 21
16  2004.7.28 29 24 21
17 2005.7.20 24 13

IMS
9 2

18 2006.6.20 5

19 2007.7.3 6

20 2008.7.11 6

NEDO

17
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■ 事業活動記録

IMS

2

17 20 8

1 IMS
    17 9 28 14 00 18 00

    

 16

2005
17

    

CAM

2 IMS
    17 11 14 13 30 18 20

    

 25

    

3 IMS
    18 7 12 14 00 18 00

    

 17

2006
18
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IMS見学会

4 IMS
    18 12 15 13 30 17 30

    . .

 21

    
D-Shop

 D.G.

5 IMS
    19 7 30 15 00 18 30

     NTT

 16

2007
19

    
NGN AV

IP IP
IP

NTT

6 IMS
    19 12 17 14 00 18 00

    

 26

    
IT

7 IMS
    20 7 29 14 00 18 00

    

 29

2008
20

    

W/H
AGV B&KIT

8 IMS
    20 11 19 14 00 18 00

    

 18
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■ 事業活動記録

IMS IMS

IMS
2 6

7 80
4 IMS

2 1990
No.
1 SYSTEC 1990 10

2 Autofact ’90 Conference & 
Exposition 

1990 11

3 1991
No.
1  1991 10 24

11 1
AFNOR

2 Autofact ’91 Conference & 
Exposition 

1991 11 9 20

IMS
3  1991 11 17 24
4  1991 12 1 14

5  1991 12 7 18

6  1992 1 11 23
7  1992 1 19 30
8  1992 2 17 29

9  1992 2 22
3 1

10  1992 3 11 21

4 1992
No.
1 Autofact ’92 Conference & 

Exposition
1992 11 4 13 GM

2 EFTA  1992 11 15 22 IVA
NOKIA

3  1992 11 23
12 4

Adept Robot

Aisworth Automation

IMS
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4  1992 11 24
12 5

Telemecanique
Comau

Alcatel

5 1993
No.
1 1993 9 27

10 9
K.U. Leuven

Dassault System
Mercedes-Benz

2 CALS Expo International ’93
Autofact ’93 Conference 

& Exposition 

1993 11

3 1993 11 20
12 4

4

ASME ’93

1993 11 28
12 10

5 WSC ’93 1993 12

6 1994
No.
1 CIM-Europe  1994 10 2 9

2 Non-Factory 1994 10 2 14 4

3  1994 10 16 27
4  1994 10 23

11 4
5 Key

Factor
1994 11 1 13

6 ASME ’94 1994 11 2 13

7 Autofact ’94 Conference & 
Exposition 

1994 11 3 17

8 CALS Expo ’94 1994 12 3 15

7 1995
No.
1 ESPRIT-IiM ’95 1995 9 13 15
2 CALS Expo ’95 1995 10 23 26

3 Autofact ’95 Conference & 
Exposition 

1995 11 12 16

IMS 海外動向調査および報告会
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■ 事業活動記録

4  1995 12 3 13

5 AGILITY FORUM ’96 1996 3 3 11 IMS

6 1996 3 16 24

7
IROFA 

7 CIRP “The 3rd International 
Seminar on Lifecycle 
Engineering” 

1996 3 18 20 IMS

8 1996
No.
1 ESPRIT-IiM ’96 1996 9 28

10 6
2 Autofact ’96 Conference & 

Exposition 
1996 11 6 16

3 PDM: Product Data 
Management

1996 11 9 22

9 1997
No.
1 ESPRIT-IiM ’97 1997 9 21 27 2

IMS

2 Autofact ’97 Conference & 
Exposition 

1997 11 1 10

3 1997 11 29
12 11

4 North American International 
Autoshow COMDEX 

1998 1 15 29

5  1998 1 19 31 3

6  1998 2 25
3 8

2
IMS

10 1998
No.
1 Autofact ’98 Conference & 

Exposition 
1998 9 25

10 8
2 5 IST

IiM ’98
IMS Post Conference 

1998 10 4 15 European 
Commission DG3 DG12

IiM
 IPK

3 ERP
SCM

1998 11 16 25 BAAN AMR
Conference i2 Technology
Vitria

4 1998 12 2 11 Behavior Engine
United Airlines Interlinear 
Technology

5
/VR

1999 2 13 19 Infinite Pictures
Itochu Technology
SililconGraphics

IMS

6 1999 2 21 28 Daimler-Chrysler

IMS
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11 1999
No.
1 PDM  1999 7 20 31 Xerox Ford EME

2 1999 8 9 17 SigGraph ’99 Los 
Angels Technomatix
Deneb EAI

3 1999 10 6 17

IPA IML
Renault

4 1999 11 9 21
MIT SARCOS

5 1999 12 1 10 EAI
Ford

Winter Simulation 
Conference ‘99

6  1999 12 4 15 XML ’99 Philadelpha
webMethods KBSI

12 2000
No.
1 IT 2000 9 18 28 PIMRC-2000

CSEM ETZ Zurich
2 3D-Products-Data 2000 10 3 11 NTNU

SINTEF VTT 
Automation
Renault

3 2000 11 5 14 CD
ESI LMS

Inter’l
4 e- 2000 11 5 15 LEGO

SANDVIK
SYSTEM 2000

5 IT 2000 11 16 26 ADtranz
MASA

6 2000 3 3 10 Supply Chain World 
Latin America NIST
AFEI

13 2001
No.
1 EMO

Agile
2001 9 10 21 EMO IAA Siemens

14 2002
No.
1 2002 9 2 14 NIST

IMTS2002

2 2002 11 10 21

3 IT 2002 11 13 22 COGNEX Pilz USA
F&P

IMS 海外動向調査および報告会
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■ 事業活動記録

15 2003
No.
1 2003 9 29

10 11
IPA

IFF IEEE
ETHZ

2 2003 10 16 27
EMO

3
IT

2003 11 9 19 American supplier 
Institute GM Ford

16 2004
No.
1 2004 11 28

12 9 NIST GM

2
PLM

2004 12 5 12 IBM FORD
MOTOROLA

17 2005
No.
1 2005 9 11 23 ESSEN

HEF

18 2006
No.
1 EU 2006 9 9 17

19 2007
No.
1 2007 9 17 28 ICIP 2007

2 2007 9 19 28
IPK

3 2007 10 21 31 Waste Management 
Recycling America National
Center for Electronics 
Recycling

20 2008
No.
1

SCM

2008 9 9 19

2 2008 9 29
10 11

21 2009
No.
1  2009 5 24 31 IMS
2 2009 9 22

10 31
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4 1993/2/10

AUTOFACT'92

EFTA

5 1994/3/18 ( )

1.

2.

3.GA(Genetic Algorism)

CE Concurrent Engineering)

1.CE Rapid Product Development ( )
2.CALS (Computer-Aided Acquisition

and Logistic Support) AUTOFACT
3.Procuct Model CE

6 1994/6/28 5

CE

1994/12/20 ( ) AUTOFACT'94
10

CIM Europe

1995/1/17 ( ) CALS EXPO'94 6

1995/3/16 ( )

ASME'94

Non-Factory

7 1995/11/16 CIM-Europe(Iim)

1995/12/21 CALS'95

1996/1/23 AUTOFACT'95

8 1997/1/30 AUTOFACT'96

PDM(Procuct  Data Management)

Iim'96

9 1998/2/23

IiM'97

AUTOFACT'97 Conference & Exposition

Noth American International Autoshow,
COMDEX/PacRim

Latest laser technology and its effective
applications

10 1999/2/19

IiM98

98ERP(Enterprise Resource Planning)
SCM(Supply Chain Management)

AUTOFACT’98

11 2000/1/26

IMS

IMS 海外動向調査および報告会
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■ 事業活動記録

Computer Technology Solutions

12 2001/2/7

 e-

3D-Products-Data

13 2002/1/21
1.EMO
2.

MR(Mixed Reality)

14 2003/1/29

15 2004/1/23

IT

16 2005/2/1

     

17 2005/12/15 ( )
( )
( ) ( )
( )

18 2007/1/22

19 2008/1/24

CAD
CAM

20 2009/1/23
    

ABB KUKA IPA
BENZ VW

KTH EPFL BIMU
DLR PI

21 2009/12/17

IMS

( )
( ) )



171IMS 20年史

IMS

17

IMS IMS
IMS

IMS IMS

19

    17 6 27 7 3

EUROBUST
QMOD

2005
17

EUROBUST
ROBUST QMOD

    17 6 26 7 5

EUROBUST
QMOD

EUROBUST ROBUST
QMOD

    17 8 17 20

PSE 2005 ASIA 

IMS-CHEM

    17 9 14 17

1st International Conference on Distortion Engineering 2005 
EU

■ 事業活動記録

Computer Technology Solutions

12 2001/2/7

 e-

3D-Products-Data

13 2002/1/21
1.EMO
2.

MR(Mixed Reality)

14 2003/1/29

15 2004/1/23

IT

16 2005/2/1

     

17 2005/12/15 ( )
( )
( ) ( )
( )

18 2007/1/22

19 2008/1/24

CAD
CAM

20 2009/1/23
    

ABB KUKA IPA
BENZ VW

KTH EPFL BIMU
DLR PI

21 2009/12/17

IMS

( )
( ) )
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■ 事業活動記録

    18 4 11 15

IMS Vision Forum 2006 
IMS Project Meeting 

2006
18

VHT

    18 4 12 14

IMS Vision Forum 2006 
IMS Project Meeting 

IMS Vision Forum 2006 ROBUST
IMS Project Meeting ROBUST

    18 10 9 21

6th FSW Saint Sauver Canada
OLYMPUS NDT Quebec Canada
Ford Research Detroit U.S.A.
MegaStir Brigham Young Salt Lake City U.S.A.

FSW Friction Stir 
Welding

FSW

FSW
IMS

2

    19 1 28 2 22

daratechPlant2007 

IMS/VIPNET CAD daratechPLANT2007
Emerging Technology Emerging Technologies 

Pavilion IMS

    19 6 16 23

The 10th International QMOD (Quality Management and Organizational 
Development) in 2007 

2007
19

10 QMOD ROBUST

IMS-EU ROBUST

    19 9 14 15

IMS/VIPNET International Meeting 

IMS/VIPNET GPM
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■ 事業活動記録

IMS 2 IMS IMS
17

21 18

1 150
4 5 IMS

IMS
IMS

2 1
1

19



174 IMS 20年史

■ 事業活動記録

17
1 IC

 7
SCM

17 9 17 19 3 31
IC

IC

2 CAD/CAM/CAE

 4
17 9 1 19 3 31

1 2 3
4 5

3

 4
17 8 11 19 3 31

4

 3
17 9 1 19 3 31

5

 3
17 9 5 19 3 31

WG
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アイデアファクトリー

17
6

 6

17 11 1 19 3 31
1 2
3 4

5

7

 3
17 11 25 19 9 28

1 2
3

4

18
8

 3
18 5 10 20 3 31

CAD

IT

9 3

 3
18 7 6 20 3 31

3 3

3

19
10

 4
19 8 8 21 3 31

1
2 3 3
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■ 事業活動記録

11

 3
19 8 28 21 3 31

A

1 2
3 NC 4

B

12

 3
19 8 8 21 3 31

1 2 3 4
4

3D

-

13

 5
19 9 1 21 3 31

1
Product/Process/System

2

3

19
14

 4
19 11 15 22 3 31
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アイデアファクトリー

20
15 FS

 4
20 6 23 22 3 31

MQL Minimal Quantity Lubrication

16
1 2

 3
20 4 10 22 3 31

17

 4 2

20 4 7 22 3 31
2

1

2

20
18

 3
20 12 19 22 3 31

20
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■ 事業活動記録

5 1993
No. 
1 SIMON 

6 1994
No. 
1 Holonic Planing and Scheduling Architecture for Manufacturing HMS
2 Experimental Use and Extension of the FBS Modeler GNOSIS
3 Real time production scheduling in holonic manufacturing system HMS
4 HMS
5 MISSION
6 SIMON 
7
8 SYSFUND GNOSIS
9 SIMON 
10 NGMS
11 HMS
12 NGMS
13 HUTOP
14 Spacial Integration of Simulations MISSION

7 1995
No. 
1
2
3 A Planning and Scheduling Architecture or Holonic Manufacturing System HMS
4 MISSION
5 HUTOP
6
7 Cutting Force Sensing in Milling Process SIMON 
8 IMS Metamorphic Materials Handling System MMHS 
9 MISSION
10 SIMON 
11 21 Globeman21 
12 HMS
13 21 NGMS
14 GNOSIS
15 MISSION
16 SIMON 
17 SIMON 
18 “SUPER TALL BUILDING AND INNOVATIVE ROBOTICS CONSTRUCTION SYSTEM” 
19 SIMON 
20 HUMACS
21 HUTOP
22 FJV20UHS HIPARMS
23 GNOSIS
24 HMS
25 SIMON 

26 SIMON 
27 SIMON 
28 GNOSIS
29 Artifact Configuration Across Different Design Levels GNOSIS
30 GNOSIS
31 
32 HUTOP
33 HUTOP
34 HUTOP
35 The Post-Mass Production Paradigm,Knowledge Intensive Engineering,and Soft Machines GNOSIS
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成果公開論文一覧

36 A Manufacturing Paradigm toward the 21st Century GNOSIS
37 Development of a Sensor Utilizing a Magnetostrictive Effect for Detecting Cutting Torque in the 

Milling process 
SIMON 

38 SIMON 
39 
40 A Study on distributed simulator for large-scale discrete manufacturing systems HMS
41 HMS
42 SIMON 
43 ROBUST 
44 

8 1996
No. 
1 GNOSIS
2 NGMS
3 IMS GNOSIS

4 IMS GNOSIS GNOSIS
5 Japanese Industrial View on IMS Program Globeman21 
6 IMS GNOSIS

7 SIMON 
8 SIMON 
9 IMS GNOSIS
10 SIMON 
11 HMS
12 BP 
13 Color-gray Image Transformation for Appearance Inspection HUTOP
14 A Method of Generating Assembly Plans by Assembly Matrices GNOSIS

15 Generation of Refined Fastening Operations by using Tolerance Chains in an Assembly Process Planning GNOSIS
16 SIMON 
17 HUTOP
18 Applications of Virtual Systems in Total Product Life Cycle HUTOP
19 MISSION

20 MISSION
21 MISSION
22 THE CONCEPT OF A DESIGN AND PLANNING PLATFORM DPP Globeman21 
23 Enterprise Integration for Global Manufacturing towards the st Century Globeman21 
24 SIMON 
25 GNOSIS
26 Manufacturing System Aggregating Real Model and Virtual Model  Globeman21 

27 Knowledge Intensive Maintenance  Soft Machines New Approach Toward Advanced 
Maintenance 

GNOSIS

28 The Development of a Cellular Automatic Warehouse GNOSIS
29 HUTOP
30 Next Generation Manufacturing Systems (NGMS) in the IMS Program NGMS
31 Discrete/Continuous Hybrid Simulation for Autonomous Distributed Manufacturing System Using 

Scene Transition Net 
JGC NGMS

32 Specification of Image Features Which Contribute to Human Judgement of Sensory Inspection HUTOP
33 SIMON 
34 SIMON 
35 ROBUST 
36 Generation of Process Plants by Integrating Design Intention with Machining features RPD
37 CAD Globeman21 

9 1997
No. 
1 HMS HMS
2 GNOSIS
3 NGMS
4 GNOSIS:Knowledge systematization ; Configration Systems for Design and Manufacturing  GNOSIS
5 Globeman21 
6 A Manufacturing Paradigm toward the 21st Century GNOSIS
7 SIMON 
8 Knowledge-Based Support for Automated Diassembly GNOSIS
9 Agent Net-Based Modelling and Simulation of Automatic Storage/Retrieval System NGMS
10 IMS GNOSIS
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■ 事業活動記録

11 Current challenges in the application of agent theory to construction management in innovative, 
intelligent field factory 

IF7 

12 HUTOP
13 SIMON 
14 Automated Disassembly Support Tool GNOSIS
15 Induction and Deduction GNOSIS

16 Remote renewal by aggregating real and virtual models manufacturing systems Globeman21 
17 Development of Automatic Measuring System of Cutting Tool Geometry  SIMON 
18 Monitoring of Tool failure by Cutting torque in milling process SIMON 
19 HMS
20 HMS
21 The Development of an Object-Oriented Simulation System Based on the Thought Process of the 

Manufacturing System Design 
MISSION

22 AN ANALYSIS OF A LARGE SCALE MANUFACTURING SYSTEMS BY A PROTOTYPE  MISSION
23 HMS
24 NGMS
25 NGMS

26 SIMON 
27 GNOSIS
28 11 GNOSIS
29 12 GNOSIS
30 A hypertext-based design Documentation System for the knowledge intensive engineering Framework GNOSIS
31 An Architecture for aggregating Real and virtual Models in manufacturing Systems Globeman21 

32 Development of a Magnetostractive Torque Sensor for Milling Process SIMON 
33 Knowledge sharing and Organization by multiple ontologies GNOSIS
34 GNOSIS
35 NGMS
36 GNOSIS
37 RPD
38 An Agent Net Approach To Autonomous Distributed Manufacturing Systems NGMS

10 1998
No. 
1 SIMON 
2 SIMON 
3 2 SIMON 
4 4 SIMON 

5 NGMS
6 SIMON 
7 Prediction of Tool Wear and Tool failure in Milling by Utilizing SIMON 
8 GNOSIS

9 GNOSIS
10 GNOSIS
11 GNOSIS
12 Globeman21 Enterprise Integration for Global manufacturing for the 21th Century Globeman21 
13 NGMS
14 TES

15 TES

16 SIMON 
17 Development of upgradable Cellular Machines for Environmentally GNOSIS
18 1 Globeman21 

19 2 Globeman21 
20 3 Globeman21 
21  SISONG 
22 Designers' Intention Based CAD for Concurrent Engineering  
23 SIMON 
24 AEMS
25 A Process Design System based on Systematized Knowledge GNOSIS
26 Development of Virtual and real-field Construction management Systems IF7 

27 Computer Aided Continous Improvement KAIZEN)system on Operating the anufacturing System Globeman21 
28 Autonomous Robot Control architecture based on Manipulation Skills and Task Decomposition Rules HMS
29 TES
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成果公開論文一覧

30 Tool Breakage Detection by Comprehensive Monitoring System SIMON 
31 Factory workers-oriented programless visual inspection system HUTOP
32 Overview of IMS Project Human Factors for total Product Life Cycle HUTOP
33 Optimization of Deci tion-Making Parameters in Visual Inspection HUTOP
34 Simulation of Human Cooperation for Human-Oriented Production Process HUTOP
35 Optimization of Image Trans MISSION Based on Visual Characteristics in Remote Control HUTOP
36 Haptic and Gesture Human-Machine Interface with Sensibility HUTOP
37 IMS HMS HMS
38 Enterprise Integration for Global Manufacturing for the 21st Century Globeman21 
39 HIPARMS
40 
41 An Application of the Knowledge Intensive Engineering Framework to Architectural Design GNOSIS

42 IF7 
43 Elastic/crystalline Viscoplastic Finite Element Modeling Based on Hardening-softening Evolution Equation 3DS 
44 / 3DS 
45 HUTOP
46 Modeling of KANSEI to 3DShape for Personal Design HUTOP
47 The Effect of accent structure synchronization between music and motion pictures on the feeling of 

congruency 
HUTOP

48 Processing Method of KANSEI Words Using the Context File Representing the Situation in which 
They are used 

HUTOP

49 HUMACS
50 DBMS HUMACS
51 HUMACS
52 Assembly Model Data in Robot Cell Systems  Globeman21 
53 3 CAD Globeman21 
54 NGMS

11 1999
No. 
1 AMSS
2 POEM-DESC 
3 HMS
4 An Evaluation Tool for Eco-Design of Electrical Products Applied Engineering GNOSIS
5 POEM-DESC 
6  NOMIS NTN
7 HUTOP
8 GNOSIS GNOSIS
9 IMS IF7 
10 NGMS
11 GNOSIS
12 Knowledge Acquisition by Documenting Design for the Knowledge Intensive Engineering Framework GNOSIS
13  NOMIS NTN
14 1 GNOSIS
15 HMS
16 HMS

17 IF7 

18 HMS
19 HMS
20 GNOSIS
21 Shape error evaluation method for sheet metal forming 3DS 
22 Development of virtual and Real-freld Construction Management Systems in Innovative, Intelligent 

Field Factory 
IF7 

23 The Development of a Method for Integration between Different Types of Simulators MISSION

24 MISSION

25 The Development of an Object-oriented Simulation System Based on the Thought Process of the 
Manufacturing System Design 

MISSION

26 GA IF7 
27 Simulation of Human-Oriented Production Systems Considering Workers' Cooperation HUTOP
28 Globeman21 

29 Development of a Magnetostrictive Torque Sensor for Milling Process Monitoring SIMON 
30 HUTOP
31 A Method of KANSEI Acquisition to 3DShape Design and its Application HUTOP
32 An Application of the Knowledge Intensive Engineering Framework to Building Foundation Design GNOSIS
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■ 事業活動記録

33 A Simulation Methodology using Worker's Cooperation Model for Human-Oriented Production Process HUTOP
34 AEMS
35 IF7 

36 Development of Virtual and Real-field Construction Management Systems in Innovative, Intelligent 
Field Factory 

IF7 

37 Basic Research on Development of Magnetostrictive Sensor for Detecting Cutting Force SIMON 
38 SIMON 
39 SIMON 
40 Real-time Based Information Management System For Shop Floor Control In Virtual Factory IF7 
41 The Next Stage in DFE: from Research to Application GNOSIS
42 AGV MMHS 
43 GNOSIS
44 TES
45 Personal Room Modeling System and Gesture Recognition System for Personal Design Evaluation HUTOP
46 HUTOP
47 Geesture Reconnition for Human-Friendly Interface in Designer-Consumer Cooperate Design System HUTOP
48 Logistics HUTOP
49 HUTOP
50 WWW HUTOP
51 HUTOP

52 HMS
53 IMS MISSION
54 IMS GLOBEMEN
55 GNOSIS
56 HUTOP
57 HUTOP
58 Intelligent Monitoring System for Grinding Process by Recurrent Fuzzy Inference -Evaluation of 

Inferred Surface Roughness Using Degree of Fuzziness- 
NTN SIMON 

59 HUTOP

60 Supply Chain Management with Multi-agent Paradigm HUTOP
61 Supply Chain Management with Market Economics HUTOP
62 Supply Chain Management based on Market Mechanism in Virtual Enterprise HUTOP
63 HUTOP
64 HUTOP
65 Multi-Agent Based Supply Chain Management with Market Economics HUTOP
66 Gesture-Sensitive Interface for Human-Machine Interaction HUTOP
67 HUTOP
68 On the Detection of Feature Points of 3D Facial Image and Its Application to 3D Facial Caricature HUTOP
69 Facial Caricaturing System with Concurrent Feedback Channel from Gallery HUTOP
70 Hough HUTOP

71 Web-PICASSO HUTOP
72 Hough DTHT HUTOP
73 PICASSO HUTOP
74 Hough Eye-contact Camera HUTOP
75 HUTOP
76 Hough Eye-contact Camera HUTOP
77 HUTOP
78 HUTOP
79 HUTOP
80 Web-PICASSO HUTOP
81 HUTOP

82 HUTOP
83 Hough HUTOP
84 Hough DTHT HUTOP
85 Hough DTHT HUTOP
86 General Report on the Current Activities of Ad-hoc research & Technical Committee on Image 

Processing of JSNDI 
HUTOP

87 Part1 HUTOP
88  PICASSO

 PICASSO
HUTOP

89 HUTOP
90 HUTOP
91 HUTOP
92  Application of Caricature Image to Human Interface HUTOP
93 Proposal of High-speed Hough Transform Algrithm MRHT HUTOP

94 10 HUTOP
95 NDI HUTOP
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成果公開論文一覧

96 Factory workers-oriented programless visual inspection system HUTOP
97 TES
98 YAG SLAPS
99 High-Speed Simultaneous Observation of Plasma and Keyhole Behavior during High Power CO2

Laser Welding 
SLAPS

100 Dynamics of Keyhole and Molten Pool in High Power CO2 Laser Welding SLAPS
101 GNOSIS
102 4 GNOSIS

103 GNOSIS
104 Self-organization of the Cellular Manufacturing System GNOSIS
105 GNOSIS
106 5 GNOSIS

12 2000
No. 
1 NGMS
2 IMS GLOBEMEN
3 IF7 
4 HUTOP
5 MMHS 
6 Flexible Transport System by Cooperation of Conveyer-Loaded AGVs MMHS 
7 7 HMS
8 SLAPS
9  SMGN KKN
10 OA TES
11 IF7 
12 IF7 

13 HUTOP
14 HUTOP
15 AEMS AEMS
16 HMS
17 HUTOP
18 AEMS
19 PICASSO HUTOP
20 Dynamic Facial Caricaturing System Based on the Gaze Direction of Gallery HUTOP
21 On the Detection of Feature Points of 3D Facial Image and Its Application to 3D Facial Caricature HUTOP
22 Generating Facial Images Eye-contacting with Partner on the TV Conference Environment HUTOP
23 An Interactive Facial Caricaturing System Based on the Gaze Distribution of Gallery HUTOP
24 Hough MRAHT HUTOP

25 Sensor Selection by Reliability Based on Possibility Measure (Acquisition of Sensor Selection Rule 
Using Evolutionary Strategy) 

SIMON 

26 Part2 HUTOP
27 Sensor Selected Fusion Using Selection Rule Acquired by ES (Application to Interence of Surface 

Roughness in Grinding System) 
NTN SIMON 

28 HUTOP
29 Proposal of High-Speed Hough Transform Algorithm MRHT HUTOP

30 HUTOP
31 Environment for developing Holonic Manufacturing System Applications - HMS Shell - HMS
32 Factory workers-oriented programless visual inspection system HUTOP
33 BASIC STUDY ON DEVELOPMENT OF SENSOR TO DETECT CUTTING FORCE 

COMPONENTS BASED ON VILLARI EFFECT 
SIMON 

34 SLAPS
35 IMS SIMON SIMON 
36 SIMON 
37 HMS
38 AEMS

39 3DS 
40 PMPP GNOSIS
41 IMS GNOSIS GNOSIS
42 MISSION MISSION
43 

3
IF7 

44 IF7 
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45 
1

IF7 

46 
2

IF7 

47 
3

IF7 

48 3 CG IF7 

49 
2

IF7 

50 3DS 
51 TES
52 TES

53 IF7 
54 IMS MISSION PROJECT -MISSION Modelling Platform MISSION

55 IF7 
56 AEMS
57 Virtual and Real-field Manufacturing Information Management System with Extranet 

Communication 
IF7 

58 Design Agent for Manufactuing Systems MISSION
59 HMS
60 CAO
61 4 GNOSIS

62 GNOSIS
63 MISSION

64 Knowledg Intensive Engineering Towards Sustainable Products with High Knowledg and Service 
Contents 

GNOSIS

65 IF7 

66 A Study on Description Method for Manufacturing Systems Engineering Process MISSION

67 Description and analysis of manufacturing system engineering process MISSION

68 MISSION

69 Globeman21 

70 MISSION

71 ADFE Support Tool using CAD Model Files for Data Input GNOSIS
72 POEM-DESC 
73 Agile Assembly System by "Plug & Produce" HMS
74 Holonic Robot System for Assembly HMS
75 HUTOP
76 HUTOP
77 An Overview of IMS-HUTOP Project HUTOP

78 Simulation of Human-Oriented Production Processes Aimed at Providing Higher Worker 
Satisfaction 

HUTOP

79 Holonic Control System HMS
80 IRMA 
81 Web-based maintenance manual with three-dimensional simulation model GLOBEMEN
82 Virtual enterprise architecture and its supporting methods/tools for managing supply chain system 

life cycle 
GLOBEMEN

83 NEO-KAIZEN applications on the generic operations support and renewal GLOBEMEN

84 A booking-type production system as a collaboration method for virtual enterprises GLOBEMEN

85 Development of virtual and real-field construction management systems in innovative, intelligent 
field factory 

IF7 

86 2 MISSION
87 IF7 
88 Study on Innovative and Intelligent Field Factory IF7 

89 Study on Innovative and Intelligent Field Factory IF7 
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90 AEMS
91 Development of Eco-sensor based on Lipid Membrane AEMS
92 Holonic Control System HMS
93 TES
94 DYNAS
95 HUTOP
96 The effects of audio-visual synchronization on the attention to the audio-visual materials HUTOP
97 The effects of Synchronization of Temporal Structure of Sound and Motion Picture on the 

Impression of Audio-visual Context 
HUTOP

98 HUTOP
99  SMGN KKN

100 Decentralized Scheduling in Holonic Manufacturing Systems HMS
101 HMS
102 An Overview of IMS-HUTOP Project HUTOP

103 A Method For 3DShape Design Utilizing Kansei Input HUTOP
104 Multi-Agent based Supply Chain Management with Market Emergence HUTOP
105 Virtual market emergence for resource allocation in supply web HUTOP
106 Agent-based Double Auction Algorithm for Global Supply Chain System HUTOP
107 B to B Electronic Commerce Server with Virtual Market, E-business HUTOP
108 HUTOP
109 Supply Chain Management with Virtual Market Concept HUTOP
110 HUTOP
111 Supply Chain Management with Virtual Market Analogy HUTOP
112 Hand-Shaped Interface for Intuitive Human-Robot Communication through Haptic Media HUTOP
113 A basic study on autonomous characterization of square array machining cells for agile 

manufacturing 
114 AEMS

13 2001
No. 
1 22 TES
2 TES
3 AEMS
4 HUTOP
5 U HUTOP
6 HUTOP
7 NGMS
8 TV TES
9 Design Agent System for Collaborative Design Process in Manufacturing Systems MISSION

10 MISSION
11 USB HUTOP
12 HUTOP
13 Recent developments in sheet metal forming simulation 3DS 
14 NGMS
15 HMS
16 HUTOP
17 SLAPS
18 New Chemical Process Economic Analysis Methods GCO
19 AEMS
20 A Flexible Robot System for Assembly with a Concept of Holon HMS
21 Holonic Robot System: A Flexible Assembly System with High Reconfigurability HUTOP
22 Holonic Controller and Assembly Task Planning HMS
23 IT MISSION
24 TES
25 Work Dispatch and Path Planning of Automobile Crane by Cure-type GA IF7 
26 AEMS
27 Application of Wavelet transformation to process diaGNOSIS POEM-DESC 
28 Detection of Abnormal Condition of Control System Using Wavelet Analysis POEM-DESC 
29 GLOBEMEN

MISSION
30 

IBM
GLOBEMEN
MISSION

31 GLOBEMEN
MISSION

32 AEMS
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33 AGV MMHS 
34 Intelligent laser process control in the micro spot welding for Copper SLAPS
35 "Plug & Produce" HMS
36 HMS
37 Human-Robot Cooperative Manipulation with Motion Estimation HMS
38 NGMS
39 Research on Total Cost Evalution System for Shipyard IRMA 
40 U HUTOP
41 An Overview of IMS-HUTOP Project HUTOP

42 Simulation Model for Human-Oriented Production Process in Consideration of Human Factors HUTOP
43 IRMA 
44 Autonomous Decentralized Lot-Making for Plate Design Problem NKK NGMS
45 AEMS

46 Application of Wavelet transformation to process diaGNOSIS POEM-DESC 
47 IF7 
48 AEMS
49 AIE VIPNET

14 2002
No. 
1 GCO
2 Supply chain management with market economics HUTOP
3 Supply chain management in Agile Manufacturing Environment HUTOP
4 HUTOP
5 HUTOP
6 HUTOP
7 HUTOP
8 HUTOP
9 NGMS
10 Plug&Produce HMS
11 EFSOT
12 YAG SLAPS
13 HUTOP
14 NGMS
15 PTZ HUTOP
16 PTZ HUTOP
17 3D HUTOP
18 HUTOP
19 HUTOP
20 HUTOP
21 Estimation and modeling of eye movement by facial image processing and its applications HUTOP
22 Proposals of KANSEI Human Facial Media on HUTOP Production Cycle HUTOP
23 A Project for Automatic Facial Caricaturing System: Profile PICASSO on PC HUTOP
24 Motion PICASSO HUTOP
25 Hough HUTOP

26 HUTOP
27 HUTOP
28 LMedS Hough HUTOP
29 Hough HUTOP
30 HUTOP
31 IMS EFSOT
32 SIMON 
33 Automated Calibration of Robot Coordinates for Reconfigurable Assembly Systems HMS
34 AEMS

35 Experimental Investigation on the Behavior of a Micro Droplet Jet AEMS

36 Distributed Self-Simulation of Holonic Manufacturing Systems HMS
37 NGMS
38 AEMS
39 Application of Wavelet anaiysis to chemical process diagnosis CHEM
40 CHEM
41 Application of Virtual Simuration Environment to Oil Process Unit Control CHEM
42 EFSOT
43 Human-Robot Cooperative Handing of an Object with Motion Estimation HMS
44 Automatic Calibration of Assembly Robots for Instantaneous Installatoin "Plug & Produce" NTT HMS
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55 MISSION

56 Plug&Produce NTT HMS
57 Teaching of Grasp/Graspless Manipulation for Industrial Robots by Human Demonstration NTT HMS
58 Evaluation and Comparison of Change of Environmental Load by Substitution to The Lead Free 

Solder of An Electric Device 
EFSOT

59 Sn-Sb Cu EFSOT
60 HARMONY
61 Simulation of Seeded Batch Cooling SINC-PRO 
62 Design of Reverse Logistic System with Reverse Wholesal Business and Reverse Logistic 

Distribution Centers for Closed Loop Supply Chains in the Construction Industry 
HARMONY

63 Collaborative Design Supporting System for Manufacturing Systems MISSION
64 MISSION
65 Method and Tool for Design Process Navigation and Automatic Generation of Simulation Models 

for Manufacturing Systems 
MISSION

66 MISSION

67 SLAPS
68 Remote Maintenance Support in Virtual Service Enterprises GLOBEMEN

69 NGMS
70 NGMS
71 HARMONY
72 A Proposal of Auction-Based Autonomous Operation of Square Array Machining Cells HIPARMS 
73 A Study on Characterization of Agile Manufacturing System with Square Array Layout of 

Machining Centres 
HIPARMS 

74 HIPARMS 
75 MISSION

76 Development of an After-Sales Support Inter-Enterprise Collaboration System Using Information 
Technologies 

GLOBEMEN

77 Supreme: Supply Chain Integration by Reconfigurable Modules GLOBEMEN
78 Web Based Operation Instruction System Using Wearable Computer 

NTT
GLOBEMEN

79 EFSOT
80 EFSOT
81 Distributed Engineering Environment for Inter-Enterprise Collaboration GLOBEMEN
82 HMS HMS
83 NGMS
84 HMS
85 NTT HMS
86 Zn EFSOT
87 IRMA 
88 ENVISION IRMA 
89 EFSOT
90 3D HUTOP
91 Development of an Augmented Reality based 3D Catalog for Electronic Commerce HUTOP
92 Decentralized SCM System on Multi-site Plants with Various Uncertainties NGMS
93 HMS
94 HMS

45 Linking the Virtual Production Enterprises through a Network AIE VIPNET

46 Web AIE VIPNET

47 Construction of Technology Knowledge Infrastructure AIE VIPNET

48 GCO
49 SINC-PRO 
50 Seeded batch multi-stage cooling crystallization of potassium alum SINC-PRO 
51 Seeded batch multi-stage cooling crystallization to produce crystals of a controlled average size SINC-PRO 
52 IBM GLOBEMEN

53 MISSION Modeling Platform MISSION

54 IBM GLOBEMEN
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39 AEMS
40 E&I AEMS

41 IMS Program and HMS Project HMS
42 Wavalet CHEM
43 Overview of the AEMS project E&I AEMS

15 2003
No. 
1 Sn-Ag-Cu EFSOT
2 A proposal on negotiation methodlogy in virtual enterprise HUTOP
3 An analysis on game theoretic negotiation dynamism based on multi-agent paradigm in virtual enterprise HUTOP
4 HUTOP
5 HUTOP
6 SINC-PRO 
7 L- SINC-PRO 
8 Aggregation of Acetanisidide Molecules in the Under-and Super-saturated Solution and Its Effect on 

Crystallization 
SINC-PRO 

9 Determination of Critical Seed Loading Ratio for the Production of Crystals of Uni-Modal Size 
Distribution in Batch Cooling Crystallization of Potassium Alum 

SINC-PRO 

10 Seeded Batch Multi-Stage Natural Cooling Crystallization of Potassium Alum SINC-PRO 
11 Seeded Batch Cooling Crystallization of Adipic Acid from Ethanol Solution SINC-PRO 
12 Manufacturing adapter of distributed simulation system using HLA MISSION

13 EFSOT
14 A Study on Distributed Simulation Systems to Evaluate Manufacturing Systems Using HLA MISSION

15 EFSOT
16 Distributed self-simulation framework for holonic manufacturing systems HMS
17 SCM HMS
18 A Multi-agent Based Manufacturring Resource Planning and Task Allocation System NGMS
19 NGMS
20 A graph based approach for an extended resource planning and line balancing problem NGMS
21 PROMISE 

22 HMS
23 Self-Organizing Map for Group Technology Oriented Plant Layout Planning NGMS
24 HLA MISSION

25 MISSION

26 
IBM

GLOBEMEN

27 Wavelet CHEM
28 3DS 
29 A Conditional Clustering Algorithm Using Self-Organizing Map NGMS
30 Real-Time Task Decomposition and Allocation for a Multi-Agent Robotic Assembly Cell NTT HMS
31 A Holonic Architecture for Easy Reconfiguration of Robotic Assembly Systems NS HMS

32 HMS
33 An Easily Reconfigurable Robotic Assembly System NTT HMS
34 VHT
35 VHT
36 VHT
37 EFSOT
38 HIPARMS 

95 HMS

96 HMS Development and Implementation Environment HMS
97 HMS

98 NGMS NGMS

99 Development of a remote fault diagnosis system applicable to autonomous mobile robots 
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39 AEMS
40 E&I AEMS

41 IMS Program and HMS Project HMS
42 Wavalet CHEM
43 Overview of the AEMS project E&I AEMS

15 2003
No. 
1 Sn-Ag-Cu EFSOT
2 A proposal on negotiation methodlogy in virtual enterprise HUTOP
3 An analysis on game theoretic negotiation dynamism based on multi-agent paradigm in virtual enterprise HUTOP
4 HUTOP
5 HUTOP
6 SINC-PRO 
7 L- SINC-PRO 
8 Aggregation of Acetanisidide Molecules in the Under-and Super-saturated Solution and Its Effect on 

Crystallization 
SINC-PRO 

9 Determination of Critical Seed Loading Ratio for the Production of Crystals of Uni-Modal Size 
Distribution in Batch Cooling Crystallization of Potassium Alum 

SINC-PRO 

10 Seeded Batch Multi-Stage Natural Cooling Crystallization of Potassium Alum SINC-PRO 
11 Seeded Batch Cooling Crystallization of Adipic Acid from Ethanol Solution SINC-PRO 
12 Manufacturing adapter of distributed simulation system using HLA MISSION

13 EFSOT
14 A Study on Distributed Simulation Systems to Evaluate Manufacturing Systems Using HLA MISSION

15 EFSOT
16 Distributed self-simulation framework for holonic manufacturing systems HMS
17 SCM HMS
18 A Multi-agent Based Manufacturring Resource Planning and Task Allocation System NGMS
19 NGMS
20 A graph based approach for an extended resource planning and line balancing problem NGMS
21 PROMISE 

22 HMS
23 Self-Organizing Map for Group Technology Oriented Plant Layout Planning NGMS
24 HLA MISSION

25 MISSION

26 
IBM

GLOBEMEN

27 Wavelet CHEM
28 3DS 
29 A Conditional Clustering Algorithm Using Self-Organizing Map NGMS
30 Real-Time Task Decomposition and Allocation for a Multi-Agent Robotic Assembly Cell NTT HMS
31 A Holonic Architecture for Easy Reconfiguration of Robotic Assembly Systems NS HMS

32 HMS
33 An Easily Reconfigurable Robotic Assembly System NTT HMS
34 VHT
35 VHT
36 VHT
37 EFSOT
38 HIPARMS 

95 HMS

96 HMS Development and Implementation Environment HMS
97 HMS

98 NGMS NGMS

99 Development of a remote fault diagnosis system applicable to autonomous mobile robots 

44 VHT
45 A graph based approach for an extended resource planning and line balancing problem NGMS
46 Experimental Investigation on the Behavior of a Micro Droplet Jet AEMS
47 HMS
48 Toward the Practical Uses of Holonic Manufacturing Systems HMS
49 Evaluation of Soldering Properties with Various Types of Metallization EFSOT
50 IMS EFSOT EFSOT

51 The Cost Effectiveness of the Machining of Box/Cylindrical Parts by a Multi-task Machine Tool HIPARMS 
52 High productive Machining of Box/Cylindrical Parts by a Multi-task Machine Tool HIPARMS 
53 A Study on Self Organised Planning Algorithm of Machining Cells with Square Array Layout HIPARMS 
54 EFSOT
55 Age and Gender Estimation based on Facial Image Analysis HUTOP
56 Age and Gender Estimation using Wrinkles HUTOP
57 Programless Visual Inspection with Flexible Arm Camera HUTOP
58 VHT
59 Evalution of Heat Transfer Coefficient in Jominy End-quench Test VHT
60 Object Recognition for Autonomous Robot Utilizing Distributed Knowledge Database HUTOP

16 2004
No. 
1 Sn-In Sn-Cu EFSOT
2 RoHS 6 2004 EFSOT
3 HMS
4 HMS

5 1 NTT HMS
6 2 NTT HMS
7 Application of Virtual Simulation Environment to Fluid Catalytic Cracking Unit Control CHEM
8 AEMS

9 1 3DS 
10 Environment pollution monitoring using Eco-sensor based on bilayer lipid membranes AEMS
11 Advanced environmental monitoring system for the environmental risk management AEMS

12 Globeman21 
13 AEMS

14 A Rapid Analysis Method for Production Line Design e-Com 

15 e-Com 

16 e-Com 

17 A Collaborative Rapid Analysis Method for Decision-making in Assembly Line Design e-Com 

18 Eco-sensor Based on Bilayer Lipid Membrane for the Advanced Monitoring of Environmental 
Pollutants 

AEMS

19 Biological Impact of Metals in Lead-Free Solders EFSOT

20 Review of IMS Project EFSOT Japan 2003 - Environmental Impact of Lead-Free Soldering - EFSOT

21 Global Collaboration for Lead-Free-IMS Project EFSOT EFSOT
22 Wave Soldering Process with Sn-Zn Lead-free Solders EFSOT
23 HIPARMS 

24 A Study on Self Organization Functions for Agile Manufacturing in Square Arrayed Machining 
Centers 

HIPARMS 

25 MISSION

26 e-Com 

27 CHEM
28 CHEM
29 NN CHEM
30 CHEM
31 Integrated virtual plant environment for analyzing chemical plant behavior CHEM
32 DiaGNOSIS of a Unit-Wide Disturbance Caused by Staturation in a Manipulated Variable CHEM
33 VHT
34 The Overview of IMS Project EFSOT Japan 2003 EFSOT
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35 An Optimizing Method Printed Wiring Board design compatible with lead-free soldering EFSOT
36 HUTOP
37 Lifecycle-Oriented Design of Flexible and Agile Production Systems LicoPro 

38 HUTOP
39 UMARK: Paper VOD System using Figure Code Recognition UMARK
40 HAB: Human-centric Augmented Browser UMARK
41 UMARK News Release UMARK
42 2 3DS 
43 EI AEMS

44 EFSOT
45 EI AEMS
46 AEMS
47 AEMS
48 AEMS
49 EFJ NGMS
50 Navigation of Collaborative Manufacturing System Design Based on a Dpio-model MISSION

51 Application of Simulation Technology to Plant Optimization and Control CHEM
52 Stress Dependence of Transformation Plastic Behavior VHT
53 Simulation and Verification of Residual Stresses and Distorton in Carburizing-quenching Process of 

a Gear Shaft 
VHT

54 A Cooperative Activity on Quenching Process Simulation VHT
55 VHT

56 Filtration Properties of Amino Acid Crystals Produced by Anti-Solvent Crystallization SINC-PRO 
57 The Effects of Impurities on Crystallization of PolymorphSubstance AE1-923 SINC-PRO 
58 Control of Polymorphs on the Crystallization of Glycine Using a WWDJ Batch Crystallizer SINC-PRO 

17 2005
No. 
1 AEMS
2 Sn-Ag-Cu EFSOT

3 Sn-Zn EFSOT

4 Sn-9mass%Zn EFSOT

5 EFSOT

6 AIM
7 PIV AEMS
8 EFSOT

9 AEMS
10 AIM
11 

1
AIM

12 
2

AIM

13 AIM
14 EFSOT
15 Development of evaluation methodology for surface deflection defects employing directed and 

ranged curvature difference 
3DS 

16 EFSOT
17 A Study on Resource Allocation with Buying Behavior in B to B Commerce HUTOP
18 Recent Development of Heat Treating Simulation in Japan VHT

19 Cooperative Research to Optimize Heat Treating Process Condition by Computer Based Technique VHT

20 Identification of Transformation Plastic Behavior relevant for Heat Treatment Simulation VHT
21 Cooperative Research to Optimize Heat Treating Process Condition by Computer Based Technique VHT

22 Computer Simulation Evaluation of Carburized Helical Gear VHT
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18 2006
No. 
1 AEMS
2 Evalution of Online Optimization Using Dynamic Simulation Environment CHEM
3 RoHS EFSOT
4 AEMS
5 Development and Verification of Virtual Heat Traetment Tool by Coperative Reserch Project VHT VHT

6 Simulation and Experimental Verification of Carburised and Nitrided Quenching Process VHT

7 CAE VHT
8 VHT
9 VHT
10 VHT
11 A Lifecycle Simulation Framework for Production Systems LicoPro 
12 
13 4 3DS 
14 3DS 
15 Development of Simulation Tool for Optimizing Operation Conditions of Carburized Quenching 

Process 
VHT

16 Computational study of gas quenching process on carburizing hypoid ring gear VHT
17 HUTOP
18 3 HUTOP

19 HUTOP
20 ‘ ’ HUTOP
21 ‘ ’ HUTOP
22 Eco-sensor and Eco-chip AEMS

19 2007
No. 
1 HP

1 (2007/02/06) 2007/04/24 11
AIM
PROMINENT 

2 Research and development of program management supporting system AIM
3 VHT
4 3DS 
5 Metallo-thermo-mechanical Simulation of Carburized Quenching Process by Several Codes - A 

Benchmark Project - 
VHT

6 "Plug & Produce" Functions for an Easily Reconfigurable Robotic Assembly Cell DoCoMo USA HMS

7 Validation of Estimated Heat Transfer Coefficients during Quenching of Steel Gear VHT

8 Development of redesign method of production system based on QFD HARMONY

9 CAE VHT
10 MATEQ VHT

11 Phenomelogical Mechanism of Transformation Plasticity and the Unified Constitutive Equation of 
Transformation- thermo-mechanical Plasticity 

VHT

12 VHT

20 2008
No. 
1 HIPARMS 
2 Phenomenological Mechanism of Transformation Plasticity and the Constitutive Law Coupled with 

Thermo-mechanical Plasticity 
VHT

3 ― VHT
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2 1990
No. 
1
2
3
4
5

3 1991
No. 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 

4 1992
No. 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 
11 

12 
13 
14 
15 
16 

■ 事業活動記録
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17 21
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 AI
26 
27 
28 

5 1993
No. 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 
11 
12 
13 21
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 AI
21 
22 

6 1994
No. 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 CAE
11 
12 
13 
14 
15 
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16 
17 
18 
19 AI
20 
21 

7 1995
No. 
1
2
3
4
5
6
7 21
8
9 CAE
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 AI
19 
20 

8 1996
No. 
1 NGMS
2
3
4
5 21
6 CAE
7
8
9
10 
11 
12 
13 HMS
14 
15 Rapid Product Development
16 
17 



195IMS 20年史

研究成果報告書一覧

9 1997
No. 
1 NGMS
2
3
4
5 21
6 CAE
7

8
9
10 
11 
12 
13 
14 
15 Rapid Product Development
16 
17 
18 

10 1998
No. 
1 NGMS
2

3
4
5 21
6 CAE
7

8
9
10 
11 
12 
13 
14 
15 Rapid Product Development
16 
17 
18 
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11 1999
No. 
1 NGMS
2

3
4
5
6 CAE
7
8
9
10 
11 
12 
13 
14 
15 Rapid Product Development
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 

12 2000
No. 
1
2
3
4
5
6 CAE
7
8
9
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
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13 2001
No. 
1
2
3
4
5
6 CAE
7
8
9
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 

17 
18 
19 
20 
21 

14 2002
No. 
1
2
3
4 CAE
5
6
7
8
9
10 
11 

12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
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15 2003
No. 
1
2 CAE
3
4
5
6
7
8
9
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 

16 2004
No. 
1
2 CAE
3
4
5
6
7
8
9
10 

11 
12 
13 
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IMS

IMS IMS
2 7

IMS 4
IMS

IMS
4 2

IMS

7 IMS
IMS

8
8 11 10 IMS Newsletter
1

IMS 20

IMS IMS Newsletter 

IMS

IMS 8 1
1 IMS Newsletter

11 10
19 2 IMS

8 1 11 10 19 2

■ 事業活動記録
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 IMS CD-ROM 
3 16 IMS

CD-ROM
IMS

IMS
IMS IMS

1

 IMS CD-ROM 
9 20 IMS

CD-ROM 18

CD-ROM IMS

1

8 11 18

 IMS
IMS IMS

IMS

1989 5 1993 7 1995 9 1997 17 2005
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11 10 IMS IMS
IMS IMS

IMS IMS
IMS IMS

IMS
19

181999
11
12 1

14

IMS 5 23

 IMS

GNOSIS

Manufacturing System Aggregating Real Model and Virtual Model 

Globeman21 

 IMS CD-ROM 
3 16 IMS

CD-ROM
IMS

IMS
IMS IMS

1

 IMS CD-ROM 
9 20 IMS

CD-ROM 18

CD-ROM IMS

1

8 11 18

 IMS
IMS IMS

IMS

1989 5 1993 7 1995 9 1997 17 2005
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Simulation of Human Cooperation for Human-Oriented Production Process 

HUTOP 

HIPARMS 

1

GNOSIS

IMS IMS 6 30

HUMACS

Globeman21 

REPP 

BMS

NGMS
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表 彰

IMS 3 102000
12
11 30

MMHS

Flexible Transport System by Cooperation of Conveyer-Loaded AGVs 

MMHS

Knowledge Intensive Engineering towards Sustainable Products with High 
Knowledge and Service Contents 

GNOSIS

IMS IMS 3 14

Rajagobalan Rajkumar

IRMA

GLOBEMEN

TES 

IMS 2 4

Holonic Robot System: A Flexible Assembly System with High 
Reconfigurability 

2001
13
12 12

HMS

HUTOP 
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IMS IMS 3 20

TES 

HARMONY

IMS 2 9

Research on Total Cost Evaluation System for Shipyard 2002
14
12 6 IRMA

Simulation Model for Human-Oriented Production Process in Concideration 
of Human Factors 

HUTOP 

IMS IMS 2 14

GCO

MISSION
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表 彰

IMS 3 8

Development of a remote fault diagnosis system applicable to autonomous 
mobile robots 

2003
15
11 21

HMS

EFSOT 

IMS IMS 1 1

PROMISE 

IMS 1 3

Evaluation of Soldering Properties with Various Types of Metallization 2004
16
11 30 EFSOT 

IMS IMS 1 7

EFSOT 

IMS 1 8

A Cooperative Activity on Quenching Process Simulation 2005
17
11 29

VHT
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IMS IMS 2 6

LicoPro 

SINC-PRO

IMS 2 4

Simulation and Experimental Verification of Carburised and Nitrided 
Quenching Process 

2006
18
11 30

VHT

A Study on Resource Allocation with Buying Behavior in B to B Commerce

HUTOP 

IMS 1 42007
19
12 4

HUTOP 



資 料 編

・ 歴代企業会員一覧

・ 学術会員一覧

・ IMS センター体制

・ IMS 運営規約（TOR: Terms of Reference）
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No. 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 AIST
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 

■ 資料編
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I.  PREAMBLE 
 
This document sets forth the Terms of Reference for the partners of the 
Intelligent Manufacturing Systems (IMS) scheme for international cooperation in 
research and development in Intelligent Manufacturing Systems.  These 
Terms of Reference are not intended to create obligations under international or 
domestic law.  
 
 
II.  PURPOSE 
 
The IMS scheme is an international and multilateral cooperation scheme in 
which Participants work cooperatively to boost industrial competitiveness, solve 
problems facing manufacturing worldwide, and develop advanced 
manufacturing technologies and systems to benefit humanity. Its purposes are 
to: 
1. enhance knowledge-based manufacturing in industry to improve the 

quality of life and citizens and improve the global environment; 
2. share manufacturing knowledge and to transfer it to future generations; 
3. increase the participation of SMEs in international collaborative activities; 
4. adapt educational and training activities to support the knowledge-based 

manufacturing industries; and 
5. contribute to establishing common, global norms and standards. 
 
 
III.  RATIONALE  
 
Manufacturing has been and continues to be an important element in the global 
economy. It remains a primary generator of wealth and is critical to establishing a 
sound economic basis for economic growth. 
Properly managed international cooperation in research and development in 
advanced manufacturing can help improve manufacturing operations.   IMS 
provides the framework within which cooperative research and development 

activities can flourish.  IMS – 
1. provides a structure for global, “forward-thinking” syntheses (e.g., 

roadmaps, analyses, foresight); 
2. fosters the creation of networks to reinforce interaction and collaborative 

research and development; 
3. fosters the development of consortia to undertake collaborative research 

and development projects (including cooperative work on 
pre-standardization topics); 

4. provides an intellectual property rights management framework (Technical 
Appendix 1) for international collaboration and dissemination activities; and 

5. disseminates research results broadly. 
 
 
IV.  OPERATING PRINCIPLES 
 
IMS collaborative activities proceed on the following bases: 
1. contributions to, and benefits from such cooperation, are equitable and 

balanced; 
2. collaborative projects have industrial relevance; 
3. collaborative project should include where possible academic participation; 
4. collaborative projects are carried out by inter-regional, geographically 

distributed consortia; 
5. collaborative projects can occur throughout the full innovation cycle; 
6. IMS project activities under government sponsorship or using government 

resources should not involve competitive research and development; 
7. results of collaborative projects are shared through a process of controlled 

information diffusion; and 
8. there should be protection for an equitable allocation of any intellectual 

property right created or furnished during cooperation projects. 
 
 
V.  STRUCTURE AND FUNDING 
 
IMS is governed by a management structure that consists of: 
1. An International Steering Committee; 
2. An Inter-Regional Secretariat; and 
3. Regional Secretariats. 
 
A.  Funding for the Management Structure 
a. Each Participant will fund its own participation; 
b. Each Participant will determine the method by which its own participation 

will be funded; 
c. Each Participant will contribute in an equitable manner in funding or in kind 

to defray the costs of operating the Inter-Regional Secretariat;  
d. Each Participant will be responsible for supporting its own delegation; and 
e. Each Participant will have the right to audit the operations of the 

management structure. 
f. Principles for setting up and executing the IRS budget shall be in 

accordance with Technical Appendix 2. 
 
B.  Funding for the Projects 
1. Each Participant will fund its own participation; and 
2. Each Participant will determine the method by which its own participation 

will be funded. 
 
 
VI.  MANAGEMENT STRUCTURE 
 
A.  IMS International Steering Committee.  The IMS International Steering 
Committee will oversee the IMS scheme.  Members must be eminent 
representatives of the Participants’ industrial, academic, or governmental/public 
administration sectors who are knowledgeable in manufacturing issues.  
Members must be willing and able to devote the necessary time and effort 
involved in guiding the IMS scheme.  
1. Composition.  Two members and one observer from each Participant will 

normally comprise a Participant’s delegation.  
 
Selection of delegation members is at the discretion of each Participant, in 
accordance with the appropriate laws and provisions of their respective 
Participant governments/ public administrations.  Designation of alternate 
delegation members is recommended, but not mandatory. 
 
Each delegation will have a head of delegation who will serve as the chief 
spokesperson for the delegation.  Selection of the head of delegation is at 
the discretion of each Participant, in accordance with the appropriate laws 
and provisions of their respective Participant governments/public 
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administrations.   
 
Each Participant’s delegation to the meetings of the IMS International 
Steering Committee may be accompanied by two representatives from its 
designated Regional Secretariat.  Additional attendance is at the 
discretion of the chair of the IMS International Steering Committee. 

2. Consensus.  The IMS International Steering Committee will reach 
decisions by consensus of its members. 

3. Chair.  The chair of the IMS International Steering Committee will rotate 
among the Participants and will be decided by the IMS International 
Steering Committee.  The term of each chair will last for thirty months.  
During the term when a Participant chairs, that Participant also is 
responsible for organizing the Inter-Regional Secretariat.  The Participant 
which is to take the following term will serve as vice chair. 

4. Responsibilities.  The IMS International Steering Committee will 
determine  policies and strategies for undertaking, and for the evolution of, 
the IMS scheme, including the matter of new Participants.  It will also: 

 
a. provide overall guidance, set strategic priorities, review, amend, and 

update Technical Appendices 3, 4, 5, 7, and 8 and additional 
Technical Appendices within the scope of these Terms of Reference, 
and oversee the  implementation of IMS; 

b. oversee the Inter-Regional Secretariat and approve its budget; 
c. provide international promotion for IMS and for manufacturing as a 

generic discipline; 
d. endorse projects as provided in Section X; 
e. set performance metrics of the scheme and provide a regular report 

in respect of same; 
f. ensure activities undertaken under this scheme are done in a 

manner consistent with the purpose, principles and structure agreed 
upon by the Participants; 

g. foster communication among the International IMS Steering 
Committee, the Inter-Regional Secretariats, and the project 
consortium members; 

h. sponsor and approve new IMS documents; and 
i. form interim task forces or committees (e.g., for technical or legal 

issues), if necessary, to accomplish its work. 
 
B. Inter-Regional Secretariat.  The Participant that chairs the International 

Steering Committee will be responsible for organizing and managing the 
Inter-Regional Secretariat.  The Inter-Regional Secretariat’s primary role is 
to execute the policies and actions as decided by the IMS International 
Steering Committee.  The responsibilities of the IMS Inter-Regional 
Secretariat are listed in Technical Appendix 4.   

 
C. Regional Secretariats.  The governments/public administrations and 

public organizations of the Participants will organize and manage their 
respective Regional Secretariats in a manner they see fit.  The 
responsibilities of the IMS Regional Secretariat are listed in Technical 
Appendix 5. 

 
 
VII. TRANSITION TO AND COMMENCEMENT OF THE 
IMS SCHEME 
 
A.  Transition.  It is the intention of the Participants that IMS projects 
endorsed under the original scheme should be considered to be continued to 
be endorsed by the current ISC and its successor upon commencement of the 
new IMS scheme.  Other IMS activities, including processing of applications to 
become a Participant, shall continue without interruption. 
 
B.  Commencement.  The IMS scheme will commence upon: 
(1) the ratification of the Terms of Reference for the IMS Scheme by at least 

three (3) Participants. Participants under the pre-existing IMS Scheme 
become new Participants under this scheme when they ratify these Terms 
of Reference; 

(2) the appointment of the members to the IMS International Steering 
Committee; and 

(3) the designation of the Regional Secretariats. 
 
 
VIII.  DURATION OF THE IMS SCHEME 
 
Participants will review the scheme  every five (5) years to determine whether it 
should be continued, modified or terminated. A Participant may withdraw at any 
time subject to twelve (12) months’ notice to other Participants. 

IX.  ADMISSION OF NEW PARTICIPANTS 
 
The IMS International Steering Committee can admit new Participants. The 
procedures for admission of new Participants are set forth in Technical Appendix 
6. 
 
X.  FORMATION AND EVALUATION of PROJECT 
CONSORTIA AND OTHER COLLABORATIVE 
INSTRUMENTS 
 
The IMS International Steering Committee shall have the authority to set the 
procedures for: (i) project consortia and formation, evaluation and review; these 
procedures are set forth in Technical Appendix 7; and (ii) other collaborative 
instruments within the scope of these Terms of Reference. 
 
XI.  SMALL AND MEDIUM-SIZED ENTERPRISES 
 
The Participants individually and the IMS International Steering Committee will 
develop mechanisms to enlist SMEs directly and indirectly in the IMS scheme.  
A representative list of these mechanisms is in Technical Appendix 8.  
 
XII.  DISSEMINATION OF RESULTS 
 
Dissemination of information is of the utmost importance and is required in the 
IMS scheme.  However, all information dissemination must comply with the 
intellectual property rights provisions in Technical Appendix 1. This includes the 
dissemination of interim and final project technical results. 
Information dissemination will occur at the project, regional and inter-regional 
levels. This dissemination shall be, but not limited to, written reports, international 
symposia, and publications by members of the academic sector. 
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 1:  Intellectual Property Rights 
Provisions for Research and Development Projects 
 
Objectives 
These provisions lay down mandatory requirements as well as recommended 
principles for PARTNERS which wish to participate in a PROJECT conducted 
within the Intelligent Manufacturing Systems Scheme (IMS SCHEME). The 
objectives of these provisions are to provide adequate protection for intellectual 
property rights used in and generated during joint research and development 
PROJECTS under the IMS SCHEME while ensuring: 
(a) that contributions and benefits by PARTICIPANTS, from cooperation in 

such PROJECTS, are equitable and balanced; 
(b) that the proper balance is struck between the need for flexibility in 

PARTNERS’ negotiations and the need for uniformity of procedure among 
PROJECTS and among PARTNERS; and 

(c) that the results of the research will be shared by the PARTNERS through a 
process that protects and  equitably allocates any intellectual property 
rights created or furnished during the co-operation. 

 
Article 1:  Definitions 
1.1  ACCOUNTING. The sharing of any consideration such as royalties or 
other license fees by one PARTNER with another PARTNER when the first 
PARTNER which solely or jointly owns FOREGROUND discloses, licenses or 
assigns it to a third party. 
1.2  AFFILIATE.  Any legal entity directly or indirectly owned or controlled by, 
or owning or controlling, or under the same ownership or control as, any 
PARTNER. Common ownership or control through government does not in 
itself create AFFILIATE status. 
Ownership or control shall exist through the direct or indirect: 
(a) ownership of more than 50 percent of the nominal value of the issued 

equity share capital, or 
(b) ownership of more than 50 percent of the shares entitling the holders to 

vote for the election of directors or persons performing similar functions, or 
right by any other means to elect or appoint directors, or persons 
performing similar functions, who have a majority vote, or, 

(c) ownership of 50 percent of the shares, and the right to control 
management or operation of the company through contractual provisions. 

1.3  BACKGROUND: All information and INTELLECTUAL PROPERTY 
RIGHTS except BACKGROUND RIGHTS owned or controlled by a 
PARTNER or its AFFILIATE and which are not FOREGROUND. 
1.4  BACKGROUND RIGHTS:  Patents for inventions and design and utility 
models, and applications therefore as soon as made public, owned or controlled 
by a PARTNER or its AFFILIATES, a license for which is necessary for the work 
in a PROJECT or for the commercial exploitation of FOREGROUND, and 
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which are not FOREGROUND. 
1.5  CONFIDENTIAL INFORMATION:  All information which is not made 
generally available and which is only made available in confidence by law or 
under written confidentiality agreements. 
1.6  CONSORTIUM: Three or more GROUPS which have agreed to carry out 
jointly a PROJECT. 
1.7  COOPERATION AGREEMENT: The one or more signed agreements 
among all PARTNERS in a CONSORTIUM concerning the conduct of the 
PROJECT. 
1.8  FOREGROUND: All information and INTELLECTUAL PROPERTY 
RIGHTS first created, conceived, invented or developed in the course of work in 
a PROJECT. 
1.9  GROUP: All PARTNERS in a given PROJECT from the geographic area 
of a PARTICIPANT. 
1.10  IMS SCHEME: The Intelligent Manufacturing Systems Scheme. 
1.11  INTELLECTUAL PROPERTY RIGHTS: All rights defined by Article 2(viii) 
of the Convention Establishing the World Intellectual Property Organization 
signed at Stockholm on July 14, 1967 (see Technical Appendix 1.A.), excluding 
trademarks, service marks and commercial names and designations. 
1.12  NON-PROFIT INSTITUTIONS: Any legal entity, either public or private, 
established or organized for purposes other than profit-making, which does not 
itself commercially exploit FOREGROUND. 
1.13  PARTICIPANT:  Australia, Canada, the European Union and Norway, 
Japan, Korea, Switzerland, the United States and any other country or 
geographic region whose participation in the IMS SCHEME may be approved 
in the manner determined by the PARTICIPANTS. 
1.14  PARTNER: Any legal or natural person participating as a contracting 
party to the COOPERATION AGREEMENT for a given PROJECT. 
1.15  PROJECT:  Any research and development project carried out by a 
CONSORTIUM within the IMS SCHEME. 
1.16  SUMMARY INFORMATION: A description of the objectives, status and 
results of a PROJECT which does not disclose CONFIDENTIAL 
INFORMATION. 
 
Article 2:  Mandatory Provisions 
Each COOPERATION AGREEMENT must contain substantive terms and 
conditions that are fully consistent with each of the provisions 2.1 through 2.13 in 
this Article and the definitions used in each COOPERATION AGREEMENT 
shall be those specified in Article 1 of this document. 
Where a PROJECT or a potential PARTNER or its AFFILIATES is subject to 
government requirements, whether by law or agreement, and such 
requirements will affect rights or obligations pursuant to the COOPERATION 
AGREEMENT, the potential PARTNER shall disclose to the other PARTNERS 
all such requirements of which it is aware prior to signing the COOPERATION 
AGREEMENT. PARTNERS must ensure that ownership, use, disclosure and 
licensing of FOREGROUND will comply with these mandatory provisions if the 
PROJECT is subject to government requirements. 
PARTNERS will, at the outset of a PROJECT, promptly notify one another of 
their AFFILIATES which will be involved in the performance of the PROJECT, 
and will notify one another of any changes in the AFFILIATES so involved 
during the life of the PROJECT. At the time of entering into a COOPERATION 
AGREEMENT, and immediately after new legal entities have come to meet the 
AFFILIATE definition, PARTNERS may exclude AFFILIATES from the rights 
and obligations set forth in these provisions in accordance with the terms of the 
COOPERATION AGREEMENT. 
 
Written Agreement 
2.1  PARTNERS shall enter into a written COOPERATION AGREEMENT 
that governs their participation in a PROJECT consistent with this document. 
 
Ownership 
2.2  FOREGROUND shall be owned solely by the PARTNER or jointly by the 
PARTNERS creating it. 
2.3  A PARTNER which is the sole owner of FOREGROUND may disclose 
and non-exclusively license that FOREGROUND to third parties without 
ACCOUNTING to any other PARTNER. 
2.4  A PARTNER which is a joint owner of FOREGROUND may disclose and 
non-exclusively license that FOREGROUND to third parties without the consent 
of and without ACCOUNTING to any other PARTNER, unless otherwise 
agreed in the COOPERATION AGREEMENT. 
2.5  A PARTNER may assign its sole and/or joint ownership interests in its 
BACKGROUND, BACKGROUND RIGHTS and FOREGROUND to third 
parties without the consent of and without ACCOUNTING to any other 
PARTNER.  
PARTNERS who assign any of their rights to BACKGROUND RIGHTS or 
FOREGROUND must make each assignment subject to the COOPERATION 

AGREEMENT and must require each assignee to agree in writing to be bound 
to the assignor’s obligations under the COOPERATION AGREEMENT in 
respect of the assigned rights.  
 
Dissemination of Information 
2.6  SUMMARY INFORMATION shall be available to all PARTNERS in other 
PROJECTS and to the committees formed under the IMS SCHEME.  
2.7  The CONSORTIUM will make available at the end of the PROJECT a 
public report setting out SUMMARY INFORMATION about the PROJECT. 
 
License Rights 
Foreground 
2.8  Each PARTNER and its AFFILIATES may use FOREGROUND, 
royalty-free, for research and development and for commercial exploitation. 
Commercial exploitation includes the rights to use, make, have made, sell and 
import. 
However, in exceptional circumstances, 
(a) PARTNERS may agree in their COOPERATION AGREEMENT to pay a 

royalty to PARTNERS which are NON-PROFIT INSTITUTIONS for 
commercial exploitation of FOREGROUND which is solely owned by 
such NON-PROFIT INSTITUTIONS; and  

(b) PARTNERS may agree in their COOPERATION AGREEMENT to pay a 
royalty to PARTNERS which are NON-PROFIT INSTITUTIONS for 
commercial exploitation of FOREGROUND which is jointly owned with 
such NON-PROFIT INSTITUTIONS, provided such royalties are both 
small and consistent with the principle that contributions and benefits in the 
IMS SCHEME must be balanced and equitable. 

2.9  A non-owning PARTNER and its AFFILIATES may not disclose or 
sub-license FOREGROUND to third parties except that each PARTNER or its 
AFFILIATES may, in the normal course of business: 
(a) disclose FOREGROUND in confidence solely for the purposes of 

manufacturing, having manufactured, importing or selling products; 
(b) sub-license any software forming part of FOREGROUND in object code; 

or 
(c) engage itself in the rightful provision of products or services that inherently 

disclose the FOREGROUND. 
 
Background 
2.10  A PARTNER in a PROJECT may, but is not obligated to, supply or 
license its BACKGROUND to other PARTNERS. 
2.11  PARTNERS and their AFFILIATES may use another PARTNER’S or its 
AFFILIATES’ BACKGROUND RIGHTS solely for research and development in 
the PROJECT without additional consideration, including, but not limited to, 
financial consideration. 
2.12  PARTNERS and their AFFILIATES must grant to other PARTNERS and 
their AFFILIATES a license of BACKGROUND RIGHTS on normal commercial 
conditions when such license is necessary for the commercial exploitation of 
FOREGROUND unless: 
(a) the owning PARTNER or its AFFILIATE is by reason of law or by 

contractual obligation existing before signature of the COOPERATION 
AGREEMENT unable to grant such licenses and such BACKGROUND 
RIGHTS are specifically identified in the COOPERATION AGREEMENT; 
or 

(b) the PARTNERS agree, in exceptional cases, on the exclusion of 
BACKGROUND RIGHTS specifically identified in the COOPERATION 
AGREEMENT.  

 
Survival of Rights 
2.13  The COOPERATION AGREEMENT shall specify that the rights and 
obligations of PARTNERS and AFFILIATES concerning FOREGROUND, 
BACKGROUND and BACKGROUND RIGHTS shall survive the natural 
expiration of the term of the COOPERATION AGREEMENT. 
 
Article 3:  Provisions that need to be addressed in the Cooperation 
Agreement 
PARTNERS shall address each of the following items in their COOPERATION 
AGREEMENT: 
 
Publication of Results 
3.1  PARTNERS shall address the issue of the consent required, if any, from 
the other PARTNERS for publication of the results from the PROJECT other 
than SUMMARY INFORMATION. 
3.2  PARTNERS shall address the issue of whether PARTNERS which are 
NON-PROFIT INSTITUTIONS may, for academic purposes, publish 
FOREGROUND which they solely own, provided that adequate procedures for 
protecting FOREGROUND are taken in accordance with Articles 3.3 and 3.4. 
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Protection of Foreground 
3.3  PARTNERS shall identify the steps they will take to seek legal protection of 
FOREGROUND by means of INTELLECTUAL PROPERTY RIGHTS and 
upon making an invention shall notify other PARTNERS in the same PROJECT 
in a timely manner of the protection sought and provide a summary description 
of the invention. 
3.4  PARTNERS shall address the issue of prompt notification of all other 
PARTNERS in the same PROJECT and, upon request and on mutually 
agreed conditions, disclosure of the invention and reasonably cooperate in such 
protection being undertaken by another PARTNER in the same PROJECT in 
the event and to the extent that a PARTNER or PARTNERS which own 
FOREGROUND do not intend to seek such protection. 
 
Confidential Information 
3.5  PARTNERS shall identify the measures they will take to ensure that any 
PARTNER which has received CONFIDENTIAL INFORMATION only uses or 
discloses this CONFIDENTIAL INFORMATION by itself or its AFFILIATES as 
far as permitted under the conditions under which it was supplied. 
 
Dispute Settlement and Applicable Laws 
3.6  PARTNERS shall agree in their COOPERATION AGREEMENT on the 
manner in which disputes will be settled. 
3.7  PARTNERS shall agree in their COOPERATION AGREEMENT on the 
law which will govern the COOPERATION AGREEMENT 
 
Article 4:  Optional Provisions 
PARTNERS may, but are not required to address each of the following 
provisions in their COOPERATION AGREEMENT: 

AFFILIATE PROVISIONS 
ANTITRUST/COMPETITION LAW ISSUES 
CANCELLATION AND TERMINATION 
EMPLOYER/EMPLOYEE RELATIONSHIPS 
EXPORT CONTROLS AND COMPLIANCE  
FIELD OF THE AGREEMENT 
INTENT OF THE PARTIES 
LICENSING PARTNERS IN OTHER PROJECTS 
LICENSOR’S LIABILITY ARISING FROM LICENSEE’S USE OF 
LICENSED TECHNOLOGY 
LOANED OR ASSIGNED EMPLOYEES AND RESULTING RIGHTS 
NEW PARTNERS AND WITHDRAWAL OF PARTNERS FROM 
PROJECTS 
POST COOPERATION AGREEMENT BACKGROUND  
PROTECTION, USE AND NON-DISCLOSURE OBLIGATIONS 
REGARDING CONFIDENTIAL INFORMATION 
RESIDUAL INFORMATION 
ROYALTY RATES FOR BACKGROUND RIGHT LICENSES 
SOFTWARE SOURCE CODE 
TAXATION 
TERM/DURATION OF AGREEMENT 

There are likely to be other provisions the PARTNERS will need to put into their 
COOPERATION AGREEMENTS depending on the particular circumstances 
of their PROJECT.  PARTNERS should seek their own expert advice on this 
and note that no additional terms may conflict with Articles 1 and 2 of these 
provisions. 
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 1.A:  Convention establishing the 
World Intellectual Property Organization (Stockholm, 
14 July 1967) 
 
Article 2(viii) defines Intellectual Property to include: 
“...the rights to literary, artistic and scientific works; performances of 
performing artists; phonograms, and broadcasts; inventions in all fields of 
human endeavour; scientific discoveries; industrial designs; trademarks, service 
marks, and commercial names and designations; protection against unfair 
competition; and all other rights resulting from intellectual activity in the industrial, 
scientific, literary or artistic fields.” 
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 2:  Financial Accountability and 
Principles for Setting up and Executing the IRS Budget 
 
1. ISC and IRS members should avoid conflicts of interest insofar as 

decisions relating to the IRS budget are concerned. 
2. All revenue and expenditures must be incorporated in a single set of 

accounts  to be approved by the ISC. 
3. The balance between revenue and expenditure must be respected at all 

times.  
4. The budget shall be annual with exceptional carry-overs.   
5. There should be no transfers of appropriations between line items of 

budget expenditure, unless formally approved by the ISC.  
6. All revenues shall constitute a common pool.   
7. All expenditures shall be reasonable, justified and in accordance with the 

principles of sound financial management. 
8.  The IRS shall respond to all reasonable requests to report on its financial  

activities.  
9. Regional contributions shall be based on fair principles, and will be paid in 

accordance with a defined schedule subject to late fees. Regional 
contributions will be based on the approved IRS budget and will be 
structured in different tiers, related directly to the size and level of 
development of each Participant's economy. The Initial Participants will be 
allocated in two tiers as follows:  
Tier 1: European Union & Norway, Japan, United States  
Tier 2: Australia, Canada, Korea, Switzerland.   
The maximum amounts for the contributions will be 200,000 CAD  or 
equivalent per annum for Tier 1; and 125,000 CAD  or equivalent per 
annum for Tier 2  

10. The foregoing principles shall be incorporated in a document on IRS 
operational guidelines. 

 
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 3:  IMS Technical Themes 
 
In general, any Project that addresses the IMS Scheme objectives as set forth in 
these Terms of Reference is considered an appropriate topic for an IMS Project.  
IMS Projects might also address one or more of the following technical themes: 
 
1  Total product life cycle issues 
• Future general models of manufacturing systems.  

Examples for that theme are the proposals of “agile manufacturing”, “fractal 
factory”, “bionic manufacturing”, “holistic enterprise integration”, etc. 

• Intelligent communication network systems for information processes in 
manufacturing.   To understand the productivity of global distribution and 
global sourcing, the communication networks and tools and their 
applications have to be improved. 

• Environment protection, minimum use of energy and materials.  
Environment, energy and materials questions have reached a complexity 
that can only be handled via cooperation with a variety of specialists. Due 
to the fact that the conditions in that field are very different in different 
regions a common understanding and harmonized views for the response 
of manufacturing technologies to environment protection are necessary. 

• New ideas and methods for recyclability that are globally accepted should 
be developed under the IMS umbrella. 

Harmonized assessment and economic justification models for new 
manufacturing systems. 
 
2  Process issues 
To enable the needs for rapid response to changing requirements and to saving 
human and material resources and to improving working conditions for 
employees the following themes can be identified. 
• Clean manufacturing processes that can minimise effects on environment.  

Process emission minimised systems.  Process disposal minimised 
systems. 

• Factory (process) life-cycle pre-assessed systems. 
Minimum consumption of energy.   Energy efficient processes that can 
meet manufacturing requirements with minimum consumption of energy.  
Integrated cycled process for less energy consumption 

• Modules of energy conservation type. Production management 
technology of energy conservation type. 

• Technology innovation in manufacturing processes.  Methods that can 
quickly produce different products through “Rapid Prototyping Methods”.  
Manufacturing processes that can flexibly respond to changes in labour 
conditions, changes of products or materials. 

• Improvement in the flexibility and autonomy of processing modules that 
compose manufacturing systems.  Open distributed systems and their 
modules that can match both unmanned, man-machine mixed and labour 
intensive systems, and can metamorphologically architect system 
components in correspondence with changes of products. 

• Improvement in interaction or harmony among various components and 
functions of manufacturing.  Open infrastructure for manufacturing.  
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Inter-connected information systems such as “remote ID” among 
respective modules. 

 
3  Strategy/Planning/Design tools 
Manufacturing takes place in a global economy. How and where raw materials 
are transformed is a strategic decision. The decision is complicated in terms of 
what to make and where to make or buy it, in what is becoming a single global 
economy. 
Many of today’s manufacturing organisations are designed using vertical and 
hierarchical structures. The move towards hierarchical structures is and will 
continue to require major changes in organisations, systems and work practices.  
We need methodologies and tools to help us to define appropriate 
manufacturing strategies and to design appropriate organisations and 
business/work processes.  
Methods and tools to support business process re-engineering. Modelling tools 
to support the analyses and development of manufacturing strategies. 
Design support tools to support planning in an extended enterprise or virtual 
enterprise environment.  
 
4  Human/Organisation/Social Issues 
• Promotion and development projects for improved image of 

manufacturing.  Manufacturing engineers tend to be at the bottom of the 
pay scale relevant to other engineers, and the profession as a whole has a 
lower stature.  Therefore ITC considers as projects globally recognised, 
strong professional societies and educational institutions for the promotion 
of manufacturing as a discipline. These proposals include the creation of 
international organisations to promote manufacturing. 

• Improved capability of manufacturing workforce/education, training.  
Engineering education has often tended to emphasize theory over 
process.  In addition, basic education has not always met the needs of 
industry, producing graduates with often-inadequate skills. This has led to 
industries that are poor at turning innovation into successful products. This 
necessitates a change in priorities and closer ties between industry and 
educational institutions. As well, changes in system organisation means 
that training within companies is a continuous process which seeks to 
update the skills and increase the potential of employees - the crucial 
elements in any system. 

• Autonomous offshore plants (integration of supplementary business 
functions in subsidiaries).  Offshore plants were originally meant to 
increase market share and decrease production costs: development of the 
transplant labour forces were a secondary consideration. However, giving 
more autonomy to these plants enables them to react more flexibly to 
changing conditions in the areas where they are based, and is consistent 
with organisational ideas of decentralisation, empowerment and hierarchy 
flattening. It also serves to contribute to domestic development in the 
countries where the plants are located and further the IMS goal of 
spreading widely basic manufacturing knowledge. 

• Corporate Technical Memory - keeping, developing, accessing.  Often in 
a manufacturing enterprise knowledge and sources of information are 
isolated or locked. “Organisational Learning” is a strategy for translating 
such knowledge into a framework or a model that leads to better 
decision-making and could be an important theme within IMS. 

• Appropriate performance measures for new paradigms.  New paradigms 
of manufacturing must offer superiority in performance from the points of 
view of Costs, Quality, Delivery and Flexibility. The first three are familiar 
performance criteria used for mass production, while flexibility is a key 
attribute of new paradigm manufacturing. To increase the acceptance of 
new paradigms performance evaluation methods should be developed. 

 
5  Virtual/Extended Enterprise issues 
The extended enterprise is an expression of the market-driven requirement to 
embrace external resources in the enterprise without owning them. Core 
business focus is the route to excellence but product/service delivery requires 
the amalgam of multiple world-class capabilities. Changing markets require a 
fluctuating mix of resources. The extended enterprises which can be likened to 
the ultimate customizable, reconfigurable, manufacturing resource is the goal. 
The operation of the extended enterprise requires take up of communications 
and database technologies that are near to the current state of the art. However, 
the main challenge is organisational rather than technological.  
Research and Development opportunities in this area are: 
• methodologies to determine and support information processes and 

logistics across the value chain in the extended enterprise. 
• architecture (business, functional and technical) to support engineering 

co-operation across the value chain, e.g., concurrent engineering across 
the extended enterprise. 

• methods and approaches to assign cost/liability/risk and reward to 

elements of the extended enterprise. 
• team working across individual units within the extended enterprise. 
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 4:  Responsibilities of the IMS 
Inter-Regional Secretariat 
 
The Inter-Regional Secretariat will have responsibility to: 
1. provide logistics for inter-regional meetings and proposals, 
2. maintain and distribute IMS meeting materials and other documents, 
3. provide logistics for inter-regional publicity at the direction of the 

International Steering Committee, 
4. educate new and prospective Participants, 
5. disseminate information during, and upon the conclusion of, projects, 
6. assist with inter-regional consortia formation,  
7. organize and arrange studies and/or work as requested by the 

International IMS Steering Committee, and 
8. undertake other appropriate tasks as assigned by the International 

Steering Committee. 
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 5:  Responsibilities of the IMS 
Regional Secretariats 
 
To support the IMS Scheme, the Regional Secretariats will: 
1. provide regional logistics for inter-regional meetings and proposals, 
2. maintain and distribute IMS meeting materials and other documents within 

respective regions, 
3. provide logistics for regional meetings and promotion, 
4. disseminate information during and upon the conclusion of projects within 

respective regions, 
5. assist in consortium formation within and across respective regions, 
6. support regional delegations in attending the International IMS Steering 

Committee meetings, 
7. facilitate regional selections and reviews, and 
8. work with regional infrastructure groups to facilitate the IMS Scheme. 
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 6: Admission of New Participants 
 
Procedures for admission of new Participants to the IMS scheme are as follows:  
1. The admission process begins with a letter of inquiry/interest from a 

ministerial or senior government/public administration level in the 
prospective Participant, addressed to the chair of the IMS International 
Steering Committee. 

2. Each IMS head of delegation shall be alerted to the receipt of this letter of 
inquiry/interest.  Each IMS Participant is chartered to evaluate the 
application and respond through its respective head of delegation to the 
chair of the IMS International Steering Committee.   

3. If all IMS Participants accept the application, the chair of the IMS 
International Steering Committee shall inform, in writing, the applicant that if 
the applicant can ratify these Terms of Reference, then the IMS scheme 
will admit the applicant as a full Participant. 

 
This process shall be completed as soon as practical, and in no case should 
take longer than three (3) months after receipt of the letter of inquiry/interest.  
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 7:  Project Consortia Formation 
and Evaluation 
 
The Regional Secretariats together with the Inter-Regional Secretariat provide 
assistance in forming consortia for IMS projects. 
 
A.  Basic Consortium Formation Document 
Each consortium will prepare a basic document that explains the: 
1. IMS technical themes addressed by the Project, 
2. Industrial relevance of the Project, 
3. Project work plans, organization and structure, 
4. Basic information, including contact information, of Project Partners,  
5. A consortium cooperation agreement that addresses the intellectual 

property provisions and other legal requirements for the consortium; and 
6. Other relevant information to facilitate project endorsement. 
 
B.  International Coordinating Partner 
An international coordinating partner must be appointed by each consortium.  
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The appointed international coordinating partner must be an entity with the 
necessary resources and expertise to lead the project to its completion.  
International coordinating partner duties include: 
1. Coordinate consortia formation; 
2. Coordinate preparation of full proposal and cooperation agreements; 
3. Act as the primary contact for all communication between the consortium 

and the International Steering Committee and Inter-Regional Secretariat; 
and 

4. Facilitate successful execution of the project. 
 
C.  List of Interested Entities 
Within a region, its Regional Secretariat will distribute to all organizations in the 
industrial, academic and governmental sectors identified as potential project 
partners the basic document, the domestic funding opportunities, and the 
domestic agenda for the IMS scheme. The Regional Secretariat will compile a 
list of interested entities.  The list must include the area of interest and the 
capabilities of each of the interested entities. 
 
D.  Exchange of Project Proposals 
Any entity can submit preliminary proposals to its Regional Secretariat for 
transmittal to, and posting by, the Inter-Regional Secretariat. 
Regional Secretariats will distribute these proposals to interested entities within 
their Regions.  Based on the information, potential Partners can strive to form 
international consortia. 
 
E.  Evaluation, Selection and Review of Projects 
Proposals and Projects must be consistent with  the Purpose and the 
Principles of the scheme, and the intellectual property provisions set forth in 
Technical Appendix 1. 
1. Project Selection Criteria 

a. Industrial relevance 
b. Compliance with the Technical Themes in Appendix 3 as may be 

amended from time to time by the IMS International Steering 
Committee 

c. Scientific and technical merit 
d. Adoption,  commercialization and exploitation potential 
e. The IMS International Steering Committee shall assess compliance 

with the IPR provisions in Technical Appendix 1. 
f. Value-added 

 
2. Consortium Selection Criteria 

a. Inter-Regional Distribution of Partners.  Consortium partners must 
be from at least three Participants.  Partners from applicant Regions 
may participate in consortia on a case-by-case basis.  

b. Balanced Contributions and Benefits.  The consortium partners will 
show how the contributions to, and the benefits from, participation are 
equitable and balanced.  To this end, Partners’ contributions to the 
Project should be identified by scale and scope. 

c. Inter-Regional Leadership.  The inter-regional consortium must 
appoint an international coordinating partner  for the consortium to 
carry out the duties described in Section B above. 

d. Dissemination of Results.   The consortium must commit 
to and submit a plan to disseminate project results, including the 
lessons learned in forming and managing IMS consortium, and 
non-proprietary technical results permitted by the IPR provisions. 

 
3. Project Endorsement 

The project endorsement process consists of three stages.  The IMS 
International Steering Committee and Inter-Regional Secretariat will 
endeavour to move the entire endorsement process expeditiously.   

a. Project Abstract Evaluation.  The consortium must submit  an 
abstract of the planned research.  This abstract shall be submitted 
to the Regional Secretariats for initial regional reviews.  Each 
delegation will make a recommendation to the International IMS 
Steering Committee.  Proposers of unapproved projects will be 
given feedback as to why they did not receive support. 

b. Full Proposal Evaluation.  The consortium must submit a final 
proposal using a standardized format for detailed evaluation by all  
Regions.  The final proposal shall include the formal commitment of 
each Partner to the principles, the structure and the IPR Provisions of 
the IMS scheme, and will include a signed consortium cooperation 
agreement. 

c. Final Endorsement.  Final endorsement will be made by the  IMS 
International Steering Committee based on the regional 
recommendations and the submitted proposals.   

 

F.  Project Review 
The IMS International Steering Committee, through the Inter-Regional 
Secretariat, will monitor and review progress regularly.  To facilitate this, each 
consortium will submit an annual summary report, in a standardized format, to 
the IMS International Steering Committee. 
Any Region may review progress of Partner(s) from its Region at any time as it 
sees fit. 
--------------------------------------------------------------------- 
 
Technical Appendix 8:  Role Of IMS vis-à-vis Small 
And Medium-Sized Enterprises (SMEs), Universities 
and Government Research Institutes 
 
All regions should consider activities such as: 
A. Clear and well documented advice on IPR issues. 
B. A “road map” of existing constraints in law or custom in the Participants’ 

territories, and their practical implications. 
C. Help desks for answering simple queries. 
D. An electronic partner search facility specifically oriented to SMEs. 
E. An electronic register of “expressions of interest” by SMEs, which are 

looking for opportunities to join existing or emerging project clusters. 
F. An ongoing “case-book” of IMS experiences with donations from project 

teams. 
G. Dissemination events specifically geared to various SME sectors. 
 
The list is not exhaustive, and research should continue alongside the evolving 
scheme, to monitor the participation of SMEs, and to identify further needs. 
The items listed above also are useful for encouraging the participating of 
universities and government research institutes.  Harnessing the educational 
role of universities in dissemination of results of research through to the next 
generation of practitioners is necessary. 
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